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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　CONTENTS







第一章　箒術ブルームライド

第二章　迷宮探索エクスプロア

第三章　三対三スリー・オン・スリー







[image: 第一章　箒術]
















　いつになく寝苦しい夜だった。そして何より、夢見がおかしかった。

　生なま温ぬるい泥に肩まで浸つかっている。手足は重く、どこもろくに動かせない。というより──どこまでが自分の体でどこから泥なのか、その境目がまず曖昧だ。彼には自分の形が分からない。

　泥の沼にごぽごぽと気泡が浮かぶ。下に火でもあるのか、沼は底のほうから徐々に熱されているようだ。そう気付いた途端に焦あせりがこみ上げて、彼は必死にもがき始める。感覚の覚おぼ束つかない手足で懸命に泥を搔かくが、沼からは一向に抜け出せない。

　足元からじりじりと熱気がよじ登る。皮肉にもその熱が、彼と泥との間に、少しずつ鮮やかな輪郭を形作っていき──

「──うぁっ！」

　全身の熱が耐えがたいほどに極まった瞬間、ピート＝レストンはベッドの上で跳ね起きた。

「はぁっ、はぁっ、はぁっ……。……なんだ、今の夢……！」

　暗い部屋の中、荒い息を吐いて少年は呟つぶやく。同時に、全力疾走の直後のように火ほ照てった体を自覚した。湿ったシーツが肌に張り付く感触の不快さに眉をしかめる。

「くそ、ひどい寝汗だ。早く着替えを……」

　衣服を収めた簞たん笥すはベッドの傍かたわらにある。そこに手を伸ばした瞬間、ピートはふと違和感を覚えて動きを止めた。──何か、おかしい。具体的に何がとは言えないが、体を動かす感覚の全てに妙な新鮮さがある。そして──中でも、とりわけ頼りなく感じられる部位が一か所。

「…………？」

　怪け訝げんに思いながら視線を落とし。片手で布を捲めくって、彼はその部分を覗のぞき込こみ、







「──ぎゃあああああああああああああああああああっ!?」

　早朝の静けさを引き裂く絶叫。それが耳に届いた瞬間、オリバーは即座に飛び起きた。

「──どうした、ピート！」

　サイドテーブルの杖じよう剣けんを摑つかんでベッドから飛び降り、即座に臨戦態勢を取ってルームメイトのほうを見つめる。掛かけ布ぶ団とんを首まで引っ張り上げたピートが、真っ赤な顔でそこにいた。

「な──何でもないっ！　何でもないからっ……！　ちっ、近寄るなっ！」

　反射的に歩み寄ろうとしたオリバーを、少年の激しい声が押おし留とどめる。予期せぬ拒絶に、彼は困惑して首をかしげた。

「──？　いや、あれだけ叫んで何でもないことはないだろう。何か異常があるなら話を──」

「何でもないったらないっ！　来るな来るな、それ以上近寄るな─────っ！」

　ますます語気を荒げて、ついには手当たり次第に近くのものを投げ始める。相手が半ばパニック状態にあると気付いて、オリバーが両手を上げてそれを宥なだめにかかるが、

「落ち着け、ピート！　俺は君に何もしない！　だからまずは話を──ごっ!?」

　その努力が功を奏する前に、宙を舞った置き時計が彼の鼻はなっ面つらを直撃していた。







「あ、おはよう三人とも。……あれ？」

　ひと足先に登校し、食堂で朝食を取っていた女子三人。彼女らより十分ほど遅れてやって来た男子たちの様子に、まずカティが異変を見て取った。どこか困ったような表情のオリバーとガイの隣に、微妙な距離を空けてピートが立っているのだ。

「け、喧けん嘩かでもした？　なんか妙な雰囲気だけど……」

「いや、おれとオリバーはいつも通りなんだけどな。こいつが──」

「わぁっ！　さ、触るなっ！」

　軽く肩を叩たたこうと伸ばされた友人の手を、ピートが敏感に反応して跳び避ける。ガイははぁ、とため息をついて席に腰を下ろした。

「……こんな感じで、急に反抗期の息子みたいになっちまって。理由を聞いても『何でもない』の一点張りでよ。おまえらどう思う？」

「ふむ？　体調を崩している……というわけでもなさそうですけれど」

「わわわっ！」

　席を立って歩み寄ってきたシェラに対しても、ピートはやはり過敏に後ずさって反応する。縦巻き髪ロールヘアの少女ががっくりと肩を落とした。

「あたくしが近寄るのもダメなんですのね……。寂しいですわ、友にこんな風に拒まれると」

「い、いや、違う！　そうじゃなくて……！」

　悲しげにうつむくシェラと、彼女の前でおろおろとうろたえるピート。その様子を眺めていたカティが、食事の手を止めて声を上げた。

「ガイが何かしたんじゃないの？　ピート、お姉さんにそっと言ってごらん？」

「なんで同室のオリバーじゃなくておれが容疑者なんだよ。あと『お姉さん』って誰のことかね？　斜め前の席なら、おれにはお子ちゃまが一匹いるようにしか見えねぇんだが」

　売り言葉に買い言葉。数秒にらみ合った末、ふたりはそれぞれの右手にフォークとスプーンを構えてちゃんばらを始めた。シェラが彼らの不作法を窘たしなめるのを横目に、オリバーも東方エイジアの少女の隣に腰掛ける。

「おはよう、ナナオ。……ピートのことだが、君には何か分かるか？」

「おはようでござる、オリバー。あいにく拙者にも判じかねるでござるが──確かに、これまでとは何か違って見えるでござるな。今日のピートは」

　と、受けた印象のまま口にするナナオ。自分をまじまじと見つめるその視線に耐えかねて、ピートは食卓に着くことなく身をひるがえす。

「さ、先に行かせてもらう……！　今日はあまり話しかけるな！」

「朝食を取らないんですの？　ピート、それは体に──」

　縦巻き髪ロールヘアの少女が引き止める声にも耳を貸さず、眼鏡の少年は足早に食堂を去っていった。その背中を眺めながら、オリバーはため息をつく。

「……見守るしかなさそうだな、今のところは」







「よく来た、地べたを這はう哀れな生き物ども！　今日がお前らの進化の日だ！」

　校庭に集まった一年生四十人余りの前に颯さつ爽そうと現れて、若い男の教師は悪気の欠片かけらもなくそう言い放った。眉根を寄せる生徒たちとは裏腹な、心からの祝福がそのまま表れたような笑顔だった。

「普通人を哀れに思う部分はたくさんあるが、中でもいちばん可哀かわいそうなのが『空を飛べない』ことだ。お前らもそう思うだろ？　生まれてから死ぬまで地面の上、おまけに死んだ後も土の下なんて、こんなにみじめで情けないことはない。──あ、ちなみに俺はもちろん鳥葬の予定だ。土じゃなく空に還かえりたいからな！」

　誇らしげに言ってのける教師。入学間もない時期にさんざん味わったせいで、もう誰もキンバリー教師のこの程度の暴言には驚かなくなっている。それどころか「どうせ鳥のフンになって土に還かえるっての」と小声で突っ込む者さえいた。それが隣のガイだったので、オリバーは少し笑いを堪えた。

「ってなわけで、俺はダスティン＝ヘッジズ。キンバリーここで箒ほうき術じゆつを教えてるモンだ。呼ぶ時はダスティン先生で頼むぜ。一身上の都合で、実家とはちっとばかし折り合いが悪いんでな。

　まぁ何はともあれ、箒ほうきを持たなきゃ始まらんよな。さっそく『箒ほうきの家』まで案内してやろう！　さぁ付いて来い！」

　生徒たちを先導して大股に歩き始める箒ほうき術じゆつの教師。その後に付いて歩きながら、東方エイジアの少女が難しい面持ちで腕を組んだ。

「むむむ……。ついにこの時でござるか」

「？　珍しいな、ナナオ。君でも不安が好奇心に勝ることがあるのか」

「不安というより、単純に出来る実感のなさでござろうか。生き物ならまだしも、拙者、箒ほうきに跨またがって飛べる気がまったくしないのでござる」

　と、率直な本音をナナオが述べる。それを聞いたオリバーがふっと微ほほ笑えんだ。

「……なるほど。君も勘違いしているクチだな」

「む？」

「ひとつ教えておこう。──箒は空を飛ばない。魔法界でも普通人の世界でも、それは同じだ」

「なんと？　しかしオリバー、そなたは現に今──」

　箒ほうきを背負っているではないか、と彼の背中に視線を向けるナナオ。そこには確かに、少年の身長とおおよそ同じ全長の箒ほうきが担になわれている。相手の疑問には答えないまま、オリバーは謎めいた微ほほ笑えみを浮かべ続け──そうこうしているうちに、彼らは大きな建物の前に辿たどり着ついた。

「ここが『箒ほうきの家』だ。注意しろよ。中には気性が荒いのもいる」

　そう注意した上で白はく杖じようを手にするダスティン。呪文によって閂かんぬきが落とされ、両開きの鉄てつ扉ぴが重い音を立てて開いた。途端に中の空間から熱っぽい空気が流れ出す。

「……む？　この臭いは」

　違和感を覚えたナナオがくんくんと鼻を鳴らす。同じようにしている他の数人を眺めて、箒ほうき術じゆつの教師はにやりと笑う。

「普通人出身の生徒には、もう『気付いた』者もいるようだな。単なる箒ほうき置き場とは雰囲気が違うだろ？　特に臭いが」

　言いながら建物の中に入っていくダスティン。その言葉通り、「箒ほうきの家」の中の空気は明らかに「ただ箒ほうきが置かれているだけの場所」ではなかった。広い空間のあちこちに散らかった木き屑くずと枝、全体に漂う野性味のある臭い。どちらかと言えば厩きゆう舎しやのそれに似ている。

　おそるおそる中へ入っていく生徒たち。続く瞬間──その頭上を、飛来した箒ほうきの集団が一斉に旋回した。

「うぉっ──！」

「人ひと懐なつっこい奴やつらが集まってきたな。それ、歓迎してやれ。この中にお前らの相棒がいるぞ」

　頭上でぐるぐると渦を巻いたかと思うと、今度は一本、また一本と地上に降りて近寄ってくる箒ほうきたち。「人ひと懐なつっこい」と表現するのがしっくり来るその姿を前に、柄を伸ばしてきた一本の先端に指で触れながら、ナナオはすっと目を細めた。

「──道具ものではない。生き物にござるな、これは」

　直観に従ってそう口にする東方エイジアの少女。それを裏付けるように、教師もこくりと頷うなずく。

「その通り。正確にはブルーム科ビソン属っつってな──魔法をかけた箒ほうきじゃなく、れっきとした魔法生物だ。こいつら自身で活動して繁殖もする」

　奔放に動き回る箒ほうきたちの姿に、普通人家庭出身の生徒たちは目を奪われていた。彼らの驚きを横目に、ダスティンが付け加える。

「もちろん擬態ってわけでもない。大昔にこいつらの死骸を拾って掃除に使ったのが、いわゆる道具としての『箒ほうき』の始まりとされていてな。順番で言えばこいつらのほうが先だ。俺らが乗るようになったのはここ数千年の話だが、十万年前の地層から化石が見つかってたりもする。種としてもなかなか息の長い連中だぞ。

　ちなみに、そこの眼鏡の生徒。お前が踏んでるのは箒ほうきのフンだ」

「うわっ!?」

　指摘されたピートがとっさに跳び上がる。その反応に、ダスティンはからからと笑った。

「安心しろ、汚くはない。俺らとは食ってる物が違う。こいつらの主食となるのは魔素や精霊──空を飛びながら大気中のそれらを体内に取り込むって食性だ。感覚的には食事よりも呼吸に近い。回遊魚にもそんなのがいるだろ？」

　確かに、とオリバーはうなずく。狙って狩りをするのではなく、海中を高速で泳ぎ回りながら、その過程で口に入ってくる微細な生物を食べて生きるタイプの魚類は少なくない。箒ほうきたちは空中でそれを行う生き物というわけだった。

「当然ながら、こいつらも慈善事業タダで俺らを乗せてくれるわけじゃない。魔法使いから注がれる魔力がこいつらにとってはご馳ち走そうなんだ。俺らが乗った時、こいつらは俺らの魔力を燃料にして空を飛ぶ。単体で飛ぶよりずっと速度が出るから、こいつらにとっても気持ちがいいのさ」

　手近な一本を撫なでながら教師が言う。普通人には単に枯れ枝を束ねたものにしか見えない尾の部分も、その実は魔法生物学的な進化を重ねて辿たどり着ついた形状だ。それを知るカティは目をきらきらさせて箒ほうきたちを眺めている。

「だが──生き物である以上は当然、乗り手との相性ってものがある。体格や性格もそうだが、特に大事なのは魔力の質だな。これが気に食わないとまず乗せてはもらえない。……ま、人に例えればアレだ。無限におかわりする麦酒ビアはとびきり口に合わなきゃ嫌だろ？」

　身近な例えを持ち出したつもりのダスティンだが、まだ酒を嗜たしなまない生徒たちはもうひとつピンと来ない顔でいる。本人はそれも気にせず言葉を続けた。

「柄の部分を手で触れれば魔力の相性は伝わる。さぁ、張り切って相棒を探せ！　ぼさぼさしてると他のヤツに持ってかれるぞ！」

　それが「箒ほうき合あわせの儀」を始める合図だった。教師の言葉に押されて慌てて走り出す生徒たち。ふと、ミシェーラがオリバーの隣に立って口を開く。

「あなたは自分の箒ほうきを連れて来ましたのね、オリバー」

「ああ、よく馴な染じんでいるんでね。ここの箒ほうき合あわせに参加できないのは残念だけれど」

「分かりますわ、あたくしもこれを楽しみにしていましたから。──では参りましょうか、ナナオ、カティ、ガイ、ピート。それぞれ最高の相棒を見つけましょう」

　やや離れた場所にいるピートにも激励の声を送って、ミシェーラは仲間と共に歩き始める。間近を飛び回る箒ほうきたちを見つめて、カティとガイはさっそく考え込んだ。

「うーん、どの子も可か愛わいいなぁ……この中から一本かぁ……」

「ふーむ……お、お前なんかどうだ？　──うぉっ、危ねぇ！」

　何気なく伸ばしたガイの手を目がけて、機嫌を損ねた箒ほうきの柄がビュンと振るわれる。オリバーは苦笑した。気に食わなければ触らせてももらえない──それもまた、彼らが生き物であることの証明だ。

「……なぁ、あれ……」「……あぁ……」

　開始から数分ほど経たつと、自分の箒ほうき選びに没頭していた生徒たちが異変に気付き始めた。彼らが見つめる先にあるのは、同じように箒ほうきを見て歩く東方エイジアの少女の姿。ただし──その周囲には、百に届こうかという箒ほうきたちが群れを成して飛び続けている。他の生徒とは明らかに違った箒ほうきたちの反応に、教師は感心して声を上げた。

「ほぉ──箒ほうきに好かれる性質だな、Ｍｓミズ．ヒビヤ。魔力に癖がなく澄んでるとこうなりやすい。お前さんは相棒選びに苦労しないだろう」

「それは嬉うれしいでござるな。こうも歓迎されると、拙者もこやつらを気に入ってござる。

　──む？」

　箒ほうきを見て回るというよりは、歩く彼女に箒ほうきの群れが付いて回るような形だったが──ふいに、その足がぴたりと止まる。建物のいちばん奥、箒ほうきたちの寝床である箒ほうき掛かけ。そこに収まったままぴくりともしない一本の姿が目に入ったからだ。

「お主は出てこないのでござるか？」

「あ──待て！　そいつはまずい！」

　ナナオが歩み寄っていく先を見て取ったダスティンが慌てた声を上げる。きょとんと振り向く少女に、彼は説明を加えた。

「とびっきりの荒あら箒ぼうきなんだ。おまけに人を激しく選ぶヤツで、ここ数年は誰もまともに乗れてない。うかつに近付くと蹴られて大おお怪け我がするぞ」

　と、強い声で警告する。それを聞いたナナオは軽くうなずいたが、だからといって踵きびすを返かえすことはしない。危険を感じ取った周りの箒ほうきたちが距離を置く中、怖おそれの欠片かけらもない動きで沈黙する箒ほうきへ手を伸ばし──その爪の一寸先で、しなる柄の先端が威嚇するように空を切る。

「おお──なるほど」

　激しい拒絶にも怯ひるまず、東方エイジアの少女はさらに手を伸ばす。警告はしたとばかりに鞭むちのように柄を振るう箒ほうき。その打ちよう擲ちやくのことごとくを両手で捌さばきながら、ナナオはふっと微ほほ笑えんだ。

「懐なつかしい。……秋あき風かぜも、最初はこうでござった」

　郷愁を湛たたえて揺れる少女の瞳。他の生徒たちが固唾を吞のんで見守る中、ナナオは穏やかに箒ほうきへと語りかける。

「声はなくとも伝わり申すぞ。本当の主以外、誰も乗せる気はないのでござろう？」

　そう口にした瞬間、暴れていた箒ほうきがぴたりと動きを止める。張り詰めた静寂の内に、一人と一本が向き合う。

「拒む相手に無理強いする気はござらん。その上で、拙者が伝えたいことはたったひとつ。──ここにいる小娘は、お主がいっとう気に入ってござる」

　そう告げると共に、ナナオは力強く右手を差し伸べる。揺るがぬ意思を瞳に宿して。

　長い沈黙の末、彼女の眼前で箒ほうきが飛び立った。一気に天井近くまで昇り詰め、そこで大きく軌道を曲げて下る。美しい半円を描いて地上に戻る箒ほうき──短くも見事な飛ひ翔しようの終点で、その柄が少女の右手にがしりと収まった。




「──承うけたまわった。

　然しからば、共に参らん」




　承諾の感触を掌てのひらで受け止めて、新たな相棒を手に、ナナオは凜りん然ぜんと身をひるがえす。一連の流れを見守っていた生徒たちの、啞あ然ぜんとした顔の並びがそれを迎えた。

「……噓うそだろ」

　教師ですら例外ではなかった。ぽかんと立ち尽くす彼の視線の先で、当の少女はまっすぐ友人へ走り寄る。

「オリバー、拙者はこやつに決めたでござる！」

「──あ、ああ。おめでとう、ナナオ」

　我に返って受け答える少年の前で、初めて手にした箒ほうきを誇らしげに掲げるナナオ。その様子を眺めながら、ダスティンは顔を片手で覆った。

「……そいつを握っちまうとは……ちょっと、いやかなりショックだぜ。俺が何回試してもダメだったってのに。

　でも、そうか……そうだったな。あの人の魔力も、気持ちよく澄み切ってたっけなぁ……」

　苦笑混じりに男の口から零こぼれた言葉は、他の誰の耳にも届くことはない。そして──彼に劣らぬ衝撃を受けている人物が、他にもうひとり。

「────」

「──？　どうしたのでござるか、オリバー。そんなに見つめて」

　凝視を通り越して、もはや穴が空くほどに少女と箒ほうきを見つめている少年。そんな自分の有あり様さまに気付いて、彼は慌てて少女から視線を切る。

「い──いや、何でもない。……難しい箒ほうきだと思うが、丁寧に扱ってやってくれ」

「無論にござる！　この先の相棒にござるからな！」

　喜びいっぱいに応えるナナオ。その無邪気さとは裏腹に、彼は不思議な感慨を覚えていた。いったい誰が予想できたろう──彼女だけを許したあの箒ほうきを、いま再び、この少女が握ることになるなどとは。







　小一時間をかけて「箒ほうき合あわせの儀」が終わると、苦労の度合いに差はありつつも、生徒たちは全員がそれぞれの相棒となる箒ほうきを手にしていた。校庭に並んだ彼らの姿に、教師もすっかり気を取り直して指導を再開する。

「さて──それぞれ相棒を得たところで、ここからが箒ほうき術じゆつの授業の本番だ。全員、鞍くらと鐙あぶみは目の前にあるな？」

　そう言って彼が見下ろす生徒たちの足元の芝生には、馬に着けるそれを小さくしたような鞍くらと鐙あぶみが置かれている。用途は一目瞭然だったが、ダスティンは構わず説明を続けた。

「まずはそれを箒ほうきに着けるところからだ。千年前ならともかく、今どき空から箒ぼうきに跨またがるヤツはまずいない。股の皮がべろべろに剝むけるのが好きってんなら止めないが──」

「出来たでござる。これでよろしいか？」

　装着を済ませたナナオが確認を求める。教師の口からふへっ、と喉から変な声が漏れた。

「──早っ！　噓うそだろおい、この授業の最初の山場だぞ!?　嫌がる箒ほうきを無理に押さえつけようとして鼻はなっ面つらを蹴られるとこまでがワンセットで、なんなら経験者でも握ったばかりの箒ほうきの扱いは苦労するってのに……！」

　すぐさま駆け寄って粗探しを始める教師。が、鞍くらも鐙あぶみも構造は至ってシンプルだ。前後左右の間違いがないことを確かめると、後はもう文句の付けどころもない。あっという間にチェックを終えて、彼は盛大にため息をついた。

「……まぁ、出来ちまったもんは仕方ない……。つーかまたお前か、ナナオ＝ヒビヤ。……俺もそこそこ長くキンバリーで箒ほうき術じゆつを教えてるが、正直初めてだよ。飛ぶ前の生徒にここまで立て続けに驚かされるのは」

　率直にそんな感想を述べる教師。その間にも、他の生徒たちは鞍くらと鐙あぶみの取り付けに悪戦苦闘している。嫌がる箒ほうきに蹴られて鼻血を流している者が何人もいて、ガイもそのひとりだった。二十分ほど経たって、ようやく全員の装着が終わる。

「よし、なんとか全員取り付けたな。経験者はさっさと飛びたいだろうが、今日のところは初心者と一緒に基礎の確認からやってもらうぜ。──全員、箒ほうきに跨またがれ！」

　教師の指示が下って、待ちかねたように箒ほうきに乗る生徒たち。直後、合図を待たずにその中から数人が飛び上がった。箒ほうきの制御を失って慌てる彼らを、教師の白はく杖じようから放たれた魔法が次々と捉える。それで飛ぶ力を失って、彼らは分厚い芝生にどさどさと落下した。

「はいはい、先走って飛んじまうヤツが出るのは例年通り。怒らないから慌てず深呼吸して跨またがり直なおせ。──あー落ち着くわ。やっぱ一年生ってのはこうじゃないとな！」

　見慣れた失敗の光景に、ダスティンはしみじみと安あん堵どしている。ナナオに驚かされることの多いオリバーは、そこに妙な共感を覚えて苦笑いした。

「まずは二フィートの高さで三十秒浮かび続けるところからな。はい開始！」

　続けて浮遊の指示が下り、またしても生徒たちの悲鳴が上がった。安定して浮かべた者は半分程度で、すぐさまバランスを崩す者が続出する。

「うぉっ──」「わわわっ！」

「ははっ、難しいだろー意外と！　飛び続けるよりも止まり続けるほうがキツいのが箒ほうきだ！　けど、最初にこの感覚を養っとくと安全性がグッと上がる！　──あー、そこの生徒！　まず自己紹介！　それから箒ほうき乗のりの事故でもっとも多いパターンを挙げてみろ！」

　不意を突いて質問が飛ぶ。問われた少年は、浮遊を維持したままそれに応じた。

「オリバー＝ホーンです。質問の答えは急制動の際の落下。初心者の場合は、離陸時の落下がそれに並びます」

「慌てもせず即答かよ、可か愛わいげのねぇ。まぁその通りだ。高度が高くなると死亡事故になることもざらでな。最悪の時でも足から落ちろよ、お前ら。即死じゃ治癒呪文は間に合わねぇぞ」

　教師はそう言い、にやりと笑って生徒たちの背筋を寒くする。それは脅しでも何でもなく、箒ほうき乗のりに伴う当然のリスクと言えた。多くの家庭で子供が幼いうちに箒ほうきを与えないのもそのためで、じゅうぶんな判断力を備え始めるこの時期に、緊急時の対応と併せて学ばせるのが最善とされている。

「……三十秒経過。で、お前さんは当然のように一発クリアか」

「？　一発も何も、ただ乗っているだけにござるが」

　教師がちらりと目を向けた先で、東方エイジアの少女は何の困難を感じた様子もなく低空に浮かんでいる。彼は不満げに唇をとがらせた。

「最初はそれが難しいっつーんだよ。つーか騙だまされねぇぞ、ぜってー初心者じゃないだろお前。箒ほうき乗のりの感覚が身につき過ぎてるっての。やったことあるなら素直に言え素直に」

「何も偽ってはござらぬが──確かに、生き物の背に乗ることは初めてではござらんな。相棒の意思を汲くみ、自らの心をそこに重ねる。その点は箒ほうきも馬と一緒ではござらぬか？」

　ただ浮いていることが退屈になったのか、そう答えながら、ナナオは微速での前進と後退を器用に繰り返す。教師は眉根を寄せて唸うなった。

「俺は馬そつちに乗ったことがないが……なるほど、馬ね。その様子を見る限りじゃ、確かに通じるものがあるのかもな。まぁお前さんだけの感覚かも分からんし、この業界の権威に話したら真っ赤な顔で怒り出しそうだが」

　そう呟つぶやいた教師の口からくっと笑いが零こぼれる。たまに師範マスターガーランドが見せるのと同じ悪童じみた笑顔。発言の乱暴さはいかにもキンバリーの教師らしいが──それも含めて、オリバーはこの先生が嫌いではなかった。

「次はいよいよお待ちかねの飛行だ。──集まれ、お助け人ども！」

　教師の呼びかけに応じて、校庭の離れた場所にいた上級生が次々と箒ほうきで飛んでくる。着地と同時に横列を組んで、二十人余りの彼らが一年生たちの前にずらりと並んだ。

「今回に限っては落ちた時も心配無用だ、地上にこいつらがいるからな。どんな勢いで落下しても魔法で優しく受け止めてくれる。大船に乗ったつもりでいけ──なぁ、お前ら！」

「「「「「任せとけ！」」」」」

　どんと胸を叩たたいて請け合う上級生の男女。その姿に一年生たちが勇気付けられたのを見て取って、教師はさらに授業を進めた。

「ってなわけで、まずは経験者に飛んでもらうか。最初は、そうだな……いかにも模範的に飛んでくれそうなＭｒミスター．ホーンと、そこのお前、そこのお前──それにお前もだ。Ｍｓミズ．ヒビヤ」

「む。良いいのでござるか、経験者に混ざっても」

「構わねぇよ。派手に失敗でもしてくれりゃ、俺も少しほっとする」

　懲りずに憎まれ口を叩たたく教師。その指示に従って配置に付き、自分と並んで離陸体勢に入ったナナオに、オリバーは隣から声をかける。

「……無理はするな、ナナオ。誰でも最初は落ちるものなんだ。着地が難しければ先輩に助けてもらえばいい」

「分かったでござる。しかし──こやつがその通りにしてくれるかどうか」

　自分の箒ほうきを見下ろしてナナオが笑う。ほどなく全員の用意が済んだことを見て取って、箒ほうき術じゆつの教師が最後の説明を行う。

「準備はいいな？　ここから飛んで百ヤードの地点で降りろ。あの白いラインがそうだ。

　よし──飛べ！」

　ぱん、と合図に手を打ち鳴らす教師。それと同時に、四人の生徒たちの体が地を離れ──直後にひとりが抜きん出た。

「──へ？」「あ？」「────」

　先を行く姿にぽかんとする二人。同じ立場でその光景を目にしながら、しかしオリバーに驚きはない。彼女があの箒ほうきに乗ったならそうなるだろうと確信していた。が──他はそうではなかった。ナナオのごぼう抜きを見て取った教師がぎょっと目を見開いた。

「速ッ!?　ありゃ止まらねぇ、っつーか超ちよう弩ど級きゆうの着地失敗げきとつコースだ！　構えろお助け人どもっ！」

　あっという間に中間地点を過ぎて下降を始めたナナオの様子に、教師が慌ててお助け人たちへ指示を飛ばす。言われるまでもなく彼らも身構えていた。

「「「「「勢い減じよエルレタダウス！」」」」」

　同時に唱えられる呪文。まともな着陸など到底不可能な速度で降りてくる東方エイジアの少女目がけて、彼らの杖つえから速度減衰の魔法が放たれる。計五つの光が直撃コースで彼女へ殺到し、

「──フゥッ！」

　その全てを潜くぐり抜ぬけて下降し、ナナオは地面への激突すれすれで横に弧を描いて制動した。風圧を受けた芝生が箒ほうきの軌道上で波打つ。その終点でピタリと動きを止め──周りで呆ぼう然ぜんと立ち尽くすお助け人たちに向かって、ナナオは苦笑気味に頭を搔かく。

「いやはや、相すまぬ。なるべくゆっくり飛ぼうとしたのでござるが。こやつ、よほど力を持て余していたと見えて」

「………………ええぇ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　理不尽の権ごん化げを目にしたかのように引きつる教師の顔。遅れて着地したオリバーらと合流し、そのまま低空を飛んで戻ってきた少女に、彼はがっくりと肩を落として言った。

「……もういい、認める。認めるよ。Ｍｓミズ．ヒビヤ、お前はすごい。才能ある」

　どこか投げやりな口調で生徒を褒めて、それから教師は相手の背後を指さす。

「ってなわけで地獄の勧誘タイムだ。──手ぇ引かれ過ぎてちぎれんなよ、お前」

「む──？」

　気配を感じて背後を振り返るナナオ。目を爛らん々らんと輝かせた上級生たちがそこに並んでいた。

「感動した……！　ウチのチームに来い、Ｍｓミズ．ヒビヤ！」

「いーやウチだ、ウチに来いサムライ！」「そうだ！　毎日三時におやつが出るぞ！」

「子供だましはやめなさい！　鞍くらと鐙あぶみの最高級品をプレゼントするわ、私の自費で！」

「賄賂はルール違反だろうがテメェ！」「だったらウチは一年間の作文代筆サービス付きだ！」

「何っ、それならウチは──！」

　口々にスカウト後の待遇を提示するお助け人たち。どんどんヒートアップしていく争奪戦の模様に、やがて教師が両手を叩たたいて水を差した。

「はい、勧誘タイム一旦終了。ほどほどにしろよお前ら。まだ授業中だからね？」

　注意されてすごすごと持ち場へ戻っていく上級生たち。その背中を、一年生たちがきょとんと見送る。

「ってなわけで、この授業は一年生の青田刈りも兼ねてる。うっかり才能見せちゃった奴やつには上級生の猛烈なラブコールがあるから気を付けるように。Ｍｓミズ．ヒビヤはもう手遅れだがな」

　ニヤリと笑って言ってのける教師。まだ自分の立場を理解していない風のナナオを眺めて、彼は口元をつり上げたままぽつりと呟つぶやく。

「しっかしまぁ──この分だと、今年からは面白くなりそうだな」







　午前の授業を終えて迎えた昼休み。食堂に集まった六人の話題は、ナナオが示した新たな才能のことで持ちきりだった。

「……開いた口が塞がりませんでしたわ。入学から半年経たつというのに、ナナオ──あなたはまだまだ底が見えませんのね」

　感心と畏怖が半々の面持ちでシェラが言う。旺盛な食欲でミートパイを平らげながらナナオが笑った。

「箒ほうき術じゆつがあのように楽しい授業だとは知らなんだ。次が待ち遠しいでござる」

「そりゃ何よりだ……。楽しみついでにおれにもコツを教えてくれねぇか、ナナオ……」

　ズーンと沈んだ面持ちでガイが言う。授業の間じゅう数えきれないほどの落下を繰り返した彼は、もはや箒ほうきに跨またがることさえ苦労している有あり様さまだった。ふむ、とナナオが鼻を鳴らす。

「見たところ、ガイは箒ほうきを操ろうという気持ちが強すぎてござったな。飛ぶのは箒ほうき、乗るのが我ら。そこを踏まえて、もっと相棒に身を委ねるつもりで良いいと思うのでござる」

「小手先の工夫ではなく、誠意をもって相棒に接する気持ちが肝心ということですわね。カティはそこをきちんと押さえていましたわ」

「えへへへ。ナナオみたいなすごい動きはできなかったけどね」

　褒められたカティがてれてれと頭を搔かく。いつもの喧けん嘩か相手に後れを取ったガイは、ふくれっ面つらで視線を他に移す。

「お前も落ちまくりだったよな、ピート。ふたりしてナナオとカティに弟子入りしてみるか？」

「……か、勝手にしろ。ボクは自分で復習する」

　会話にはそれきり応じず、ピートは黙々と皿の上のニシンを切り分けて口に運ぶ。長身の少年が肩をすくめてオリバーを見た。

「まだ反抗期のまま、か。難しい年頃だねぇ、お母さん」

「思春期だからな。仕方ないさ、お父さん」

「オマエらを両親に持った覚えはないっ！」

　ふたりの悪乗りにテーブルを叩たたいてピートが反論する。笑いが溢あふれた彼らのテーブルに、そこで外から声がかかった。

「──こんちわ。いっつも賑にぎやかでええなぁ、自分ら」

　ずいぶん極端な靴国ユタリ訛なまりの英語イエルグリスだった。彼らが声の主のほうを振り向くと、そこには人ひと懐なつっこい笑みを浮かべた細目の男子が立っている。同じ一年生だとは分かったが、六人はまだ誰も話したことがなかった。やや警戒しつつ、オリバーが声を返す。

「……こんにちは。君は？」

「一年生のトゥリオ＝ロッシや。あ、名乗り返さんでええよ。そっちの面めん子つはみーんな知っとるからな、オリバーくん」

　にかっと笑って言い切るロッシ。その視線がテーブルを挟んだ向かい側のナナオを向いた。

「朝からえらい目立っとったなぁ、ナナオちゃん。初めて跨またごうた箒ほうきであんだけ飛べりゃ大したもんや。いや、ちょっと才能溢あふれすぎやで冗談抜きに。ボクにもひとつ分けてぇな」

　初めて話す相手を臆面もなくファーストネームで呼びつつ、冗談めかしてロッシは称賛する。すかさずシェラが言葉を挟んだ。

「才能ギフトの一言で片付けられるほど、ナナオの生い立ちは単純でなくてよ。Ｍｒミスター．ロッシ」

「分かっとるってミシェーラちゃん。ボクの目ェも顔に空いた穴ぼことちゃう。はは──いくらなんでも、才能だけで紅王鳥ガルダはぶっ倒せへんわ」

　ロッシがそう口にした瞬間、細い目にちらりと剣けん吞のんな光が覗のぞいた。オリバーは警戒を強める。はっきり敵意を向けられているわけではないが──この相手は、どこか危うい。

「ただなぁ、ちょっと寂しいねん。だってな、自分らばっかり目立っとって、ボクらみーんな蚊か帳やの外やろ？　悲しいやん。ボクなぁ、むかしっからハミゴは嫌やねん。楽しゅう遊んどるとこには何でも混ざりたいねん。

　なぁ──そう思うやろ。腕に覚えのある連中！」

　やけに大きな声で語り出したかと思うと、ロッシはふいに食堂全体へ向けて呼びかける。自分たちのテーブルに多くの視線が集まるのを感じながら、オリバーは硬い声で尋ねた。

「……何が言いたいんだ？　Ｍｒミスター．ロッシ」

「まぁまぁ、大したことやないって。ほらな、ボクらも入学からもう半年経たったやろ？　先輩方にならって、そろそろ決めとかなアカンと思うんよ。──一年最強が誰かくらいは」

　告げられた言葉に生徒たちがざわめく。──それはどこまでも単純な命題。己が強さを自負する者が複数いれば、彼らの心は自然とその解答を求める。即すなわち──誰が最強それであるのか。

「もちろん暫定王者はナナオちゃんや。そこはなーんも文句あらへん。やけどな、ボクらにもチャレンジの機会を与えてくれたってええやんか？　中にはおるんやで──ガルダが暴れた時、そこに居合わせなかったことを残念がっとるヤツ。もちろんボクもそのひとりや」

　にぃと笑って言ってのけるロッシ。その笑みを、オリバーは厳しい顔で見返す。──視線は、ずっと感じていた。ガルダを倒した一件から今まで、ナナオと自分を捉え続ける猛もう禽きんの眼光。この提案にも驚きはない。予想していた、いずれ彼らが牙を剝むく瞬間が来ることは。

「やり合おうやん、最後のひとりまで。この中で誰がいちばん強いんか白黒付けようや。でないとスッキリせぇへんやろ。

　さ、話は聞いてたな？　──名乗り上げぇや！　祭りに参加するヤツ、ここで今すぐ！」

　生徒たちの昂こう揚ようを肌で感じ取り、この機を逃すかとばかりにロッシが叫ぶ。同時に、離れたテーブルでひとりの女生徒が立ち上がった。

「──乗ったわ、その提案ッ！」

　高らかに声を張り上げる小柄な金髪の女子。それを見たシェラが目を丸くする。

「──Ｍｓミズ．コーンウォリス？　あなたも乗り気ですの？」

「だ、誰だ？」

「ステイシー＝コーンウォリス、親戚ですわ。昔から距離を置かれるので、ここでもあまり喋しやべっていないのですが……」

　シェラの困惑をよそに、鼻息も荒く仁王立ちするコーンウォリス。と──その隣で、ひとりの男子が億おつ劫くうげに立ち上がった。

「乗るのかよ、マジで……。ガルダが暴れた時っておまえ、フツーにあの会場に居合わせてブルブル震えてた側だろうが」

「ちょ、フェイ……！　あれは違うし！　慎重に様子を窺うかがってただけだし！」

　さっきとはまるで違った子供っぽい口調でコーンウォリスが弁解する。シェラとは違い、どうもそちらが彼女の地のようだった。フェイと呼ばれた男子がはぁ、とため息をつく。

「まぁ、そういうことにしといてやるよ。……俺も出るぞ、Ｍｒミスター．ロッシ。自信があるわけじゃねぇが、こいつだけじゃ危なっかしくて見てらんねぇ」

　そう言って片手を上げるフェイ。一連の流れを見ていたロッシがくつくつと笑った。

「ええよええよ、やる気があるなら誰でも構へん。あー、そうやな──ガルダの件で活躍できんかった奴やつら。これを名誉回復の機会と考えたらどうや？　自分らも嫌やろ、負け犬のまんま一年の残りの半分過ごすゆーのも」

　気遣いの皮を被かぶった挑発が放たれる。そこから名乗りを上げる声がいくつも重なり、空気の沸騰を見て取ったナナオが好ましげに微ほほ笑えんだ。

「皆、覇気に満ちた良いい顔でござるな。──その意気や心地よし。

　宜よろしければ、拙者も参加仕つかまつる」

　そう言って、東方エイジアの少女は自ら手を上げる。途端にロッシが歯を見せて笑った。

「さすがやナナオちゃん、王者の貫録ってもんがよう分かっとる。──自分はええんか、オリバーくん？　ナナオちゃんが出る言ゆうてるのに、そっちは高みの見物かいな？」

　さらに同じテーブルの少年へ水を向ける。数秒黙った末、オリバーは静かに口を開く。

「……一年最強なんてトロフィーに興味はないが、同学年との試合をことさらに避ける理由もない。──参加しよう。これで満足か、Ｍｒミスター．ロッシ」

　棘とげのある声で挑発に応じる。互いの視線がぶつかり合い、ロッシの口元が凶暴な喜びにつり上がる。それでオリバーは見抜いた──人ひと懐なつっこい態度の奥に潜む、危ういまでの闘争心を。

「……であれば、あたくしが出ない理由もありませんわね」

「え──シェラ!?」「おい、おまえもかよ！」

　驚く仲間たちの前で、縦巻き髪ロールヘアの少女が静かに片手を上げる。彼女の不敵な微ほほ笑えみを目にして、ロッシはますます上機嫌にヒュウと口笛を吹いた。

「ええなぁ、嬉うれしいで。こーゆうのは役者が揃そろってナンボや」

　そうして彼はさらに視線を他へ向ける。自分から大きく離れた場所、大広間の入り口に近いテーブルに着くひとりの生徒に。

「自分もどうや、Ｍｒミスター．アンドリューズ！　魔法剣には自信あるっていつも言うてたやんか！　それに何より、ガルダを倒した三人のうちのひとりやろ、キミも！」

　名指しを受けた長髪の少年──リチャード＝アンドリューズは、その場で静かに立ち上がる。

「悪いが、僕は遠慮する。……今は他人ではなく自分と向き合う時期。そう決めているんだ」

「ほーん、そかそか。で、尻尾巻いて逃げるん？　いやーんかっこわるぅー！」

「何と言ってくれても構わない。……これで失礼する」

　相手の言葉に取り合うことなく身をひるがえし、アンドリューズは食堂を去っていく。その背中を見送ったロッシが首をかしげた。

「ありゃ、行ってしもうた。……意外やな、挑発すれば乗るタイプやと踏んでたんやけど」

「それは以前の彼の話ですわね。ところで、Ｍｒミスター．ロッシ──あたくしが参加する以上、リックに対する今の侮辱は軽率でしたわよ」

　微ほほ笑えみの搔かき消きえた表情で相手をにらむシェラ。ロッシが慌てて両手を上げた。

「おー怖。許してぇな、ちょっと煽あおっただけやんか。本気の悪口とちゃうで」

　申し訳程度にへらへらと釈明して、彼はすぐさま話を本題へ戻す。

「参加者も揃そろったことやし、祭りの具体的な段取りを決めよか。つってもな、ただのトーナメントやと面白みに欠けるやろ？　みんながみんな昼間の校舎でお行儀のええ決闘したい者もんばっかりと違うからなぁ」

　皮肉げに言いつつ、ロッシは参加者の顔を見回す。そうして懐ふところから取り出した一個の銅貨を掲げてみせた。大英魔法国イエルグランドで流通しているベルク通貨ではなく、それより二回りほども大きい。

「それでこれや。──メダル争奪戦。自分らも魔法使いなら、複製困難なオリジナルのメダルくらい作れるやろ？　これから七日間、参加者はそれを懐ふところに忍ばせて過ごすんや。で、それぞれ好きに戦って、負けたほうが勝ったほうにメダルをひとつ渡す。持ってるメダルが全部なくなったら脱落。最終日にメダル保有数上位四人で決勝戦。どや、面白そうやろ？」

　思わぬ提案に顔を見合わせる参加者たち。ナナオが腕を組んで難しい顔になる。

「むぅ。すまぬが拙者、硬貨の作り方は存じ上げぬ」

「オリバーくんに教わったらええ。それでたぶん今日中には用意できるやろ。──ま、要するに一種の保険や。戦う時にぎょうさん観客がおればええんやけど、場所によってはそうとも限らんからな。勝ち負けの証あかしになるもんがあったほうが安心や」

　その点では筋が通っている、とオリバーも思う。迷宮内での暗闘さえ組み入れるとなれば、勝ち負けを形に残すことは催しを成立させるための必須条件に近い。もちろんそれだけでは不正の余地も多く残るが──そうしたルール外の混こん沌とんすら、トゥリオ＝ロッシという人間は好んでいるようにオリバーには感じられた。

　それから五分ほどかけて、ロッシは参加の意思表明をした生徒たちの名前をひとりひとり尋ね、それらを手持ちの巻物スクロールにひとつずつ記していく。

「参加者全員の名前はここに登録したで。ってなわけで──今から開始や」

　記入を終えた巻物スクロールを掲げて、ロッシは唐突に宣言する。参加者たちが一斉に硬直する。

「どした？　やり合ってもええで。メダルが用意できてなくても今なら構へん。結果を誤魔化しようがないからなぁ」

　にやにやと笑って彼らを焚たき付つけるロッシ。その瞬間から、参加者たちが強烈に互いを意識し始めた。誰と戦えば勝算が高いか、誰と戦うのが危ういか。誰を討ち取るのがいちばん大きな名誉に繫がるか──それらのシビアな勘定が、彼らの頭で速やかに行われる。

「……いきなりだけど。お相手願えるかな、Ｍｓミズ．ヒビヤ」

　最初に声を上げたのは、オリバーたちの近くのテーブルから参加を表明したひとりの女生徒だった。ざわつく生徒たち。名指しを受けたナナオが即座に立ち上がる。

「もちろん構わぬでござる。場所はどこに？」

「ここじゃ怒られるし、校庭に出よっか。どうせ観客は付いて来るだろうしね」

　そう提案した女生徒にうなずきで返し、ナナオは相手と並んで大広間を出ていく。ぽかんと状況を見守っていたカティが、それを見て慌てて立ち上がった。

「……えっ、えっ!?　うそ、もう戦うの!?」

「挑戦権が参加者全員にある以上、早い者勝ちになるのは当然。相手は思い切りましたわね」

　勇気を湛たたえるように言って、シェラもまた立ち上がる。誰からともなく校庭へ向かったふたりを追い、食堂に居合わせた生徒たちの多くもそれに続いた。そうして数分後──校舎に隣り合う校庭の草地で、ふたりの生徒は長い間隔を空けて対たい峙じしていた。

「開始時の間合いは十二ヤード。一般的な総合戦の距離だし、これでいいよね？」

「異論はござらん。ただ、拙者にはまだ魔法の撃ち合いが難しくござる。こちらの攻撃はもっぱら剣になり申すが、それでも宜よろしいか？」

「いいよもちろん。──そこまで踏み込めれば、だけどね」

　不敵な笑みを浮かべて女生徒が言う。そこで互いの鞘さやから杖じよう剣けんを抜き放ち、ふたりは同時に呪文を唱えた。

「「切らず貫かずセークールス！」」

　魔法を受けたふたつの刀身がぼうっと白い光を帯びる。──不殺の呪まじないであるこの呪文は、これから戦うふたりが、自分ではなく相手の剣に魔法をかけるところに運用の肝がある。信頼のおける立会人がいない場合、これによって事故を装よそおった殺傷が封じられるのだ。相手の杖じよう剣けんにかける呪文に手を抜けば、その報いは自分が斬られた時に跳ね返ってくるのだから。

「だ、大丈夫かな……怪け我がしないかな、ナナオ……！」

「さて。──オリバー、どう見ますか？　この試合」

　はらはらと不安げに見守るカティの隣で、シェラが少年に尋ねる。オリバーは淡々と応じた。

「相手の狙いは明白だ。呪文が苦手なナナオを、魔法剣の間合いの外から仕留めるつもりだろう。あの落ち着きぶりを見る限り、魔法戦闘の心得も少なからずあると見える」

「……ってことはやっぱり、ナナオのほうがキツいのか？」

　難しい顔で腕を組むガイ。オリバーは静かに、しかしきっぱりと首を横に振った。

「向こうはそう思っているようだが──率直に言って見込みが甘すぎる。

　ナナオの剣は、とっくにそういうレベルではない」

　揺るぎない声でそう請け合う。そんな彼らの見つめる先で、ついに戦いが始まった。

「──始め！」

　号令役の二年生が声を上げる。ほぼ同時にナナオが地を蹴った。呆あきれるほど何の小細工もない一直線の前進。間合いを詰めて斬り伏せる、それ以外のいかなる心算もそこにはない。

「打ち砕け風槌インペトウス！」

　対する女生徒は少しの間を置いた。すぐに撃っては横っ飛びに避けられると踏んで、あえて身を躱かわしようのない近距離まで引き付けてから呪文を唱えたのだ。唸うなりを上げる風の大槌ハンマー。その直撃を受けた東方エイジアの少女が吹き飛ぶ姿を、彼女は一瞬後の結末として信じて疑わず、

「──フゥッ！」

　故に。その一撃を横ざまに斬って流したナナオの一いつ閃せんを、とっさに受け入れられなかった。

「──は？」

　有り得ない出来事を前に女生徒の動きが止まる。条件反射で辛かろうじて受け太刀の構えこそ取ったものの、そんな気の抜けた防御はナナオに対して意味を成さない。袈け裟さ斬ぎりの刃が容易たやすく杖じよう剣けんを押しのけ──直後、首の手前でぴたりと止まった。

「む、すまぬ、つい寸止めに。──これは勝ちで宜よろしいか」

　手を止めて周囲に尋ねる東方エイジアの少女。余りに抵抗がないせいで斬り込むことが躊躇ためらわれたらしい。相手の女生徒と周囲の観客たちが、しばし呆ぼう然ぜんと立ち尽くし──やがて、我に返った号令役の二年生が声を上げた。

「しょ──勝者、ナナオ＝ヒビヤ！」

　たちまち沸騰する観衆。その喧けん騒そうをよそに、刀を鞘さやに納めて笑みを浮かべ、ナナオは両手を相手の肩に置いた。

「また戦おうでござる」

「……え、あ……」

　自分が負けたことさえ理解できず、女生徒はしどろもどろに意味のない声を漏らす。その様子を見つめて、シェラがほうと感嘆の息を吐いた。

「予想通り……いえ、予想以上に一方的な試合運びでしたわね」

「相手の勝機は最初から皆無だった。ナナオの『切り流し』を知らなかったのは致命的だ」

　厳しい口調でオリバーは言い切る。だが無理もない──実際のところ、同じ一年生との試合で彼女があれを用いたのは今回が初めてだ。クーツ流の「切り流し」とも似て非なる彼女固有の絶技、「諸もろ手て切り流し」を。

　それは他でもない、師範マスターガーランドと相談して決めたオリバー自身の指示でもある。……技を隠しておきたいなどという卑近な理由からではなく、授業であれを見せつけることは他の生徒に良いい影響を与えない。真似のしようがないからだ。それどころか成長途上の彼らに無力感まで植え付けかねない。あんなことをされてはやってられない──と。

「今のナナオを相手に、『一年生の中で上位』くらいのレベルではもう話にならない。……対等にやり合えるとすれば、学年の枠を超えた規格外の強つわ者ものだけだろう」

「同感です。──身震いしますわね」

　手で肩を押さえながらシェラがそう口にする。初戦を勝利で飾ったナナオがそこへ戻ってきて、それを迎えると同時に、縦巻き髪ロールヘアの少女は高らかに宣言した。

「聞きなさい、オリバー、ナナオ。──あたくしは必ず最終日まで残ります」

　呼ばれたふたりだけでなく、カティ、ガイ、ピートも驚きを込めて彼女を振り返る。これまで常に一歩引いて彼らを見守ってきたシェラが、今、その内に秘めた気持ちを前面に押し出していた。

「あなたたちもそうしなさい。他の参加者をことごとく退しりぞけ、最後の日まで三人全員で生き残り──その上で、正々堂々やり合いましょう。その流れがいちばん燃えますわ。違いますこと？」

　否定など考えもせずに縦巻き髪ロールヘアの少女が言う。ナナオが力強いうなずきで返した。

「確かに承うけたまわったでござる。──オリバー、貴殿は？」

　答えると同時に、隣の少年へ目を向ける。それに即答で応じるには、彼の中には葛藤があり過ぎた。……思い出されるのは、ナナオと最初に剣を交えた時のこと。自分を剣の道における運命の相手と見定めて、そこで彼女が流した──あの透明な涙。

「……分かった。あくまで試合の枠の中でなら、俺にも異存はない」

　覚悟を決めてオリバーは口にする。……自分の気持ちがどうあれ、いつまでも避けて通れる話ではない。同じ学年の相手とこれから七年間、ただの一度も立ち合わずにいられるはずがないのだ。

「最後の日に戦おう、ふたりとも。その時まで生き残っていられるよう、俺も全力を尽くす」

　きっぱりと告げるオリバー。間近で見つめ合うふたりを前に、シェラはにっと笑った。

「やっとあたくしも混ざれますわね。──久しぶりですわ、こんなに胸が滾たぎるのは」

　かつてない熱を宿して縦巻き髪ロールヘアの少女が呟つぶやく。……彼女もまたひとりの魔女。指を咥くわえてふたりだけの世界を見守る気は、今回のシェラにはさらさらないのだった。







　午後の授業の最初は魔道工学。これも箒ほうき術じゆつと同じく、入学から半年が過ぎたこの頃合いに、一年生たちへ新たに課された教科だった。新たな分野へ触れる期待に胸躍らせる生徒も少なくなかったが、

「キャハッ！　こんにちは皆さん、魔道工学の授業へようこそ！　私が担当教諭のエンリコ＝フォルギエーリです、以後よろしく！　キャハハハハッ！」

　授業開始の時間になった瞬間、前列の生徒たちが一斉にのけぞった。棒付きキャンディーを片手に、ひとりの老ろう爺やが躁そうじみた笑い声を上げながら入室してきたからだ。

「おい、今まででいっとうヤバいのが来たぞ」

　我慢しきれず、長身の少年が友人たちへ耳打ちする。その間にも、当の老ろう爺やは満面の笑顔で棒付きキャンディーをべろべろと舐なめている。

「ちょっとガイ、初対面の先生に向かってそんなこと……」

「いや、見た目通りだ。──この授業では絶対に気を抜くな」

　ガイを窘たしなめようとする巻き毛の少女を遮って、オリバーはきっぱりと言い切った。その視線の先で、エンリコと名乗った老ろう爺やが授業の概説を始める。

「私が教えるのはズバリ、魔法文明の基礎となる学問！　つまり魔法道具や魔法建築の製作に繫つながる様々な理論・技術ですねぇ！　これが無いことには魔法がカタチに残らない！　それではワレワレも派手な奇術師と変わらない！　有り得ないでしょう言語道断でしょう、せっかく創ったびっくり箱を後世に残さないなんてッ！」

　金切り声でそう叫び、エンリコは両手を大きく左右に広げる。

「このキンバリーそのものもまた、先達が遺のこした素晴らしきびっくり箱のひとつ！　ワタシの祖先も建造に関わったのですが、直系の子孫ですらサッパリ分からない部分の多いこと多いこと！　しかしそれもまた当然！　普通人の作るツマランものと違い、魔法界の創造物は動的なのが当たり前！　自分で建てた家に食われた魔法使いの話なんて掃いて捨てるほどあるんですよ！　キャハハハッ！　たーのしィー！」

　早口に語り、老ろう爺やはキャンディーをベロベロと舐なめる。

「ワタシは大いに考えました、どぉすればこの面白さを手っ取り早く皆さんに伝えられるのか？　基礎理論から順序立てて教えるのが素直ではありますが、それだけではお互い退屈でアクビが出ます！　学問に不可欠なのは手に汗握る緊張感、その極限で冴さえ渡わたる論理と直感！　どうか安心してください！　ワタシの授業では絶対にッ！　皆さんを退屈はさせませんッ！」

　そう宣言したエンリコが白はく杖じようを掲げた途端、教室の四隅で、床から一抱えほどの箱がせり上がった。得体の知れないそれらに、生徒たちが警戒の目を向ける。

「逆行工学リバース・エンジニアリング──という言葉をご存じですか？　ごく簡単に言えば、これは順序を逆にした学問。理論を学んで物を作るのではなく、完成品を観察して解体し分析することで、その製造工程や動作原理を推し量る学究の方法です。皆さんにはこれをやってもらいましょう」

　教室内をぐるりと一巡しつつ、老ろう爺やはなおも説明を加える。

「四つの箱が教室内に出現したのが見えますね。これらは全て、かっきり一時間後に作動する魔法トラップです。時間内に全て解体して停止させられれば問題ありませんが、それが出来なかった場合はちょっと大変なことになります。具体的には──死なない程度に手足がちぎれたり、ものすごーく痛い毒で全身の皮膚がただれたりとか」

　生徒たちの間で一斉にざわめきが走った。エンリコの口元がつり上がる。

「皆さん、そうなりたくなければ一生懸命頑張りましょう。四つの箱はそれぞれ構造の異なるトラップですが、ワタシのほうでもヒントを出しますのでご安心を。──ああ、ひとつアドバイスすると、この分野に心得のある生徒を何人かリーダーに据えたほうがいいですよ。統率が取れず無駄な動きが多いとあっという間に時間を浪費します。これまでの経験上、ひどいことになるのは大体そのパターンです。

　準備はよろしいですね？　ではスタート！　皆さん張り切っていきましょう！　成功の秘ひ訣けつは友情と団結ですよ！　キャハハハハッ！」

　老ろう爺やの宣言と同時に、大部分の生徒たちが一斉に動き出す。ただ授業を受けているだけ──そんな安心感は一瞬で吹き飛んでいた。

「経験者は早く名乗り出ろ！　時間がないッ！」

「半年キンバリーにいてまだ分かりませんの!?　今の説明に何ひとつ誇張はありません！　失敗すれば手足くらいは平気でちぎれますわよ！」

　オリバーとシェラが続けざまに叫び、それで身の危険を自覚した生徒たちが青ざめる。たちまち修羅場の喧けん騒そうへと雪な崩だれ込こんでいく教室の有あり様さまを見渡しながら、エンリコが高らかに声を上げる。

「では最初のヒント！　魔法トラップには大きく分けて『時限型』と『反応型』、その両方を合わせた『時限反応型』の三つがあります！　今日のところは三つを時限型に、ひとつを時限反応型にしておきました！　これを区別できるとだいぶ楽になりますねぇ！」

　オリバーは歯は軋ぎしりした。反応型が混じっているとなるとうかつに手は出せない。判断法をひとつずつ試していくしかない──そう心に決めて、彼は周りの生徒たちに指示を出し始めた。







　五十八分後。生徒たちの必死の努力の甲か斐いあって、四つのトラップのうち三つまでが解除に成功していた。だが、残るひとつ──時限反応型のものが彼らを苦しめていた。

「くそっ、これでもダメだ……！」「どうすりゃ止まるんだよ、これ！」

　箱を取り囲む生徒たちが悲鳴に近い声を上げる。そうこうしている間にも時計の針は進み、五十九分を示す。それを目にしたオリバーが決断を下した。

「ダメだ、もう時間がない！　解除は諦めて身を守る体勢に入れ！」

　解除に見切りを付け、周りにそう指示を出す。蜘く蛛もの子を散らすように箱から離れていく生徒たち。ピートもそれに倣ならおうと身をひるがえすが、

「……うっ……!?」

　そこに急激な眩暈めまいが襲い掛かり、視界がぐにゃりと歪ゆがむ。心は急いで離れなければと思っているのに、裏腹に両脚からは感覚が失うせていき──ついには体重を支えることも出来なくなって、少年はその場にへたり込んだ。

「──ピートッ！」

　異変に気付いたオリバーが即座にトラップの前へ舞い戻る。が、もはやピートを抱えて避難する暇はない。防壁呪文で気休めの壁を打ち立て、自分の体を重ねて盾とし──彼はローブで包み込むように友人を抱きしめた。

　直後に箱が炸さく裂れつした。中から現れたのは爆風でも毒の霧でもなく、細長いフォルムで蠢うごめく無数の何か。悲鳴を上げる生徒たちへ向かって、それらが一斉に解き放たれた。

「おおっと惜しい、ひとつ間に合いませんでしたねぇ！」

　変わらず楽しげなエンリコの声。一時的な失神状態にあったピートが、そこでうっすらと目を開く。

「……ぅ……ぁ……？」

「……動くな、ピート。そのまま……」

　彼を抱きしめた体勢のままオリバーは呟つぶやく。くぐもったその声を奇妙に感じて、ピートはローブの隙間から外を窺うかがい──同時に絶句する。数十匹もの蛇がオリバーの背中に嚙かみ付つき、激しく体を振り乱していた。

「お──オマエ、背中……！」

「大丈夫……痛いだけだ。この程度なら……」

　苦痛に耐えながら言ってのけるオリバー。それを見たエンリコが感心の声を上げる。

「おお、我慢の子ですねぇ！　初めて嚙かまれる一年生はたいてい悶もん絶ぜつしてのたうち回るものなんですけど！　ではワタシも一緒に我慢しましょう！　キャハハハハ！」

　そう言う老ろう爺や自身もまた、トラップから放たれた蛇に全身を嚙かまれていた。やや離れた場所にいる生徒たちへも蛇の群れは容赦なく襲い掛かる。それぞれに呪文で対処しようとするが、とっさに正しい判断が出来た者はシェラを始めごく少数。攻撃呪文の隙間をすり抜けた蛇たちに次々と嚙かみつかれて、生徒たちは次々と絶叫した。

「……確かに。結構な痛みでござるな、これは」

　壁かべ際ぎわまで後ずさって少しでも脅威から距離を置こうとする生徒たち。その中でただひとり、東方エイジアの少女だけが自ら前に踏み出していた。波のように襲い掛かる蛇たちに全身を嚙かまれながらも、彼女は顔をしかめるのみで歩みを止めない。やがて友人ふたりのもとに辿たどり着ついたナナオは、両腕でオリバーとピートをもろともに抱き寄せた。

「──ナナ、オ？」

「半分もらうでござる。今の拙者には、これぐらいしか役に立てぬ故」

　新たに現れた獲物を見て取り、オリバーに集っていた蛇たちの一部がナナオへと標的を移す。その様子を見て、シェラの隣にいたカティが前に出ようとする。

「わ、わたしも──」

「やめなさい、カティ！　あなたの我慢強さは認めますが、訓練なしに耐えられる痛みではありません！」

　即座にシェラが制止する。熱波の呪文で蛇たちをけん制する彼女の背後は、この教室における数少ない安全圏だ。友人を無謀な救援に向かわせることは出来なかった。

「そりゃそうだ。でも──黙って嚙かまれてることもねぇわな」

「ガイ!?」

　シェラの両目が驚きに見開く。カティと並んで背後にいた長身の少年が小瓶の魔法薬を頭から被かぶり、止める間もなく蛇たちの中へ走り出したのだ。一直線にオリバーたちのもとへ駆け寄った彼へと、周囲の蛇たちが引き寄せられるように標的を移し、

「電衝纏いてトニトウルス！」

　直後、ガイの全身を走る電流。彼が発動した魔法によって、その体に殺到した蛇たちが一網打尽になった。気絶した蛇たちを払いのけながら、ガイはふんと鼻を鳴らす。

「ウチの田舎での撃退法だ。ったく……中身がこいつらなら先に言ってくれよセンセイ。知ってりゃおっかながる必要もなかったのによ」

　そう言ってぎろりと周囲の蛇を見渡す。エンリコが笑いながら白はく杖じようを掲げた。

「キャハハハハ！　君の田舎ではそうやって駆除するんですね！　ではワタシのほうも！」

　老ろう爺やが呪文を唱えた瞬間、教室内で暴れ回っていた全ての蛇が苦しげに身をよじって息絶えていく。そうして駆除を済ませた上で、エンリコは笑顔のまま生徒たちの「成果」を見渡した。

「四つ中三つの解除に成功──初日にしてはなかなかの健闘でしたね皆さん。ご褒ほう美びにアメを差し上げましょう」

　そう言って白はく杖じようをひと振りした途端、教壇の下に収めてあった小さな棒付きキャンディーが飛び上がり、生徒たちの手元へ向かってそれぞれ飛んでいく。彼らはそれを呆ぼう然ぜんとした面持ちで受け取った。

「しかし、ゆめゆめ予習復習は欠かさぬよう。次からはどんどん難易度を上げていきます。今回は無事な生徒が大半だったから良いいですが──この比率が逆になると、ワタシひとりで全員を治すことになりますからねぇ。痛む時間がとっても長引きますよ」

　ニヤリと笑って言ってのける老ろう爺や。そこで限界を迎えたカティが、手の中の棒付きキャンディーを勢いよく床に叩たたき付つけた。

「──ふざけるなっ！　あっていいもんか、こんな授業！」

　怒りを込めて少女は叫ぶ。無残に砕けたキャンディーを見たエンリコが悲鳴を上げる。

「あああああ！　なんてことを、Ｍｓミズ．アールト！　甘いものを粗末にするなんて、それが心ある人間のやることですか！」

「どの口で言ってるんだっ！　私たちを痛めつけることを前提の授業を組んでおいて！　こんなの教育でも何でもない、ただの拷問だっ！」

　一歩も退ひかずに非難を口にするカティ。その剣幕に、老ろう爺やはきょとんと首をかしげた。

「いったい何を怒っているのです、Ｍｓミズ．アールト。ワタシの授業が気に入らないようですが、具体的にどんな問題があるというのですか？　よくよく周りを見なさい、誰も死んでいないでしょう」

　エンリコは言ってのけた。今の教室の惨状──毒蛇に嚙かまれた生徒たちがうずくまって呻うめき声ごえを上げる光景など、少しの懸け念ねんにも当たらないと示すように。

「手っ取り早いのですよ、これが一番。我々魔法使いが普通人に対して持つ最大の優位性は何だと思いますか？　それはズバリ──簡単に死なないこと。即死でなければたいていの傷を治せてしまうところです」

「────ッ」

「普通人はそうではない、だから慎重な教え方が必要なのでしょう。死なないように傷つかないように、壊れ物を扱うように、少しずつ『学び』を心身に染しみ込こませるしかないのでしょう。けれども──我々はそうではない。我々は壊れてもすぐに治せる。大おお怪け我がを負っても翌日には授業に戻れる。これをメリットと言わずして何と言います？　学びをより早くするために、死なない限りはどんな無茶だって出来るのです！」

　愕がく然ぜんとするカティの前でそう言い切って、老ろう爺やは視線をオリバーへと移す。

「Ｍｒミスター．ホーン、おいでなさい。強い毒でないとはいえ、さすがに君は嚙かまれすぎです。それでは次の授業にも差し支えるでしょう。解げ毒どく剤ざい入りのキャンディーだけでは追い付きません」

　手招きするエンリコ。が、ふらつきながら立ち上がると、黒髪の少年は相手に背を向ける。

「……結構です。この手の毒なら、よく効く軟なん膏こうに持ち合わせがありますので」

「キャハハハハ！　そこまで言うならよろしい、大人しくキャンディーを舐なめていなさい！　きちんと処置しない限り午後いっぱいは痛みが残ると思いますがね！」

　童女じみた笑いが、全身を襲う激痛にも勝って少年には不愉快だった。







「だ、大丈夫なのオリバー……!?　ナナオやガイよりずっと顔色悪いよ……!?」

「もう回復期には入っている、問題ない。……それより」

　授業の直後。教室を出てすぐの廊下で、軟なん膏こうと治癒呪文で当座の処置を済ませた上で、オリバーは仲間たちに向き直る。

「ピート、少し残ってくれないか。……ふたりで話したいことがある」

　しん、と沈黙が下りる。やがて、眼鏡の少年が観念したようにうなずいた。

「…………先に行ってろ、オマエら」

「ピート……？」

「分かりましたわ。──行きますわよ、皆」

　事情を察したシェラが他の四人を促して歩き出す。カティは最後まで心配そうに振り返っていたが、その姿も曲がり角の向こうに消えると、オリバーはピートを連れて廊下を歩き出した。やがて空き教室を見つけてそこに入り、扉を閉め、ふたりきりの空間を確保した上で口を開く。

「朝から薄々、その可能性は考えていた。……けれど、さっき接触した時に確信した」

「…………っ」

　怯おびえるように自分の肩を抱くピート。その姿をまっすぐ見つめて、オリバーは言い放つ。

「ピート。君は──性が反転したな？」

　空き教室に響くその一言。ふたりの間に長い沈黙が降り──その末に、眼鏡の少年はこくりとうなずいた。

「……オマエの言う通りだ。夜、変な夢を見て……朝起きたらもう、こうなってた」

　ローブをはだけ、震える指でシャツの前のボタンを三つ開ける。そうして晒さらされたピートの胸には──男性のそれとは明らかに異なる、紛れもない乳房の膨らみがふたつあった。
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　その姿を目にした上で、オリバーは重ねて問いかける。

「無礼を承知で確認する。──下もだな？」

「……っ……そ、そうだ……」

「なら間違いない。変身魔法の暴走や変化の魔法薬では説明が付かない。それらの不自然な要素からの変質にしては、君の体は余りに完成しすぎている。元からそうだったかのような自然さで、君は紛れもない女性体としてここにある。

　──両極往来者リバーシ。普通人には存在しない──そして、魔法界全体でも稀まれな特異体質だ」

　友人の身に起きた現象を、オリバーはそう言葉にした。途端──これまでの不安が堰せきを切ったように、ピートが喋しやべりだす。

「体調も、朝からおかしいんだ。頭痛がひどいし、変な眩暈めまいがするし、わけもなく気が高ぶって目の前のことに集中できない。……これも全部、その体質のせいなのか……？」

「おそらくそうだ。俺も専門家じゃないからはっきりしたことは言えないが──両極往来者リバーシは自己調律セルフコントロールを覚えるまでに苦労することが多いと言われている。外界からの影響によって性別が変化し、特に月齢の影響を強く受けるらしい。

　思えば、昨日の晩は満月だった。魔法の刺激に満ちたキンバリーでの生活を下地として、その体質が発現するための条件は、君の中で揃そろっていたんだろう」

　説明しながらピートに歩み寄り、オリバーはシャツのボタンを掛け直してやった。小刻みに肩を震わせる友人に、彼は持ちうる限りの誠意をもって向き合う。

「勘違いさせないために言っておくと、その体質は決してキンバリーに来たことで突然に生じたものじゃない。おそらく前々から兆候はあったはずだ。──例えば性自認の曖昧さ。同性の友人に混じっている時に感じる違和感。この辺りは感覚に個人差があるから、君の実感に頼るしかないが」

「…………」

　言われたピートが過去を思い返す。──普通人として生きていた頃から、決して友人が多い方ではなかった。周囲に馴な染じめない自分への苛いら立だちは常にあった。その原因が魔法の才能だけではなく、この体質にもあったとしたら……？

「心境は複雑だろう。気持ちに整理を付けるにはまだ時間がかかると思う。でも──その上で、俺から言っておきたい言葉がある。

　おめでとう、ピート。君は素晴らしい可能性を手にした」

　意外すぎる発言に、少年が目を丸くして相手を見る。オリバーは穏やかに微ほほ笑えんでいた。

「魔法を極めようと欲ほつする者にとって、両極往来者リバーシという体質は紛れもない『才能』だ。歴史上の偉大な魔法使いには多くの両極往来者リバーシが名を連ねる。有名なところでは『大賢者』ロッド＝ファーカーもそうだ。もちろん同じ体質の全員がそうではないにせよ、魔道の深しん奥おうを目指すに当たって大きな後押しとなることは間違いない」

「……才能……？　……今のボクは、こんなザマなのに？」

「大きな才能であるからこそ、その扱いには訓練がいる。これは多くの分野で同じことだよ。ああ、具体的な例を出さないと実感が湧かないか……そうだな」

　少し考えた末、オリバーは自分の白はく杖じようを抜いてみせた。促されたピートも同じようにする。

「雷撃呪文を撃ってみるといい。他の属性に比べて、君は苦手だったはずだな？」

「……？　……雷光疾りてトニトウルス！」

　近くの床を狙って杖つえを振り、呪文を唱える。白はく杖じようの先端から電光が迸ほとばしったかと思うと、それはさらに着弾地点から直径五フィートにも渡って爆はぜ広ひろがった。

「──なんだこれ。こんな出力、今まで一度も」

「男性体と女性体では得意とする属性が異なる。これも個人差があるから単純ではないが、君の場合は雷の魔法を強化する形に働くようだ。……他にも色々と変化があるはずだから、後で早めに総ざらいしておかないとな」

　チェック項目を頭の中で並べながらオリバーが言う。今なお呆ぼう然ぜんと立ち尽くすピートに、彼はなおも言葉を重ねる。

「少しは実感できたか、ピート。──君はとても大きなものを得た。確かに面倒なことも増えたが、戸惑ってばかりじゃ余りに勿もつ体たいない。その才能を活いかして伸ばすことを考えよう。もちろんまずは自己調律セルフコントロールを覚えるところからだけど──」

　ぴたりと言葉が止まる。背後に気配を感じて、オリバーが教室の入り口に向き直った。

「──そこにいるのは誰だ！」

　振り向きざまに少年が声を飛ばす。その行動にピートは一瞬ぽかんとし、

「……ごめんね、アタシよ」

　直後、どちらのものでもない声が響いた。音もなく扉が開き、ひとりの上級生がそこに佇たたずむ。柔らかく美しい声と中性的で優しげな風貌。オリバーが知る限り、その持ち主はただひとり。

「──ウィットロウ先輩……？」

「久しぶりね、ふたりとも。……今のは謝るわ。盗み聞きのつもりはなかったのよ」

「……ええ、分かっています。本気で隠れる気なら、俺に気付けるはずがありませんから」

　相手との実力差を踏まえてオリバーが言う。ウィットロウがほっと安あん堵どの息をついた。

「分かってくれて助かるわ。──そろそろ出る頃だと思ってたのよ、その子」

　言いながら、彼はゆっくりと教室へ踏み入る。ピートがとっさにオリバーの背後へ隠れた。

「迷宮で初めて見た時から感じていたの。加えて、今日はふたりとも朝から騒いでいたでしょう？　これは来たかと思って足を運んだら、案の定予想通りだったわけ」

　ここに至るまでの経緯をそう説明した上で、彼はふたりの後輩へ微ほほ笑えみを向ける。

「といっても、アタシが説明する気でいた内容はほとんどＭｒ．ホーンが話しちゃったわね」

　ローブの内側に手を差し入れて、ウィットロウはそこから一枚の便箋を取り出した。

「その体質は面倒でしょう？　全部ひっくるめて、先達に話を訊きくのがいちばんよ」

　差し出されたそれを、ピートは恐る恐る両手で受け取った。便箋の表には「招待状」とある。

「今夜八時、アタシたちの集まりにおいでなさい。似た境遇の生徒がたくさんいるわ」

　にこりと笑ってふたりにウィンクし、ウィットロウはそのまま身をひるがえした。







　以降は大きなトラブルもなく残りの授業が終わった。解放された生徒たちで賑にぎわう「友ゆう誼ぎの間」──五人でテーブルを囲んで夕食を取りながら、広間の入り口に目をやって、カティがぽつりと呟つぶやく。

「……来ないね、ピート」

「図書室にこもって資料を漁あさっているようだ。まだ時間が掛かるかもしれないから、食事は取り置いておこう」

　言いつつ、オリバーは購買で買ったバスケットにサンドイッチやチーズなどを詰めていく。隣でシェラが食事を続けながら口を開いた。

「手伝えることがありましたら、何でも言いなさい」

「ああ。助かるよ」

　オリバーも微ほほ笑えんで返す。……彼女のほうでも、すでにある程度まで事情は察しているだろう。それでも深く追及はせず、こちらが必要とした時に手を貸すと言ってくれる。その気遣いはありがたいばかりだった。

「……すまない、遅れた」

　五人が食事を取り終え、食堂の人気もまばらになってきた頃にピートはやって来た。浮かない顔で席に着く彼に、ガイが気さくに声をかける。

「おっ、来たかピート。何調べてたか知らねぇけど、図書室籠りの収穫はあったか？」

「独学では限界がある、それが分かったくらいだ。……オリバー。例の件──悪いが今夜、付き合ってくれないか」

「ああ、もちろんだ。潜る前にしっかり食べておくといい」

　予想通りの提案に快くうなずきつつ、オリバーは友人に食事のバスケットを差し出す。ピートは小さく礼を言ってそれを受け取り、中身のサンドイッチをもそもそとかじり始めた。他の仲間たちに向き直ったオリバーが告げる。

「理由はまだ言えないんだが、今夜ピートとふたりで迷宮に潜ってくる。……危険は少ないはずだけど、もし夜十時を越えても戻らないようなら、誰か頼れる先輩に伝えてくれ」

「承うけたまわりましたわ。気を付けて行ってきなさい、ふたりとも」

　微ほほ笑えんでふたりを送り出すシェラ。オリバーの脳裏に、かつて迷宮に迷い込んだ時の記憶が蘇よみがえる。再び友人を危険に晒さらすことがないよう、少年は気を引き締めた。







　が。招待状の案内通りに廊下を進んで三階の教室に入り、いざ迷宮の入り口となる姿見を前にしたところで、その決意が空振りに終わったことをオリバーは知った。

「む、来たか」

　壁に背をもたれていた上級生の男がふたりに目を向ける。見覚えのあるその顔に、オリバーは目を丸くする。

「──ゴッドフレイ統括？　まさか、あなたが付き添ってくださるのですか？」

「気にするな、同じイベントに顔を出すついでだ。君たちには詫わびるべき筋もあることだしな」

　そう言うなり彼は姿見に飛び込み、中から腕だけを出してふたりを手招きした。オリバーとピートもすぐさま後に続く。迷宮の暗い通路が彼らを出迎え、ゴッドフレイは先頭に立ってその中を歩き出す。

「学生統括の仕事は幅広くてな。迷宮内での催しはこうして定期的にチェックしている。円形闘技場コロシアムでの一件も、その後のミリガンの暴走も、本来なら俺たちが事前に察知して食い止めるべき出来事だった。対処が遅れたこと、重ねてすまない」

「いえ……。マークしていなかった生徒が事の起点では、いくら統括でも事前に気付きようがありません。どうかお気になさらず」

　そう答えるオリバーの中でも、蛇眼の魔女との対決は未いまだ記憶に新しい。死闘を思い出して声を固くする彼に、ゴッドフレイがふっと微ほほ笑えむ。

「俺が一年の時よりずっと大人びているな、君は。……入学までに苦労が多かったクチか？」

「……どうでしょう。他人と比べたことはありませんから」

　短く答えて、オリバーはそれきり口を閉ざす。……多くの魔法使いにとって、過去の「苦労」などは迂う闊かつに語れるものではない。それを察した上で、ゴッドフレイはもうひとりの少年に視線を移した。

「君は普通人家庭の出身だったな、Ｍｒミスター．レストン。ここでの生活はどうだ？」

「え!?　あ、う、その……」

「はは、誤魔化さなくていい。物騒でたまらない、だろう？」

　相手が吞のみ込こんだ言葉を自分から口に出して、キンバリーの学生統括は大きく鼻を鳴らす。

「俺が最初に思ったのもそれだった。五年前からここの体質はまるで変わらん。校舎では教師たちが神のごとく理不尽を課し、迷宮では生徒たちが夜よ毎ごと研究と暗闘に明け暮れる。少しは安全な場所にしたいと思って駆けずり回ってきたが──その努力もどれほど実を結んだものか」

　長年の苦労を横顔に滲にじませて、ゴッドフレイはさらに言葉を続ける。

「この学校では、生徒の身の安全よりも魔道の探求が優先される。俺たちはそれを前提に自衛の術を身に付けるしかない。……ただ、その現状にも批判はあってな。迷宮への立ち入りを三年生以上に限定しようという動きもあるんだよ。反対が多くて実現の目途は見えていないが」

「……苦労は想像できます。失礼ながら、先輩は人権派でいらっしゃるのですか？」

「どうかな。仲間にはそちら寄りの者も多いが、俺自身はもっと単純な人間だよ。自分が過ごす場所はなるべく平和なほうがいいと思っているだけ。それよりも大きな世界のことは、今はひとまず視界の外だな。なにしろキンバリーだけでも手に余る有あり様さまだ」

　自嘲気味の呟つぶやきに共感を覚えながら、オリバーは思う──この魔境の住人には似つかわしくない、と。学年が上るほどに人として当たり前の感覚が磨滅していく、それがキンバリーという場所のはずだ。ここに適応するほど、魔法使いの精神は常軌を逸していく。かつて迷宮で出会ったふたりの上級生がそうだったように。

　そこまで考えて、同時にオリバーは思い至る。──そうならないからこその学生統括か、と。

　ある種の感銘をもって先輩を見つめるオリバーに、再びゴッドフレイの視線が向いた。

「君は監督生に向いている性質だ、Ｍｒミスター．ホーン。興味があれば、いずれ我々の活動を見学に来るといい」

「……恐縮です」

　丁重に応じながら、皮肉な勧誘だ、と少年は思った。アルヴィン＝ゴッドフレイの善性が本物であればあるほど──自分は決して、この上級生の仲間では有り得ないのだから。

「さぁ、着いたぞ。ここが今夜の会場だ」

　何もない壁の前で立ち止まってゴッドフレイが言う。彼が合言葉を口にすると、見る間に石材がガチャガチャと組み変わって入口を作り上げた。迷宮内の施設にまともな扉がないのはいつものこと。先輩の背中に続いて、オリバーとピートも中へ入っていく。

　教室よりも少し広い程度の部屋だった。暖色の灯あかりの下で、三～四十人ほどの生徒が穏やかに談笑している。テーブルの上には軽食と飲み物が並び、奥にはステージがあるが、まだ誰も登っている様子はない。

「悪くない雰囲気だろう？　ほら、好きに飲み食いしていいんだぞ」

　入口の前で足を止めた後輩たちに、ゴッドフレイがテーブルから飲み物を持ってきた。ふたりが慌ててグラスを受け取る。

「ここは『性別に関わる魔法体質』を持つ生徒が集まる場だ。両極往来者リバーシはまさにど真ん中だが、他にも様々な体質をもつ者たちが訪れている。全員に共通して言えるのは、なかなか打ち明けられない不安を抱えている点、仲間がいると心強いという点だ。──君は歓迎されるぞ、Ｍｒミスター．レストン」

　にやりと笑って告げるゴッドフレイ。その言葉を証明するように、周りの生徒たちが彼らのもとに集まってきた。

「こーんばーんはー！」「ひゃっほう、新入りだ！　新入りだ！」

「こら、いきなり怖がらせるんじゃないの！　──眼鏡の子のほうが当事者だね？」

　予想に違たがわず、服装につけ振る舞いにつけ性別不詳の上級生たちが次々と声をかけてくる。たじろぐピートの前に立ち、代わってオリバーが口を開いた。

「お察しの通り、彼が両極往来体質リバーシを発現させた一年生のピート＝レストンです。俺は付き添いのオリバー＝ホーン。彼の今後の生活について色々と助言を頂きたく、ここにお邪魔しました。どうかよろしくお願いします、先輩方」

　丁寧な口調で挨拶を述べるオリバー。それを聞いた上級生たちの間に沈黙が降り──直後、彼らの間で笑いが弾はじけた。

「硬いっ！　硬いぞオリバーくん！」「中に五年生入ってんじゃないのこの子？」

「肩の力を抜きなさい、Ｍｒミスター．ホーン。そう緊張しなくても大丈夫。ここに敵はいないから」

「……む……」

　思わぬ指摘を受けたオリバーが言葉を詰まらせる。と──大柄な女性に見える上級生のひとりが、その頭に優しく手を置いた。

「友達を守るために気を張ってるんだよね。うん、いい子いい子」

　小さな子供をあやすように、くしゃりと髪を撫なでる。その扱いに戸惑うオリバーをよそに、生徒たちの注目がステージのほうに集まり始めた。

「おっと、主役のお出ましだね。──ちょっとお喋しやべりは止やめようか、みんな」

　促された生徒たちが口を閉じてステージを見つめる。そこに登壇したふたつの人影──その一方を目にして、オリバーは目を丸くした。

「──従に兄いさん？」

　赤しやく銅どう色の髪をした彼の従兄が、大きな弦楽器を抱えてステージ上に陣取る。その手前で、この集まりの主催者である監督生──カルロス＝ウィットロウが、持ち前の美しい声を上げた。

「こんばんは、みんな。今夜も来てくれてありがとう」

　参加者たちから歓声が上がった。有名歌手のコンサートじみた雰囲気に、オリバーとピートは混乱を隠せない。

「初めての子もいることだから、少しこの会の主旨をおさらいするわね。──アタシ自身を始め、この場には『性別に関わる魔法体質』を抱える生徒が集まっているわ。みんな色々と面倒が多いでしょう？　でも大丈夫、この会でおおよそフォローできるから。気になることはぜんぶ打ち明けなさい。それでも黙ってるシャイな子には、後でアタシが訊ききに行っちゃうけどね」

　そう言って、カルロスはちらりとピートへ視線を向ける。慌てて目礼で返す眼鏡の少年。優しい微ほほ笑えみでそれに応じて、集まりの主役は再び口を開いた。

「ま、それはそれとして、まずはアタシたちのステージよ。歌い手はカルロス＝ウィットロウ、伴奏は皆さんご存知コントラバスの名手グウィン＝シャーウッド。心の準備はいい？」

「「「「「「カルロスせんぱーい！」」」」」」

　前列に陣取った後輩たちが一斉に声を上げた。投げキスでそれに応えるカルロス。

「いい声をもらったわ子猫ちゃんたち。──じゃあ始めるわよ。最初のナンバーはこれ！」

　彼の合図に合わせて、背後のコントラバス奏者が重厚な音色を奏かなで出だす。それ単体でも聞きき惚ほれるほどの前奏を経て、いよいよカルロスが歌い始め、

「──な──」

　瞬間で、ふたりの少年は心を攫さらわれた。
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　歌声が響く。耳ではなく、胸の奥に。とてつもなく清浄な歌声が体内へ流れ込み、つま先から頭頂までを隙間なく満たしていく感覚。止めようもなく涙が溢あふれ、歌に意識が取られる余り、ともすれば呼吸すら忘れそうになる。

「やばいでしょ、カルロス先輩の歌。最初のアドバイス……この会にハンカチ三枚は必須」

　自らも涙を拭いながら、近くの上級生がふたりへハンカチを差し出す。受け取ったそれで目元を押さえながら、ピートが絞り出すように尋ねる。

「ぅ……オリバー、これは……」

「……魔声だ。だが、魅了の類じゃない。もっと純粋な、清浄な何か──」

　漠然とそう判断するのが精一杯で、オリバーにもその声の正体までは摑つかめない。何より──そんな勘繰りさえ無粋に思えるほど、カルロスの声は余りに美しく胸を打つ。

　それに耳を傾けているうちに、気が付けば五曲があっという間に過ぎ去っていた。半ば放心して余韻に浸る観客たちへ、キンバリーの歌い手は優しく目を向ける。

「──静聴ありがとう。おかげでアタシも気持ちよく歌えたわ。さぁ、ここから先はお待ちかね歓談の場よ。すぐにアタシも混ざるから、みんなで好きにやっててちょうだい」

　満場の拍手に送られて、カルロスは伴奏の生徒と共に舞台裏へ去っていく。それが済むと、涙で濡ぬれた顔をハンカチで拭い、生徒たちが再び動き始めた。

「ヒッヒッヒ……さぁ、仲良くしようかＭｒミスター．レストン……」

「恥ずかしがることはないぞぉ……ここじゃみんな似たような境遇だ」

「まずは君と同じ、朝起きたらちんこがなくなってた連中の体験談からいこうか」

「おれから話そう。最初はてっきり、ただ縮んで中に引っ込んでるんだと思ってさぁ……」

　口々に話しつつ、全周から包囲するように詰め寄ってくる生徒たち。さすがに気け圧おされるピートだったが、オリバーは特に口を挟まずに成り行きを見守った。──この集まりに対する警戒は、彼の中ですでに薄らいでいたから。







　その後、二時間ほどで集まりはお開きとなり。ゴッドフレイに送られて校舎を後にしたオリバーとピートは、寮へと続く夜道をふたり並んで歩いていた。

「……ええと……どうだった？　その、集まりに顔を出した感想は」

　オリバーが遠慮がちに尋ねると、ピートがふんと鼻を鳴らす。

「ずっと見てただろ、オマエも。……みんないい人だったよ。緊張して肩肘張ってたのが馬鹿らしくなった」

「──そうか。それは、良かった」

「貴重なアドバイスもたくさんもらえた。この体質と付き合っていく自信も、少しは付いたと思う。……もちろん不安はあるけど、なんとかやっていくさ」

　そう言ってこぶしを握る眼鏡の少年。少しの間を置いて、オリバーが再び口を開く。

「……部屋は、どうする？」

「……っ」

「先輩方も言っていた通り、君の体質なら、学校に申告して個室を用意してもらうことも可能だ。日常生活に限れば、そのほうが何かと気兼ねがないとは思う。ただ、俺の考えでは──」

　続く言葉をオリバーが口にする前に、ピートが片手をかざした。

「……その先は言わなくていい」

「ん──」

「分かってるよ。この学校だと、いまのボクには自分の面倒さえ見切れないってことは。……キンバリーの夜をひとりで過ごすなんて考えたくもない。当分は今までと同じに、オマエと同室でやらせてくれ。──頼む」

　足を止めて、ピートは真剣に相手を見つめる。オリバーの顔に安あん堵どが浮かんだ。

「そう言ってくれてほっとしたよ。……同じ部屋ならケアもしやすい。何も遠慮は要らないから、異常があったらすぐに言ってくれ」

「……世話になる。……ただ、その……」

　続く言葉を言いよどむピート。首をかしげるオリバーの前で、少年は赤くした顔をそむける。

「……ベッドの間に、カーテンは引くからな」







　ふたりの少年が寮へと足を進めていた頃。校舎のとある一角──幾重にも秘された深い闇の奥。生徒たちは存在を知らない隠し部屋に、六人の教師たちが集まっていた。

「──よぅ、皆さん揃そろい踏ぶみで」

「遅いぞ、バネッサ」

　悪びれる様子もなく部屋に入ってきた魔法生物学の教師を、校長──エスメラルダが鋭い視線で見とがめる。彼女を含む五人の教師が、部屋の中央に置かれた円卓に着座していた。

「悪ぃ悪ぃ。こいつを捕まえてから来たもんでよ」

　そう言って、バネッサは肩に担かついでいたものをぞんざいに床へ落とす。ぼろぼろのマントに身を包んだ満身創そう痍いの男が、そこで苦しげに呻うめき声を上げた。

「ぅ……う……」

「そこそこ手て練だれの鍵師みてぇでな、アタシが行くまでに結界をふたつ抜かれてた。どうせ最後はこうなるってのに、ムダな努力お疲れさんってなもんだ」

　嘲り交じりにそう説明して、彼女は他の五人に向き直る。

「で、どうするよ。この場で歌わせるか？」

「いちばん得意な人がいませんがねぇ。キャハハハハッ！」

「期待は薄いでしょう。見たところ、歌う前に果てる手合いです」

　ふたりの老教師、エンリコとギルクリストが続けて指摘した。躁そうじみた笑いが残響する。

「……くと、思うな……」

　震える声が漏れだす。床に這はいつくばった男が、憎ぞう悪おの視線でもって魔人たちをにらんだ。

「……いつまでも、続くと思うな……貴様ら外道どもの時代が……！　この身はここに朽ちようと、我らの神は近く降り来る！　八つ裂きよりもなお過酷な罰を貴様らへ課しに──！」

「あー、はいはい、聞き飽きたそれ。耳タコ耳タコ。──で、尋問すんのか？　校長様よ」

　つまらなさげに確認するバネッサ。わずかな逡しゆん巡じゆんもなく答えが返る。

「不要だ。除のぞけ」

「はいよ」

　同時にバネッサが片腕を伸ばす。瞬時にその筋骨が変形し、人間ひとりをゆうに包み込む巨大な掌てのひらと化して獲物を捕まえた。途端、うなじに生温かい吐息を感じて、男の背筋にぞっと寒気が走る。──手の内側に口がある。

「ひっ……あっ……！　神よ、我が神よ──ぎがぁぁぁぁッ！」

　絶叫に添えて、肉と骨を嚙かみ砕くだく音がぼりぼりと響き渡った。わずか数秒で空になった掌てのひらを元の形に戻しつつ円卓に着き、バネッサが眉間にシワを寄せる。

「うぇ、まっず。聖光教団の連中はどうしてこう筋っぽいのかね」

「粗食の誓約オウスのせいでしょうねぇ。異端グノーシスの方々はいつも不健康でいけません」

　困ったものだというようにエンリコが腕を組み、女は手に残った血を払い落とす。

「んじゃま、ぼちぼち本題に移るか。──ダリウスの件だな？」

　円卓に着座し、出し抜けに核心へ切り込んでいく。テーブルを囲む六人のうち、ゆったりとしたローブに身を包んだ教師──ひときわ静かな居住まいの男が、ぽつりと口を開いた。

「消息を断ってから四か月。死んだ、と見ても良いだろう」

「さびしいよぅ」

　男に続いて、バネッサの隣に座る魔女──擦り切れた黒衣に身を包んだ小柄な女が口を開く。エスメラルダがきっぱりと首を横に振った。

「それはいい。──問題は原因だ。誰か、心当たりのある者は？」

　同僚の死に対する感傷など一片もなく、キンバリーの魔女が問う。バネッサが肩をすくめた。

「さっぱり浮かばんね、これが。あいつも迷宮でポカしておっ死ぬほどヤワじゃねぇ。魔に吞のまれるようなタイミングでもなかったはずだしよ」

「となると──何者かに殺された！　話はこうなりますねぇ、キャハッ！」

　老ろう爺やが躁そうじみた声で笑う。バネッサが露骨に舌打ちした。

「話の緩急を無視すんじゃねぇよクソジジイ。──ま、その通りなんだがよ。そうすると、問題は誰が殺したかってことになるだろうが」

　そう言い放ち、肉食獣の眼光でもって、女は周りの面々をじろりと眺め回す。

「そうそういねぇよなぁ、あいつを殺せるタマってのも。この六人と……他に誰だ？　ガーランドの坊やに──ああ、マクファーレンの野郎もいるか。あいつも底を見せねぇからな。

　ま、校長様は除外だ。アンタが殺したんならそれを隠す意味がない。さて──となると、だ。アタシも含めて、容疑者はいったい何人かねぇ」

　バネッサの口元が歪ゆがむ。円卓を挟んだ彼女の対面で、ギルクリストが鼻を鳴らした。

「不毛な推測ですね。ダリウスが一対一で仕留められたとは限りません」

「は、そりゃそうだな。手て練だれの教師数人がかりでタコ殴りにしたってか？　おまけにアンタが指揮を執ったなら、そりゃダリウスもお手上げだったろうぜ」

　挑発的に言い放つバネッサに、ギルクリストの眼光が真っ向から突き刺さる。途端、部屋の調度に置かれた花瓶が片っ端から弾はじけ飛んだ。破片が散らばるが、誰ひとり視線も向けない。

「フムン。この中の誰が裏切っていても、ワタシは何も驚きませんが──それがしっくりこないのも事実ですねぇ。邪魔な相手を排除する時は、皆さんもっと上手くやる。そうでしょう？」

　ニカリと笑って言ってのける老ろう爺や。黒衣の魔女があどけない仕草で首をかしげ、

「んぅー。わたしだったら、死んだダルくんをずっと傍そばに置くけどなぁ」

　と、死よりもなお忌いまわしい末路を口にしてのける。隣のバネッサがかぶりを振った。

「つっても、他を疑い出したらいよいよキリがねぇぞ。まさか生徒の誰かがやったってか？」

　悪い冗談だと言わんばかりの一言。その発言を受けて、エスメラルダが静かに口を開く。

「万一にも生徒にやられたのだとすれば、ダリウスにはキンバリーの教員たりうる資格がなかったということだ。順当に間引かれた、ただそれだけの話に過ぎない」

「違いねぇな。──で、そうじゃなかった場合は？」

　バネッサが面白がって尋ねる。一拍置き、円卓の全員に向かって、エスメラルダは告げる。

「貴様らのいずれかが、私を敵に回す。──覚悟の上ならば言うことはない」

　魔人たちは理解する。犯人捜しなど最初から眼中になく──キンバリーの魔女にとって、この集まりの要点はそこにあったのだと。

「いやぁ、そんな覚悟は僕にはないかなぁ」

　唐突に吞のん気きな声が響き、全員が無言で天井を見上げる。──トレードマークの縦巻き髪を垂らし、洒しや脱だつに着こなした一張羅には埃ほこりのひとつもなく、ひとりの男が飄ひよう々ひようとそこに立っていた。

「帰ってやがったか。テメェも相変わらず逆さになるのが好きな野郎だな」

「よく言うよ、君らこそ飽きずに悪だくみばっかりのくせに。──というか、ちょっとくらい驚いて欲しいな。君らに気付かせずにここまで来るの大変なんだから」

「阿あ呆ほうか、今さらテメェが天井に湧いたくらいで誰が驚くってんだ。お行儀よくドアをノックされたほうがよっぽどたまげるぜ」

　吐き捨てて肩をすくめるバネッサ。同じテーブルの一角で老ろう爺やがけたたましく笑った。

「キャハハハハ！　そもそもの話ですが、マクファーレン君。アナタはこの集まりのメンバーではないはずでは？　いけませんねぇ──いくら校長の旧友とはいえ、招かれてもいない者がこの場にいるのは」

　その言葉に呼応するように、校長を除く五人の殺意が男へ集中する。そこらの魔法使いならそれだけで心臓が止まりかねない圧力に、けれど当人は柳に風と言った体で微ほほ笑えんでみせた。

「なるほど、エンリコ爺おうの意見は至極もっともだ。では──取り除いてみるかい？　さっきの異端グノーシスくんのように、この邪魔者を力ずくで」

　あまつさえ、売られた喧けん嘩かに買い言葉で応じてのける。ただでさえ部屋に満ちていた殺気が、それで一気に膨れ上がって飽和点に達し──、

「くだらん遊びで場をかき混ぜるな、セオドール」

　そこへ冷水を、否、湖一杯分の氷塊を叩たたき込こむように、冷厳極まる校長エスメラルダの声が投じられる。渦巻く殺意が一気に鎮しずまり、天井の男さえも姿勢を正した。

「失礼しました、校長殿。澱よどんでいるものはとりあえずかき混ぜたい性分なもので」

「今さらそれが変わるとは思わん。命令だ、座れ」

「お望みのままに」

　魔女に命じられて、男はそのまま天井に腰を下ろす。おおむね慇いん懃ぎんに、やや無礼に。──そしてどこか親しげに。
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　入学から半年も経過すると、どの授業も必然、誰もが横並びという段階ではなくなってくる。経験者と未経験者の差に留まらず、同じ時期に学び始めた者たちの間でも差が生まれ始める。生徒同士で直接競い合うことの多い科目は特にその傾向が強い。

「──おらっ！」「うわっ！」

　生徒たちの熱気が立ち込める大部屋。同級生が円陣を組んで見守る中、果敢に斬り込んだガイの一太刀が相手のこめかみを捉えた。審判役のガーランドが片手を上げる。

「一本、それまで。──Ｍｒミスター．グリーンウッド。君は筋は悪くないんだが、どうもまだ喧けん嘩かの延長上で剣を振っているな」

「うす。すんません、育ち悪くて」

「いや、思い切りの良さは評価できる。腰が引けているよりは余程いい。が──もっと丁寧に技を磨かないと上の学年では通用しない。今の勝ちに満足せず、君は早めにそれを実感するべきだな」

　ガイが素直にうなずくと、ガーランドの視線が対戦相手に移る。

「その粗さを突けば、Ｍｒミスター．マーティン、君にもじゅうぶんに勝機はあったはずだ。受けに回るのは悪くないが、気け圧おされてしまっては勝ち筋を見失う。場数を踏んで怯ひるまない心を養いなさい」

「はい……」

　マーティンと呼ばれた生徒が悔しげにうつむく。励ましの意図を込めてひとつ微ほほ笑えんでみせ、それから魔法剣の教師は再び口を開いた。

「では次。Ｍｒミスター．ヒューズとＭｒミスター．レストン、前へ」

「はい！」「は、はいっ！」

　呼ばれた二名の生徒が試合場に歩み出る。緊張がありありと浮かぶ眼鏡の少年の横顔を、傍そばからオリバーはじっと見つめた。──少し良くない。闘志はじゅうぶんだが、心が前のめりになりすぎている。

「では──始め！」

　ガーランドの宣言とほぼ同時にピートが床を蹴る。まずい、とオリバーは思った。予備動作から狙いが見え透いている。

「でやっ！」

　出会い頭に敵の杖じよう剣けんを払いのけ、その反動を利用して続けざまに刺突を繰り出す。魔法剣における基本のコンビネーションだ。生真面目に繰り返した反復練習の甲か斐いあって、動きそのもののキレは悪くない。だが、

「──うわっ!?」

　攻撃にかかりきりで、余りにも他が見えていない。踏み込みの軌道上に隆起した『躓く墓石グレイブストーン』が出足に直撃し、バランスを崩したピートが前のめりに倒れ込む。慌てて身を起こした彼の眼前に、対戦相手の杖じよう剣けんがすっと突きつけられた。

「一本、それまで。──攻め気があるのはいいが、いささか気持ちが空回っているな、Ｍｒミスター．レストン。勝負を急がず、もっと視野を広く持ちなさい」

　結果を踏まえて助言を口にするガーランド。ピートへの指導を済ませると、今度は相手側の生徒へと視線を移す。

「相手の開幕速攻を読んで『躓く墓石グレイブストーン』を置いた判断は見事だ、Ｍｒミスター．ヒューズ。しかし、視線が床を向くのは良くないな。Ｍｒミスター．レストンがもう少し冷静なら狙いを見抜かれていただろう。目を向けずとも狙った場所に発動出来るよう、領域魔法の練習を重ねなさい」

「はい、先生」

　ヒューズと呼ばれた男子生徒が素直にうなずいて試合場を後にする。友人らしき生徒がその肩を軽く叩たたいた。

「余裕じゃん」

「別に、自慢にならないだろ。普通人出身のガリ勉くんに勝ったところでさ」

「……っ！」

　耳に入ったその言葉に、ピートの肩がぴくりと震える。……カティを攻撃していた手合いとは違い、相手の声に揶や揄ゆの響きはない。自分を罵ろうと放った言葉ではなく、友人との会話の中で思ったことを何気なく口にしただけと分かる。

　だからこそ、彼には悔しくてならなかった。攻撃の対象にすら選ばれない──それは即すなわち、最初から眼中にないということなのだから。







「特訓がしたい！」

　昼休みを待つことさえもどかしく、魔法剣の授業が終わるなり、ピートは空き教室に仲間を集めてそう言い放った。驚くオリバーたちに向かって、眼鏡の少年はなおも続ける。

「ボクなりに練習を重ねてきたけど、周りとの差は開く一方だ。経験者が強いのは仕方ないとしても、同じ時期に魔法剣を始めた連中にまで馬鹿にされるのは我慢ならない」

　ぎりりと奥歯を嚙かみしめるピート。その想おもいはオリバーにも汲くみ取とれた。……彼はガーランドの指導には人一倍熱心に耳を傾けているし、学んだ内容の反復練習も欠かしてはいない。にもかかわらず他の生徒たちに上達速度で後れを取ってしまうのだ。これが悔しくないはずがない。

「次の授業からは、いよいよ呪文も含めた総合戦が始まる。剣だけでもこのザマなのに、呪文まで加わったらどうなるか……。ここで何とかしないと、ボクはこの先もずっと弱いままだ」

　思いつめた面持ちでうつむく少年。その姿に、オリバーとシェラが並んでうなずいた。

「伸び悩んでいることは分かっていた。技術の向上を望むなら、もちろん力になろう」

「ええ、頼ってもらえて嬉うれしいですわ。こうなった以上は安心なさい。あたくしが責任をもって、あなたを立派なリゼット流の剣士に育ててみせます！」

　燃える瞳で請け合ってみせるシェラ。が、その言葉にオリバーが眉根を寄せる。
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「……む？　待ってくれ、シェラ。今までの授業の流れを踏まえれば、ここはあくまでもラノフ流の枠内でピートを鍛えていくべきじゃないか？」

「その方針で伸び悩んでいるのでしょう？　別の流派との相性も早いうちに探るべきですわ」

「それも一理あるが……今日の授業を見る限り、ピートの技術はまだ流派との相性を論じられる段階にはないだろう。安易な寄り道は避けるべきだ。基礎が身に付く前にリゼット流に寄せすぎると、今まで学んだ技術が逆に破綻しかねない」

「あたくしはそうは思いませんわ。そもそも今の課程ですと、初心者に教える技術全体がラノフ流に偏りすぎていますもの。かねてから思っていることですけれど……個々の適性を無視した『とりあえずラノフ流』こそ、魔法使いにあるまじき思考停止ではありませんこと？」

　両者の間で激しい言葉の応酬が始まり、置き去りにされたピートがぽかんと立ち尽くす。その傍かたわらで、カティとガイが苦笑気味に顔を見合わせた。

「あー、始まっちゃったね……」

「ああ、始まったな。見てろよナナオ。人の多い場所に行けば誰かが必ず言い争ってるド定番。これぞ魔法界三大議論のひとつ、『基幹三流派のどれが最強か』問題だ」

　説明を受けたナナオが興味深げに身を乗り出す。そんな仲間たちの注目も意に介さず、オリバーとシェラの議論はますます白熱していった。

「一概にそうとは言えない。初心者にとって何よりも肝心なのは基礎を盤石に固めることだ。攻撃的なリゼット流から始めると、どうしても攻め気が強く出過ぎる。確かに勝てるようになるのは早いかもしれないが、博打ばくちめいた戦い方に偏りやすいし、結果として技術面での大きな欠陥を見過ごすことになりかねない」

「それらは流派ではなく指導者の手て際ぎわの問題でしょう。何よりも、今のピートが求めているものは隙のない教えよりも『成長の実感』ではありませんこと？　このまま長いこと勝ちを摑つかめなければ、基礎を固める前に向上心が萎えてしまいますわ」

　双方の弁舌が拮きつ抗こうし、話にはなかなか決着が見えない。延々と言葉を戦わせるふたりを前に、東方エイジアの少女がふむと唸うなる。

「……どうでござろう。どうしても決まらぬならば、ここは間を取って拙者がピートに──」

「それはダメだ！」「それはいけません！」

　これまでの言い争いが噓うそのように、ふたりの声がぴったりと揃そろった。こればかりは議論の余地もなく、ナナオの剣技は彼女以外には再現のしようがない類のものだ。

「どっちの話もまぁ分かるけどよ。要するに半々で教えればいいんじゃねぇの？」

「シェラが攻めを教えて、オリバーが守りを教える。そんな感じの分担じゃダメ？」

　見かねたカティとガイが仲裁に入る。それで自分の大人げなさに気付き、オリバーがごほんと咳せき払ばらいした。

「事前に方針のすり合わせがあれば、俺としてはその方針で構わない。……確かに、成長の実感が必要だというシェラの意見もうなずける。ちょうど呪文ありの総合戦が始まる直前で、ある意味ではタイミングもいい」

　シェラと無言でうなずき合い、彼は眼鏡の少年に向き直る。

「ピート。──今から君に、流派を問わない『魔法戦闘の勝ち方』を教えようと思う」

「え……？」

　言われたことが理解できず、ピートは顔に困惑を浮かべる。そこへオリバーが問いかけた。

「剣と呪文を合わせた魔法戦闘で勝つ。尋ねるが、そのためにはどんなやり方があると思う？」

　質問を受けた少年はしばし考え込み、慎重に答えを口にする。

「……魔法剣の技術で相手を上回る？」

「そうだな、それがひとつ。他には？」

「……魔法の撃ち合いで勝つ」

「それがふたつめ。他には？」

　続けざまの問いでピートが答えに窮し、オリバーはそこで話の核心に踏み込む。

「それらふたつの他に、魔法戦闘には三つ目の勝ち筋があるんだ。──杖じよう剣けんを抜いてくれ」

　指示した上で、彼は自らも杖じよう剣けんを抜いて眼鏡の少年と対たい峙じした。五フィートほどの近間から、オリバーはまたしても問いを投げかける。

「この間合いだと、君はどうする？」

「……剣で斬りかかる」

　相手の答えにこくりとうなずき、オリバーはそこから六歩ほど後ずさる。

「では、この間合いだと？」

「もちろん、呪文を撃つ」

　ピートは即答する。剣が届かない遠間なら、それは魔法使いとして当然の選択だ。オリバーは重ねてうなずき、そこから数歩前進する。

「この間合いでは？」

「──っ──」

　今度はピートも即答できなかった。一目見る限り、極めて微妙な距離なのだ。

　彼が一いつ足そく一いち杖じようと認識している間合いよりは、いくらか遠い気もする。一節呪文の詠唱が間に合わないと確信されるほどの距離ではない。そこから斬り込んでくる相手に対して、イメージの中では迎撃が間に合う。

「その場所から、試合の最中だと思って俺を攻撃してくれ。本気でやってくれていい」

　オリバーがそう促す。少しの逡しゆん巡じゆんの末、ピートは思いきって腰の杖じよう剣けんを抜き放った。

「……雷光疾りトニトウル──っ!?」

　最後の一音を残して中断される詠唱。首筋にぴたりと突き付けられた杖じよう剣けんが、彼にそれ以上の声を発させなかった。

　絶句する彼から距離を取り直しつつ、オリバーは杖じよう剣けんを鞘さやに納める。

「分かるか、ピート。──君は今、魔法剣の技術を競って負けたわけじゃない。かといって呪文の撃ち合いで後れを取ったわけでもない。君にはどちらを行う暇もなかった」

「────」

「つまりは、これが第三の勝ち筋。間合いの境界を見切ったほうが勝つ。──実戦ではもっとも多く見られるパターンだ」

　オリバーは告げた。そう──一いつ足そく一いち杖じようの間合いと一口に言っても、それは具体的に何フィートとして定義されているわけではない。互いの踏み込みの速度に加えて、腕のリーチや杖じよう剣けんの長さ、さらには構えによってもそれは変化する。今回の場合、ラノフ流の歩法を修めているオリバーの踏み込みの速さがピートの予想を上回った。

「全ての魔法戦闘において、間合いの把握は基本にして奥おう義ぎと言える。一いつ足そく一いち杖じようの内と外を見誤った瞬間、どんな達人にも致命的な隙が生まれるからだ。逆に、これを狙って突くことが出来ればそのまま勝利に繫つながる。早撃ちで名を馳はせたバダウェルが斬られたのと同じ理屈で」

「…………」

「敵との間合いを完璧に見て取れ、なんてことは言わない。それは魔法戦闘における永遠のテーマだし、もちろん俺もまだまだ出来ちゃいない。ただ、これを意識するとしないとでは雲うん泥でいの差さがある。分かるだろう。剣技でも魔法でも勝てない相手にも、この隙を狙えば勝機が生まれるんだ」

「──！」

　話の要よう訣けつを理解したピートが表情を変える。オリバーはにっと笑って言葉を続けた。

「これからの特訓で、この『際きわの攻防』を君に教える。もちろん簡単じゃないが、身に付ければ必ず強い武器になるはずだ。──それで構わないか？」

　一も二もなくピートはうなずく。次の授業までに少しでも経験を積もうと、彼はオリバーに頼んで再び杖じよう剣けんを構え──そんな彼らの耳に、ふいに飄ひよう々ひようとした声が響く。

「はぁん。まーた遠回りなことしとるなぁ」

　ぎょっとして振り向くピート。彼が視線を向けた教室の入り口に、扉に背を預けて立つひとりの男子生徒の姿があった。独特の訛なまりとすらりと長い体たい軀くは見誤りようがない。

「Ｍｒミスター．ロッシ……？」

　訝いぶかしみながらオリバーが相手を呼ばわる。軽く手を振って挨拶に代え、ロッシは再び口を開いた。

「話は聞かせてもらったで。強くなりたいんやって？　メガネくん」

「…………」

「やったらボクが教えたるで。そこの彼に習うよりもよっぽど手っ取り早いやり方を知っとる。面倒メンドいことはなーんもあらへん。どや、こっち来ぃへん？」

　そう言ってちょいちょい、とピートを手招きする。オリバーとシェラがすぐさま間を遮って立ちはだかった。

「……いきなり割り込んで来ておいて、妙な勧誘はやめてもらおう」

「ですわね。盗み聞きは感心しませんわよ、Ｍｒミスター．ロッシ」

　鋭い視線と言葉で相手をけん制する。その様子を前に、ロッシはくつくつと笑った。

「頼もしい仲間に守られとるなぁ。……でも、それでええんか？　メガネくん」

「……！」

「居心地ええやろ、そこ。お姫さまみたいに大事にされて、危ないことはぜーんぶ他ひ人と任まかせで。こんなヒドい学校ガツコで始めっからやさしー仲間に恵まれるなんて、キミはホント運がええわ。

　けどなぁ……キミ、本気で思うん？　そんなヤツが強くなれるって」

　言葉を失って立ち尽くすピート。彼を背後に守って立つオリバーが声を低くする。

「くだらない揺さぶりは止やめてもらおう。──今ここでメダルを奪い合うか？　Ｍｒミスター．ロッシ」

　返す言葉に戦意を込めて、自分はそれでも一向に構わないと暗に告げる。この場で試合が始まるかととっさに身構えるカティたち。が、ロッシは両手を上げてそれを受け流した。

「ははっ──やめとくわ。せっかくのお誘いやけど、次の授業に遅れてまう。

　ほなな、メガネくん。ボクは待っとるから、気ィ変わったらいつでも話しかけてぇな」

　気さくな言葉を残して、彼はあっさりと身をひるがえす。空き教室に静寂が戻り、釈然としない空気だけが六人の間に残された。







　ロッシの乱入に場を乱されたが、その間にも次の授業開始が迫る。六人は足早に校舎を出て屋外の授業スペースへ向かった。残っていた作業台のひとつに陣取り、そこに数秒の差で魔法生物学の教師が現れる。生徒たちの間に独特の緊張が走った。

「今日は妖精について教える。──ま、一口に妖精っつってもピンキリでな」

　バネッサ＝オールディスはそう切り出し、自分の背後、授業スペースにあらかじめ展開しておいた直方体の結界を指さす。透明なガラス容器を思わせるその内部には、これまた透き通った翅はねをもつ人型の生物が、すぐには数えきれないほど飛び交っていた。

「分類的には『鳥』くらいの大まかさだ。そのカテゴリーの内側にスズメからハゲワシまで含まれてる。サイズ的には目視が困難な極小サイズから、最大で二十インチくらいのもいたりするな」

　言いつつコンコン、と結界の表面を手の甲で叩たたく。それでも中の妖精たちが何の反応も示さなかったことで、オリバーは彼らを囲い込む結界の性質をざっと見抜いた。──おそらく、あの中からは外が見えていない。閉じ込めた生物を一方的に観察するための結界だ。

「そして、その多くが人型に似通った形状をもつわけだが──亜人種の中でも小型の、いわゆる『小人族』とこいつらは似て非なる種として分類されている。その理由を答えられるか？　亜人種好きのアールトお嬢さんよ」

　あからさまな揶や揄ゆを込めて、バネッサが巻き毛の少女に問いかける。カティは硬い面持ちでそれに答えた。

「……体の構造がまったく違うからです。いちばん大きな点として、妖精には『脳』がありません。全身に発達した神経網がその代わりを果たしますが、その認知の在り方は人間とは大きく異なります。『個』の認識が薄いという点で、人よりも蜂や蟻ありなどに近いと言われています」

　彼女が淀よどみなく返答を寄越すと、教師はほぉ、とわざとらしく感心してみせる。

「こいつは驚いた、感傷と事実を分けて語れるくらいの分別はあったか。──ま、そういうことだ。見た目には人に近くても中身も成り立ちもまるで違う。解剖バラしてみりゃ一目瞭然なんだがな」

　肩をすくめてそう言い、バネッサは再び生徒たちに向き直る。

「毎年必ず、アタシは一年生おまえらに妖精の授業をやる。皮一枚の恐ろしさってものを思い知らせるためだ。ってのもな──可か愛わいいだろ？　こいつら」

　そう口にする彼女だが、生徒の誰ひとり、その発言を素直に受け止めはしない。入学から半年でとっくに分かりきっていた。──この教師が生き物を愛めでたりしないことは。

「妖精ってのはたいてい見た目が愛らしい。でもな、それは別に偶然じゃねぇのさ。『可か愛わいい』ってのは立派な生存戦略だ。見ていると毒気を抜かれる、無条件で慈いつくしみたくなる──それは生き残る上での大きなアドバンテージだ。捕食者に対抗する術として、場合によっては毒や逃げ足より有効なこともある」

　確かにそうだ、とオリバーはうなずく。「愛らしさ」を武器とする魔法生物は決して少なくない。長ずればそれは魅了チヤームとなり、別の生き物を意のままに操る能力にすら至るのだ。

「こいつらはそういう形に進化してきた生き物だ。だが、可か愛わいいだけじゃ当然生き残れねぇ。上う手まい具合に食われることを避けたなら、今度は自分たちが食っていかなきゃならん。──つまり、こいつらにも捕食者としての一面があるわけだ。今からそれを見せてやろう」

　犬歯を剝むき出だしてにやりと笑い、バネッサは手近な作業台の下から籠を引っ張り出す。中には生きた兎うさぎが入っていた。蓋を開けて有無を言わさず首根っこを摑つかむと、彼女はそれを結界の中へ放り込む。外から中への侵入は禁じられていないようで、兎うさぎは何の抵抗もなく妖精たちの群れの中に落下した。

　新たに現れた生き物を群れが認識し、途端に変化が始まる。手足の末端が鋭く尖とがり、大きく裂けた口からは牙が生え伸び、飛行のための翅はねの動きが一気に激しくなった。直前までの愛らしい姿はどこへやら、彼らは本能を剝むき出だしにして兎うさぎへと一斉に襲い掛かる。

「大した豹ひよう変へんぶりだろ？　これが群生相ってやつだ。いくつかの条件を満たした上で、生息環境における個体群密度が一定値を超えると発現する。上うわっ面つらの可か愛わいさを取っ払って狩猟効率に特化した捕食者の形態フオームだな。こうなったこいつらは、時に人間さえ寄ってたかって食い殺す」

　無数の妖精に襲われ、肉を裂かれ嚙かみ破やぶられ、抵抗の術もなく食い殺されていく兎うさぎ。その最さい期ごを前に、生徒たちは無言で息を吞のむ。自然の営みと言い切るには、何と凄惨な光景かと。

「何も驚くことはねぇのさ。お前らだって似たようなもんだろ？　群れれば気が大きくなるし、余裕がなくなりゃなりふり構わず生き残ろうとする。生き物として至極当然の在り方だ。なにせ──」

　そこで言葉を切って、バネッサは結界の前で腕を左右に広げた。何をする気かと身構える生徒たちの眼前で、その両腕がめきめきと変形を始める。圧力に耐えかねて弾はじけた皮膚の内側から凶悪な筋骨が露出し、手からは指と一体化した巨爪が生え伸びる。
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「──ッ！」

　見覚えのある光景に総毛立つオリバー。その直後、彼らの視認を超える速度でバネッサの両腕が振るわれた。──ただそれだけで、兎うさぎに群がる妖精の群れは、無数の肉片と化して結界の中に散らばった。

「──失敗すりゃこうなると分かってるからな。どいつもこいつも必死で工夫するさ。

　そうやって無数の生き物が積み重ねてきた、形も方向も様々な『生き延び方』の系譜。そいつを紐ひも解とくのが、つまりは魔法生物学っつー学問なわけだ」

　血肉にまみれた異形の両腕を生徒たちに見せつけて、バネッサは先ほど切った言葉の続きを口にする。鼻を衝つく血と臓物の臭いが、彼女の語る内容を暴力的に実感させる。

「可か愛わいい生き物はいくらでもいる。が、可か愛わいいだけの生き物は一種もいない。──侮あなどるなよ、お前ら。死にたくなけりゃ必死に学べ。非力なお前らにとっちゃ、当面はそれが生きるってことだ」







　そうして終わった授業の後。六人全員で向かった食堂で、カティの怒りは収まるところを知らなかった。

「──あ───っ、も──────っ！　ほんとになんなの！　あの先生はっ！」

　人目も忘れて怒鳴り、ヤケ食いのようにパイへかぶりつく。五人の誰も、それを宥なだめる言葉をかけようとはしない。ここで怒り心頭でないなら、そんなカティは逆に心配だ。

「百歩譲って、授業の内容はうなずける部分もなくはなかったよ！　でも、あそこで兎うさぎを捕食させたり、妖精を殺してみせる必要がどこにあったの!?　同じことを説明すればそれで済む話でしょ！　ただわたしたちを脅おどかしただけじゃない！」

「……確かにありゃ強烈だったな。さすがに食欲も失うせるぜ、なぁナナオ──」

「んむ？」

　フォークを空中でさまよわせながらガイが目を向けると、そこには頰いっぱいに料理を詰め込んだナナオの顔がある。長身の少年は苦笑して首を横に振った。

「……いや、何でもない。相変わらずタフだなお前さん」

「わたしだって食べるよ！　ガイ、これもらうからね！」

「あっ、こら!?　おれのミートローフ……！」

　友人の食が進まないと見るや、カティはその皿から肉料理を掠かすめ取とっていく。これはまずいとばかりにガイも食事を再開し、その様子を眺めるシェラがふっと微ほほ笑えんだ。

「入学したての頃よりずっと逞たくましくなって来ましたわね、みんな。……ところで、午後はどうします？　今日は部活動見学の時間がありますけれど」

　彼女にそう問われて、五人が顔を見合わせた。

「拙者は箒ほうき競技とやらを見学に参る。せっかく相棒も出来たことでござるしな」

「ナナオは引ひく手て数多あまたでしたものね。では、あたくしもご一緒しますわ」

「ん？　シェラも箒ほうきやんのか？」

「乗る方にも自信はありますけれど、あたくしはもっぱら見る側ですわね。ナナオの参入で今期以降の箒ほうき競技のシーンがどう変わるか、今から気になってなりませんの」

　期待に目を輝かせるシェラの隣で、プディングをちびちびと食べていたピートが口を開く。

「……ボクは錬金術系の部活を覗のぞいてくる。授業の補習にもなるし、普通人家庭の出身者が多くてやりやすいと聞いた」

「ああ、それはいい。錬金術は努力が結果に繫つながりやすい分野だ。君に向いているよ」

　微ほほ笑えんでうなずくオリバー。ガイが思案気に椅子へ背中をもたれさせた。

「おれはもう園芸系の部活をいくつか覗のぞいたし、今日のとこはナナオの様子を見に行こうかね。カティはどうすんだ？」

「色々見てくるよ。まず亜人文化研究会でしょ、あともちろん魔法生物飼育部。それに人権運動系のサークルもいくつか──」

　片手の指に足りない数を上げる巻き毛の少女。ガイは肩をすくめる。

「カティも別行動だな、こりゃ。オリバー、おまえは？」

「ん──」

　話を振られたオリバーがふと視線を感じて目をそちらへ向ける。すると、半ば予想通り──期待に満ちたナナオの瞳が自分を向いていた。







　結局、ピートとカティを除いた四人で箒ほうき競技の部活を見学に行く運びになった。

　箒ほうき競技者のための練習場は校内に四つあり、四つの学校公認チームがそれぞれの場所で日々練習を重ねている。彼らはそのひとつ──「ワイルドギース」が管理するフィールドを訪ねた。

「──おお!?　来てくれたのか、サムライ少女！」

　四人の姿を上空から確認するなり、男女ふたりの先輩が嬉き々きとして地上へ下りてきた。その歓迎に、東方エイジアの少女が一歩前に出て応える。

「ナナオ＝ヒビヤにござる。活動を見学しても宜よろしいか？」

「ダメなんて言うわけないじゃない！　さぁ、友達も一緒に入って入って！」

　女生徒のほうが四人の後ろに回り、練習場へ向かって彼らの背中を押していく。見学者用のベンチに腰掛けさせた上で、彼女は場内のチームメイトたちに手を振って合図を送る。そこで男子の先輩のほうが口を開いた。

「じゃあ活動の説明を始めるぞ！　箒ほうきを使うスポーツを総称して箒ほうき競技！　その中でもメジャーな種目が三種類あって、通称『三種競技』と呼ばれている！」

　慣れた口ぶりで説明を始める男子生徒。それと同期して大きな輪っかリングが場内のあちこちに浮き上がる。合わせて競技者たちも動き出し、彼らは楕だ円えん形けいのフィールドを高速で周回し始めた。全員が腰に長い棒を差している。

「まず一種目！　決められたコースを集団で飛んで速さを競う種目！　空中に設置された輪リングがコースになってて、あれを順番通りにくぐらないと失格！　あとは速いやつがえらい！」

　実演を背景に言ってのける男子生徒。その体を後ろから押しのけて、今度は女子の先輩のほうが身を乗り出す。

「そして二種目！　箒ほうきで[image: ∞]を描いて飛びながら一対一で戦う種目！　ガチンコの正面衝突！　専用のどつき棒クラブを持って落とし合うんだけど、単純なようで奥が深いんだーこれが！」

　彼女が説明し始めると同時、フィールドの周縁を飛んでいた競技者の中から二人が離脱する。左右対称の位置で弧を描いて、彼らは空高く上昇──腰の得物を抜いて両手に構え、一気に急降下して至近距離ですれ違う。どつき棒クラブのぶつかり合う音が激しく響き渡り、興奮したナナオが歓声を上げた。

「おお！　空中で打ち合うのでござるか！」

「迫力満点でしょう？　これが箒ほうき競技というものですわよ！」

　シェラも同調して声を張り上げる。その反応にすっかり気を良くして、女子の先輩が説明を再開する。

「そして三種目！　箒ほうき競技の花形、お待ちかねのチーム戦！」

　場内の競技者たちが一斉に二手に分かれ、それぞれに編隊を組んで向かい合う。数秒のにらみ合いを経て急加速──ふたつの陣営が正面からぶつかり合った。両手に握ったどつき棒クラブで互いを叩たたき落おとし合う、その様子はさながら空中で演じる合戦そのものだ。

「さっきのどつき合いを集団でやるっていうのが手っ取り早いな！　十三対十三で、細かいルールは色々あるが、とにかく大将が落とされたら負け！　戦じゃ戦じゃー！」

　声のトーンを上げて語り続ける男子の先輩。女子の先輩が再びそれを押しのける。

「『より野蛮に、より美しく』──それが箒ほうき競技のキャッチフレーズ。ここでは野性こそが美、闘争心こそが正義！　だからね、きみたちもぜひ──」

「うぉあッ!?」

　解説が佳境に入ったところで上空から声が上がった。模範演技をしていた競技者のひとりが、急降下の途中で別の競技者と激突──そのまま箒ほうきから落下したのだ。自ら加速した勢いのまま、彼はまっすぐ地面へと吸い込まれていき──、

「勢い減じよエルレタダウス！」

　芝生に激突する間ま際ぎわ。ベンチから立ち上がったオリバーが放った魔法に勢いを殺されて、柔らかく芝生に受け止められた。静まり返る競技場。白はく杖じようを構えた姿勢のまま、オリバーが気まずい思いで口を開く。

「──すみません、つい。落ちる速度が危なく見えたもので……」

　黙って見ていられず、とっさに体が動いてしまったのだった。さらに謝罪を続けようとした彼の肩を、女子の先輩ががっしりと摑つかみ止める。

「……きみ、キャッチャーやらない？」

「へ？」

「いい目してる。君の言うとおり、今の落下はちょっとヤバかった。普通に落ちるだけなら下の芝生で受け止められるんだけど、ああやって加速した状態で突っ込むとたまに大おお怪け我がするんだよね。それを防ぐための要員がキャッチャー──会場の下で待機して、落ちてきた選手を受け止める係」

　オリバーが助けた生徒を指さして彼女は言い、ぽかんとする少年へなおも力説する。

「安全管理の要、いわゆる縁の下の力持ちなんだけど、けっこう技術要るんだわこれが。呪文の精度はもちろんだし、選手の動きを予測する力が必要になる。きみ、今それをやったでしょ？　ウチのキャッチャーは間に合わなかったのに君の呪文が間に合った。センスあるよ」

「……いや、今のはたまたま位置が……」

「もちろん普通に入部してくれていいから！　本気で練習してスタメン目指してもいいし、逆にエンジョイ勢に混じって気楽に楽しんでもＯＫ！　ただ、どっちにしてもキャッチャーって選手に対して不足しがちなんだよね！　そこを受け持ってくれると助かるなぁ、嬉うれしいなぁ！」

「…………か、考えておきます」

　相手の熱意と勢いに、オリバーはそう答えるのが精一杯だった。「前向きにお願いね！」とダメ押しして身をひるがえし、女子の先輩はフィールドに走っていく。落ちた生徒の負傷を確認する彼女の様子を眺めながら、シェラがぽつりと口を開く。

「良いいかもしれませんわね、今の提案」

「シェラ？」

「箒ほうき術じゆつの授業を思い返す限り、ナナオはかなり無茶な飛び方をしそうに思えます。練習中に危うい形で落下することも有り得る……いえ、必ずやらかすでしょう。そういう時にオリバー、あなたが傍そばにいればフォローが効きますわ」

「おお！　なるほどにござる！」

　名案を聞いたとばかりに諸もろ手てを打ち鳴らすナナオ。オリバーは思わず額を押さえた。

「……ナナオの専属キャッチャーとして、俺に入部しろと？」

「もちろんあなたの希望次第ですわ。ただ──あれだけの才能ですもの。受うけ止とめ甲が斐いはあると思いますわよ」

　と、薄く笑って言ってのける縦巻き髪ロールヘアの少女。オリバーはため息をつく。それを馬鹿な話と一蹴できない時点で、すでに半分は負けたようなものだった。







　スタメンを目指すのでなければ活動への参加の頻度は自由、辞めたい時にはいつでも辞めていい。最後に添えられたそんな言葉を思い出し、一日を終えて戻ってきた寮の相部屋で、オリバーは大いに悩んでいた。

「…………」

　実際のところ、入部を決めるのは他三つのチームを見学してからになる。が、少年にとって重要なのは、ナナオに付き合って箒ほうき競技を始めるのかどうか。……入学からこの方、自分は良くも悪くもナナオに振り回されている。部活にまでその関係性を広げて良いものか？

「……いや、しかし。ナナオのことを抜きに考えても、箒ほうき術じゆつを練習する時間を課外に持てることは……」

　ベッドに座ったきり、ぶつぶつと呟つぶやきながら思案にふける少年。自分の机で今日の授業の復習を行っていたピートが、そこでちらりとオリバーに視線を向けた。

「……やりたいならやればいいと思うけどな。ボクは」

「──ピート？」

「オマエの選択に口出しする気はないが。どうもさっきから、やりたい気持ちを抑える言い訳を探してばっかりに見えるぞ」

　ルームメイトの思わぬ指摘に、オリバーが目を丸くして硬直する。彼の視線から逃げるように眼鏡の少年は机へ向き直った。勉強を再開するその背中を、オリバーはじっと見つめる。

「……言い訳を探してばかり、か」

　改めて口にすると、その指摘はひどく正せい鵠こくを射いているような気がした。オリバーは苦笑してベッドから立ち上がる。

「ありがとう、何日かよく考えてみるよ。──じゃあ、そろそろ行ってくる」

「あ……」

　部屋を出て行こうとする相手に、ピートが何か言いたげに声を上げる。オリバーが目を向けると、眼鏡の少年は口の中で言葉をもごもごさせた。

「……何でもない。気を付けろよ」

「ああ。ありがとう」

　友人の気遣いを受け取って部屋を出る。そのまま寮を後にして、彼は単身夜の校舎へと向かった。







　この日の『入り口』は、校舎三階の片隅に置かれた大きな水盆だった。絵画や鏡と並んで、水場は異界に繫つながることが多い。とはいえ繫つながる場所は日によって変わるため、生徒たちはそのパターンを把握して校舎と迷宮を出入りするのだ。

「……っ……」

　暗い通路に身を置いた途端、重い空気がずっしりと肩に圧のしかかった。──入学から半年が経たった今でも、単身で迷宮に踏み入ることはまだまだ気が重い。「死」との距離感がぐっと縮まったように感じられる。この感覚にも、いずれは慣れていけるのだろうか？

「……しっかりしろ。迷こ宮こを独りで歩けないようじゃ、何ひとつ始められない」

　頰を両手で軽く張って気を取り直し、白はく杖じようの先端に明かりを灯ともして、オリバーは慎重に迷宮を進んでいく。少し歩いたところで人の気配を感じ、三つ目の分岐で上級生の二人組と出くわした。

「おっと、敵意はねぇぞ」

「一年か？　独り歩きはまだ早いだろ。あんま潜りすぎんなよ」

　幸いにも絡からまれることはなく、善意の忠告だけを残して上級生ふたりは去っていく。ほぅと安あん堵どの息をひとつ吐き、オリバーは通路の先へ視線を戻す。

「……先輩方の言うとおり。油断は禁物、だな」







　だが。油断があろうがあるまいが、出くわしてしまった時点で心構えの全てが吹き飛んでしまう。そういった類の事態も、キンバリーではざらに起こりうるのだ。

「……あれ？　あなた──」

　迷宮に潜ってから一時間余りで、オリバーはそれを前にした。通路の片隅で、どこか所在なさげに石材へ腰かけている妖よう艶えんな魔女。かつて会った時と同じく、その周囲には心を侵す惹香パフユームが立ち込めている。

「────サルヴァドーリ、先輩」

　身構えながら相手の名前を呼ばわる。怪物に出くわしたも同然の緊張感を漂わせる後輩に、魔女──オフィーリア＝サルヴァドーリは苦笑を浮かべる。

「まぁ、それはそうよね。……落ち着きなさい、今は何もする気はないわ。そんな気分じゃないのよ。見れば分かるでしょう？」

　言いつつ、魔女は座った石材の上で両足をぶらぶらと揺らす。オリバーは眉根を寄せた。その様子からは確かに、前に会った時ほどの剣けん吞のんさは見て取れない。

「あなたは惹香これに耐性があったわね。──丁度いいわ、少し付き合っていきなさい。別に談笑しろとは言わないわ。何でもいいから誰かと話したい気分なのよ」

　冗談とも本気とも付かないことを言って、オフィーリアは自分が座っている石材を指さす。隣に座れ、ということらしい。今すぐ踵きびすを返かえして全力で逃げるべきか──オリバーは大いに悩んだが、無闇に相手の機嫌を逆さか撫なでするのも考え物だ。

　短い逡しゆん巡じゆんの末、微妙な距離を置いてオリバーは魔女の隣に腰かけた。……害意が見て取れないのは確かなので、なるべく刺激せずに別れることを目標としておく。

「……あれからもずっと、迷宮の中で過ごしていたんですか？」

「何度か校舎にも戻ったわよ。食堂のかぼちゃパイが食べたかったから。あれ、あなたも好き？」

「……。どちらかと言えば、タルトのほうが好みです」

　悩んだが、オリバーはあえて素直に答えておいた。……阿あ諛ゆ追つい従しようして話を合わせることは簡単だが、今の関係ではどう繕っても白々しさが拭えない。彼女が本当に後輩との何でもない雑談を望んでいるなら、こちらのほうが正解に近いだろうという判断だ。

　オフィーリアの横顔にふっと笑みが浮かぶ。判断を間違えなかったようだと、オリバーは内心で少し安あん堵どした。

「そう、そっちもいいわね。──人づてに少し噂うわさを聞いたけど、ずいぶん目立ってるみたいじゃない、あなたたち。紅王鳥ガルダとやり合った感想はどう？」

「勝てたのが不思議、というのが本音です。正直、二度とやりたくありません」

　オリバーがこれも率直に答えると、オフィーリアはくすくすと笑う。

「ゴッドフレイ先輩も昔、似たようなことを言ってたわ。──憶測だけど。あの人、あなたたちを気にかけているんじゃない？」

「……なぜそう思うんですか？」

「だって、被かぶるんだもの。一年生のうちから身の丈に合わない冒険をしちゃうところが特に。カルロスの奴やつと一緒に、昔は私もずいぶん付き合ったものよ」

　と、思いもよらない過去を明かされる。オリバーが突っ込んで尋ねたい衝動に耐えていると、オフィーリアはふと、静かな声で問いかけた。

「……カルロスとは話した？　覚えているわよね、ゴッドフレイ先輩と一緒にいたキザな奴やつ。今は監督生をやってると思うけど」

　その質問に対しては、彼も少し答えに慎重になった。「例の集まり」に顔を出したことを話せば、本人が隠したがっているピートの体質についてヒントを与えてしまう。なので、オリバーはその辺りを除いて答えをまとめた。

「……ここでの生活についての忠告と、世間話程度なら何度か。ゴッドフレイ先輩と同じで、何事につけて面倒見のいい人だと思います」

「面倒見がいいっていうより、あれはもう趣味ね。油断するとうざいくらい構ってくるから気を付けなさい。あなたたちみたいに構い応えがありそうな後輩は特に狙われるわ」

　忠告とも罵倒ともつかないことを言ってから、ふいに魔女はぐっと体を伸ばす。

「ああ、少し気分が晴れたかしらね。……感謝するわ、無駄話に付き合ってくれて。──でもね」

「──っ！」

　白い指先がオリバーの顎に触れる。硬直する彼の眼前で、オフィーリアは妖しく微ほほ笑えむ。

「この階層でも、独りでうろつくのはお勧めしないわよ。冒険は程々に、校舎で真面目に勉強して過ごしなさい。──これから数か月は特に、ね」

　そんな言葉を残すと、魔女は立ち上がって通路を去っていく。その背中が曲がり角に消え、名残の香気も薄れたところで、オリバーは盛大に安あん堵どの息を吐いた。







　何とか穏便にオフィーリアと別れて、それからさらに二十分ほど歩いたところで、オリバーはこの日の目的地に到着した。

「──ノル！」

　合言葉を唱えて隠し扉をくぐると、部屋に入った途端、淡い金髪の女生徒が彼を抱きとめた。やや面めん食くらいながらも、オリバーはその抱擁を受け入れる。

「わぷっ。──こんばんは、シャノン従ね姉えさん」

　相手の名前をそう呼ばわり、肩を押してそっと身を離す。そうして部屋の奥に視線を向けると、椅子に腰かけてコントラバスの手入れをしている大柄な青年の姿が目に入った。

「よく来たな、ノル。ここまでの道中はどうだった？」

「ひとまず迷いはしなかったし、危険な場所も避けて来られたと思う。……でも、まだまだ慣れが足りない。慎重に経験を積むよ」

　率直な感想に、赤しやく銅どう色の髪をした青年は深くうなずく。淡い金髪の女生徒も微わ笑らって少年の肩に手を置いた。──従あ兄にのグウィン＝シャーウッド、従あ姉ねのシャノン＝シャーウッド。オリバーと血の繫つながりを持つふたりの上級生である。

「それより──この前は意外なところで会ったね、グウィン従に兄いさん。カルロス先輩のステージで伴奏を務めてるとは知らなかった」

「ああ。『同志』でこそないが、あいつとも長い付き合いでな」

　楽器の手入れを続けながら、グウィンは淡々とした口調でそう答える。低く落ち着いたその声を聞くだけで、張り詰めていた心が鎮しずまっていくのをオリバーは感じた。

「ともあれ、ここに自力で辿たどり着つけるようになったのは喜ばしい。この場所はおれとシャノンの隠し工房──お前にとっては自宅も同然だ。寛くつろぐも鍛えるも好きにしろ」

「お茶入れる、ね。ノル、ケーキ食べる？」

　嬉うれしそうに茶器を準備し始めるシャノン。それから五分と経たたないうちに紅茶とケーキが用意され、オリバーは用意された椅子に腰かけた。テーブルを挟んだ向かい側に従あ兄にのグウィンが、隣の椅子には従あ姉ねのシャノンが柔らかく微ほほ笑えんで座っている。ティーカップを手に取り、少年は紅茶を口に含んだ。

「……ああ、やっと人心地ついた。緊張したよ、ここに来るまで。……特に、オフィーリア先輩に出くわした時は血の気が引いた」

　そう口にした瞬間、隣のシャノンがぐっと顔を寄せてくる。オリバーは危うく紅茶をこぼしかけた。

「──リアに、会ったの？　どこ、で？」

　切実な表情で尋ねてくる。その反応に意表を突かれながらも、オリバーはオフィーリアと出くわした状況をざっと説明した。途端に椅子から腰を浮かせかけるシャノンを、グウィンが静かな声で制止する。

「止やめておけ。ノルと別れて深層に戻ったなら、これから追いかけても摑つかまりはしない」

　そう言われて、シャノンはしゅんと床に視線を落とす。楽器の手入れを終えたグウィンが腕を組んだ。

「しかし、サルヴァドーリか。……物騒な後輩だが、あれでシャノンのことは嫌っていなくてな。以前は付き合いもそこそこあった。ここ一年ほどは、その機会も絶えて久しいが」

「……仲が良かったの？　シャノン従ね姉えさん」

「リアは、さびしがり屋……だから」

　シャノンがぽつりと答え、それを聞いてオリバーははっと気付いた。……自分にとっては恐るべき上級生である人物も、この従あ姉ねからすれば一年下の後輩なのだと。

「珍しいこともあるものだ。お前は入学式の直後にも絡からまれたようだが、本来この階層まで上がってくること自体が稀まれだ。……今日来ていたなら、おそらく何か理由があったのだろうな」

　目をつむって考え込むグウィン。その「理由」についてしばらく思いを巡らせていたが、それもじきに打ち切ってまぶたを開けた。穏やかな瞳が従おと弟うとを映す。

「サルヴァドーリの話はもういい、お前自身の近況報告を聞かせてくれ。どんな内容でも構わない。おれもシャノンも待ちかねていた」

　それを聞いたシャノンも気を取り直し、にこりと微わ笑らってオリバーを見つめる。少しの気恥ずかしさを覚えながら、少年は語るべき内容を頭に思い浮かべた。

「色々あってね。……どこから話したものかな」







　全員のティーカップが空になった頃、オリバーの近況報告はちょうど一段落した。

「──ナナオ＝ヒビヤ、か」

　グウィンが呟つぶやいたのは、従おと弟うとの話の中でもっとも登場頻度の高かった名前。誰よりも彼女について力を入れて語った以上、真っ先に話題に上るのは当然だった。オリバーがこくりとうなずく。

「魔法使いとしては未熟もいいところだけど──正真正銘、規格外の才能だ。それも日に日に伸びている。あの分だと、一年後にどうなっているかさえ想像がつかない」

　自分の物差しでは測りきれない、そこまで含めて率直に述べる。ややあって、グウィンが再び口を開いた。

「……確かなのか？　七つ目の魔剣の使い手、というのは」

「……断言は出来ない。彼女がそれを使ったのはヴェラ＝ミリガンと戦った際の一度きりで、それからは再現しようとしても出来ないようだった。ただ──俺の直観はそうだと言っている。仮かり初そめにも同じ魔剣の使い手として、あれは同類だと」

　少年の中にある理屈を超えた確信。グウィンもまた、それを疑うことなく受け入れた。この話題に入った以上、彼にとってのオリバーは単なる従おと弟うとではない。自分たちを従え導く君主ロードだ。

「加えて人を惹ひきつけるカリスマもある、か。……誰かを思い出す話だな」

　従あ兄にの所感にぐっと唇を嚙かむオリバー。そう言われることもまた、彼が予想した通りだった。

「……『箒ほうき合あわせの儀』で。母さんの箒ほうきが、彼女を認めた」

　未いまだ記憶に新しい出来事を口にする。グウィンは驚かない──その事実はすでに彼の耳にも入っていたから。東方エイジアから来たサムライが「あの箒ほうき」を手て懐なずけた。知らぬは本人ばかりで、そのニュースは事が起こった当日のうちに学校中を駆け巡っている。

「何かがあるんだ、ナナオには。俺自身、気が付くと彼女から目が離せないでいる。単純に危なっかしいせいもあるけど、とにかく放っておけない。どうしたらいいのか……」

　自分の中で膨らみ続ける感情の正体を摑つかめないまま、オリバーはそれを目の前のふたりに打ち明ける。その告白を受けて、シャノンの口元に柔らかい微ほほ笑えみが浮かんだ。

「その娘このこと──すごく気に入っているんだね。ノルは」

「──それ、は」

　安易にはうなずけない、しかし否定もできない指摘。この感情を好意の一言で括くくって良いものなのか。眉根を寄せて悩み込むオリバーに、グウィンが声をかける。

「落ち着け、ノル。シャノンを相手に本音を取り繕っても仕方あるまい。……『惹ひかれる』という感情は魔法使いにとって極めて重要だ。その娘はおそらく、お前の在り方に大きな変化をもたらす存在なのだろう。その事実から目を逸そらすべきではない」

　従あ兄には言う──説明の付かない気持ちは無理に言葉で表そうとせず、ただありのままに胸の中へ置いておけと。オリバーはぐっと息を吞のむ。あの少女とのあるべき距離感、適切な関係性の位置付け。全て彼が決めあぐねていたことだ。

「然しかるべき時が来れば、それには自おのずと名前が付く。結論を急がず気長に構えろ。お前はまだ一年生なのだから」

「…………」

「確かに、ナナオ＝ヒビヤを『同志』に引き入れられればそれに越したことはない。……だが、急せいては事を仕損じる。今の段階から下手な打算は考えるな。お前はお前らしく、友人に対して誠実であればいい。『表』でも『裏』でも──それが結果的には、仲間を増やすことに繫つながるだろう」

　地に足の着いた助言が胸に沁しみる。心の揺らいでいた部分が落ち着いていくのを感じて、オリバーはこくりとうなずいた。

「そうだね、その通りだ。……相談できてよかった。じゃあ、そろそろ行くよ」

　お茶のお代わりを注ごうとした従あ姉ねを片手で止めて、オリバーは椅子から立ち上がる。──これ以上留まっては甘えが顔を覗のぞかせてしまうから。寂しげに表情を沈ませて、シャノンは従おと弟うとに手を伸ばす。

「……気を付けてね、ノル」

　抱擁を受けて、オリバーもまた相手の体を抱き返す。──温かい。愛おしい。離したくない。

　湧き上がる全ての想おもいは、しかし、どれも決して口にすることは出来ない。その資格がないと自覚している。……同時に、そんな葛藤さえ相手には筒抜けであることも。

「安心して、従ね姉えさん。──俺は必ず、あなたのもとに戻るから」

　だからこそ、一切の強がりは許されなかった。虚うつろな希望ではなく、決して揺るがぬ決意として、オリバーはその約束を口にした。







　隠し工房を後にしてから一時間余り、オリバーは目的地を定めず迷宮を歩き続けた。そして──四十分を超えた頃から、ちくりとした感覚をうなじに覚えるようになった。

「…………」

　そこから行動を少し変えた。当てもなく漫然と練り歩くのではなく、ある地形を念頭に置いて探す。道幅が広く、床の凹凸が少なく、途中で邪魔が入りそうにない──それらを十全に満たす場所を見つけたところで、少年はぴたりと足を止めた。

「……もういいだろう。出てこい、Ｍｒミスター．ロッシ」

　低い声でそう口にする。直後、背後の曲がり角から、長身の影がひょいと顔を出した。
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「なんや、バレてたんか。恥ずいなーもー」

　後頭部を搔かきながら通路に出てくる男子生徒──トゥリオ＝ロッシ。他でもない一年生最強決定戦の仕掛け人だ。相手をまっすぐ見据えて、オリバーはひとつ問いを投げる。

「食堂でこのイベントを言い出した時から、君が俺を狙っていることは察していた。──俺は何か、君に恨みを買うようなことをしたか？」

「あらへんあらへん。キミ個人にもキミの家にも、ボクとの因縁はゼロや」

「では、なぜ俺を狙うんだ？」

　重ねての質問に、ロッシはおどけるように肩をすくめてみせる。

「ボクを差し置いて目立ってるんが気に食わん。それじゃ理由に足りんやろか」

「足りないことはないが──俺がナナオより目立っているとは思わない」

「ナナオちゃんは可か愛わいいから除外や。憎めんよなーあの娘こ」

　飄ひよう々ひようとした受け答えから真意は読み取れない。黙然と佇たたずむオリバーの眼前で、ロッシは早くも腰の杖じよう剣けんを抜き放つ。

「ま、細かいことはどうでもええやんか。やり合えば白黒付く。それが勝負のええとこやろ？」

　これ以上の時間を問答に費やす気はない。その意思を察して、少年も杖じよう剣けんに手をかける。

「ふたつ提案や。ルールは呪文抜きの剣術戦で、不殺の呪まじないは半掛け。これでどうや？」

「────」

「しょっぱい撃ち合いは性に合わんし、切られても血ィ見ないんじゃ張り合いないやん。致命傷ギリギリまでエグれる程度に抑えとこうや。それでこそ迷宮でやり合う甲か斐いもあるってもんやろ」

　口元を歪ゆがめてロッシは切り出す。戦いを剣の間合いに絞るのみならず、負傷を避けるための不殺の呪まじない──その効果を意図的に緩めようと言うのだ。表の校舎では上級生にならなければ許可されない真ま似ねだが、迷宮内ではそのルールは実質的に無効となる。相手の提案に、オリバーはこくりとうなずいた。

「構わない。ふたつとも受けよう」

「ははっ。ノリいいなージブン」

　からからと笑うロッシ。危険な条件を付けられた程度で揺さぶられはしないが──場ば馴なれしていそうだと、オリバーは相手に対する警戒を強めた。

「「切らず貫かずセークールス」」

　加減した不殺の呪まじないを互いの杖じよう剣けんに付与し、白い輝きが収まったところで、ふたりは一いつ足そく一いち杖じようの間合いで対たい峙じする。

「さて、これで準備ＯＫやな。──そんじゃ、始めよか」

　そう言ってロッシが杖じよう剣けんを構える。オリバーも同時に切っ先を向けたが、そこに相手から声が飛んだ。

「あ、そや。ひとつ言い忘れてたんやけど」

「……？」

　まだ何かあるのか。そう口にしようとした瞬間、ロッシの足が地を蹴る。脇から抉えぐり込こむように繰り出された一撃を、オリバーは杖じよう剣けんを盾にして受け止めた。

「やっぱ訂正。特に言い忘れとらんかったわ」

「……いきなりそれか」

　鍔つば迫ぜり合あいながら眉根を寄せるオリバー。──開幕直後に真正面からの不意打ち。初対面での印象を裏切らず、やはり相当な曲くせ者もののようだ。

　刀身にかかる荷重がふっと消きえ失うせ、同時に敵の追撃がかかる。袈け裟さ斬ぎりから小手打ちへと繫つなぎ、その二撃をフェイントに撒まいての刺突。その全てを斬り払ったオリバーにさらなる連撃を仕掛けながら、ロッシは楽しげに声を上げる。

「ははっ、よう受けよる！　キレーなラノフ流やなぁ君の！　ええ師匠がおったんやろなぁ！」

　ロッシの体がぐっと沈み込み、オリバーの脛すねを狙って刃が走った。──足狙いとは厄介な。とっさに出足の左右を入れ替えスイツチ、斬撃が空振った瞬間を狙って反撃の刺突を繰り出す。

「いよっ！」

　今から身を起こして躱かわす暇はない。少年のその予測を裏切って、ロッシは自ら床に向かって転がった。前転して相手の脇を通り抜ける途中、ついでとばかりに足首を狙って杖じよう剣けんを薙なぎ払はらう。オリバーはとっさに片足を上げてそれを回避──斜め後ろで起き上がったロッシに、再び半身の構えで向き直る。

「反対に、ボクの剣は行儀悪ぅてなぁ。ひねくれ者やから、型通りに練習するってことがどうしても出来へん。そんなんやから誰に習っても呆あきれられてばっかりや。アホみたいやろ」

　呪文抜きの剣術戦をいいことに、ロッシの口からは無駄口が止やまない。が──その剣の扱いにはオリバーも驚かされていた。まったく滅茶苦茶もいいところだ。足狙いにつけ前転での回避につけ、この相手はいとも簡単に魔法剣のセオリーを無視してくる。だが──それでいて、動きそのものには驚くほど破綻が少ない。

「ただなぁ、ボクにも言い分はあってな。ラノフ流もリゼット流もクーツ流も、なーんかしっくり来ぃへんのや。ひとつ技を習う度に、もっと手っ取り早い方法があるのにって思ってしまうんよ。キミはそういう経験あらへん？」

　不遜な問いを投げかけるロッシ。その内容は半ば聞き流しながら、オリバーは続く攻防に意識を向けていた。決着を急がず、まずは相手の戦い方を見極める──それが彼の基本的なスタイル。しかし、それは必ずしも防戦一方を意味しない。

「──フッ！」

　あえてフェイントを交えず、オリバーは正面からロッシへ斬り込んだ。──変則には王道をもって処するのが定石。構えを崩さず連撃で圧力をかけ、壁かべ際ぎわまで追い込んで確実に仕留める。経験上、この手の相手は受けに回ると脆もろいのだ。

「よッ！」

　が、その目もく論ろ見みは一手目で砕かれた。少年の目が驚きに見開く。──刃が受け止められた。しかし、それを成したのは杖じよう剣けんではない。突き出されたロッシの左腕の先端──こぶしを覆う形で装着された手甲アダマントが、拳撃ナツクルによって斬撃を迎え撃ったのだ。

「例えば、こーゆうのとか」

　それだけでは終わらない。刃を受けられたオリバーが次の行動に移るのに先んじて、踏み込んだロッシの靴底が相手の足を踏む。後退を阻はばまれて姿勢を崩す少年へ、ロッシは体ごとぶつかるように斬りかかり、

「こんなのもアリやろ！」

　半はん端ぱな体勢での受けを強いられたオリバーが一気に後退する。最初の浴びせ斬りから続けざまに襲いくる連撃──貪欲に急所を狙うそれらをどうにか杖じよう剣けんでいなす。反撃を挟む余地はなく、流れは完全に相手に持っていかれていた。

「……乱戦ラフフアイトが君の得手か」

「すまんなぁ、行儀悪くて」

　六合の剣けん戟げきを経て、再びもつれ込んだ鍔つば迫ぜり合あいの形。交差した杖じよう剣けんの向こうに息遣いを感じながら、オリバーは相手の戦法を分析する。

　利きき手てと逆の手に装着する防具・手甲アダマント。杖じよう剣けんによる攻撃を杖じよう剣けん以外で受け止めうる唯一の箇所だが──その機能とは裏腹に、盾として使うことは簡単ではない。理由は至って単純、表面積が小さすぎるのだ。かといって大きくすることも出来ない。手甲の素材であり通称ともなっている魔法金属アダマントは、その超硬度と引き換えに極めて重いという特質を持つ。重量に身動きを邪魔されないためには、手の甲を半ばほど覆う今のサイズが限界なのだ。

　そうした制限ゆえに、手甲アダマントが盾として用いられるのは通常、攻防の間のここぞというタイミングに限られる。だが、一部の使い手はより積極的な形でこれを使用するという。つまり──手の甲ではなくこぶしに護拳ナツクルガードとして装着し、それでもって相手の斬撃を押さえにいく。ラノフ流・リゼット流・クーツ流の基幹三流派ではいずれも推奨していない、いわば邪道に寄った使い方。

「好きにしろ。──その程度で崩されるほど、こちらの鍛えも甘くはない」

　相手を難なん剣けんの使い手と認めた上で、自負をもってオリバーは言い切る。ロッシの両目が鋭く細められた。

「やっぱムカつくなぁ、ジブン」

　じりじりとにじり寄る両者。一いつ足そく一いち杖じようの間合いへと突入した瞬間、ロッシの足が地を蹴った。オリバーの左手側に回り込みつつ斬撃を二回、そこで送り足が前に出たのを彼は見逃さない。拳撃で杖じよう剣けんを押さえに来る──そう読んだオリバーがカウンターで腕を薙なぎ払はらおうと集中し、

「──ッ!?」

　続く刹那せつな。鼻っ面に走った衝撃に、完全に意表を突かれた。

「はッはぁッ！」

　相手の硬直を見て取り、ロッシがここぞとばかりに攻め立てる。ガードを無視して叩たたきつけるような連撃。とっさに後退したい衝動がオリバーの内に湧き上がるが、それは頑として受け入れない。ここで下がれば一気に押し切られる──理性が叫ぶその指示を貫き通し、彼は懸命に踏みとどまって応戦を続けた。

「────フゥッ……！」

　連撃の合間を縫って顔面に刺突を放つ。それで敵の攻め手が止やんだ瞬間、オリバーは即座に跳とび退すさって間合いを取り直した。ロッシの顔にニヤリと笑みが浮かぶ。

「澄ました面つら、よーやっと歪ゆがめてくれたなぁ。ホンマ気分爽快やで」

　鼻から滴したたる熱いものを、オリバーは左手の甲で静かにぬぐう。案の定、真っ赤な液体がそこに筋を引いた。ロッシの拳撃を受けた鼻から流れ出た血だ。

「……っ……」

　勘違いではない。いま自分は殴られたのだと、オリバーはその事実を受け入れる。

「鼻血噴くんは予想外やったろ。魔法使いはみんなそうや。でもなぁ──ボクは逆に不思議やねん。せっかく片手に手甲アダマントなんてカタいもん付けてんのに、なんでみんな殴らへんのや？　だってそうやろ。盾に使うには小さいなら、こっちも矛にしたらええねん」

「…………」

「打撃技が極端に少ない。それが基幹三流派に対するボクのいちばんの不満や。思うになぁ、魔法使いはみんな格好付けすぎなんと違ちやうか？　要するに殺し合いやろこんなもん。普通人の殴り合いと本質はなんも変わらん。だったら出来ること全部やってかんとなぁ」

　憚はばからず言ってのけるロッシ。口元の血を拭い取って、オリバーもまた言葉を返す。

「……感謝する。Ｍｒミスター．ロッシ」

「あん？」

「自分の未熟さを痛感した。まるでダメだ。本当に成っていない。──君程度の使い手に、こんな一撃をもらっているようでは」

　重い自戒を込めて放たれた一言。ロッシの額に青筋が浮かび上がる。

「……言うてくれるやんか。まだまだボコるで？」

　犬歯を剝むき出だしにした相手の凶相を前に、オリバーは杖じよう剣けんを構えたまま首を横に振る。

「それは無理だ。──これから八手以内に、君の剣は敗れる」

　一切の躊躇ためらいなく少年は言い切った。それを受けて、ロッシの顔が凄絶な笑みを形作る。

「吹くなぁジブン。──久しぶりにドタマ来たわ！」

　これ以上の放言は許さない。その意思も露あらわに、ロッシが三み度たびオリバーへと斬りかかった。その勢いはなおも増し、右から左から上から下から、魔法剣のセオリーを無視した苛烈な連撃で攻め立てる。それらを堅実に凌しのぎながら、少年は冷静に逆襲の機会を窺うかがうが、

「そこや！」

　オリバーが反撃に移る瞬間を狙って、ロッシの左手が再び突き出される。手甲アダマントによる拳撃──彼が得意とするセオリー無視の裏技だ。今度こそ逃がしはしないとばかりに、斬撃の押さえと同時に右手の杖じよう剣けんが突き出され、

「──ッ!?」

　が、ロッシが決着を確信したその刹那せつな。彼の左腕は、オリバーの両腕に絡からめ取とられていた。

「基幹三流派には打撃技が極端に少ない。これがその理由だ、Ｍｒミスター．ロッシ」

「……かッ……！」

　極きめられた肩がミシミシと軋きしむ。──こぶしが突き出された瞬間、オリバーはそのタイミングを見抜いて瞬時に腕を絡からめ取とり、同時に相手の左側面へ回り込んだのだ。この体勢になると、右手の杖じよう剣けんをどう振ったところでオリバーには届かない。ロッシの顔面が苦痛と焦あせりに歪ゆがんだ。

「投げ技と固め技。打撃の間合いは、同時にこれらの間合いでもある。つまり──君の得意な極接近戦においては、殴るよりも摑つかみに行くのが正解だ。打撃はそれ自体が決定打にならず、一発食くらう覚悟のある相手には目くらましにさえならない。無防備に伸ばした腕は絡からめ取とってくれと言っているようなものだ」

　関節を壊す寸前のところで力を加減し、オリバーはなおも語り続ける。接近戦クロスフアイトにおける攻防の定石を、生徒に説いて聞かせるように。

「我流がそこまで形になる辺り、君には確かにセンスがある。だからこそ俺も一発もらった。だが──それだけで覆くつがえせるほど、流派が積み重ねてきた歴史というものは浅くない」

「が──あぁッッ！」

　ボグン、という鈍い音と共にロッシの肩が外れる。彼自身が望んでそうした。体が壊れる痛みも恐怖も、それだけで魔法使いの戦意を折るには至らない。腕一本の犠牲と引き換えに固め技から脱出し、ロッシはオリバーへと向き直る。

「偉そうに説教こくなや！　まだ勝負も決まらんうちから──！」

「これで決まる」

　鬼気迫る形相で斬りかかってくる敵を、オリバーは盤石の構えでもって待ち受ける。──恐れはない。技からの無理な脱出によって崩れた姿勢、脱臼の苦痛に見る影もなく乱れた呼吸。そんな今のトゥリオ＝ロッシを相手に、自分が斬り負ける理由がない。

　勝負を決する一合。首を狙う敵の刺突を、オリバーは迷わず左手の手甲で打ち払った。軌道を逸そらされた切っ先が空を切り、開いたロッシの体が致命的な無防備を晒さらす。──これが手甲アダマントの正統な使い方。相手の次撃を予測し、タイミングを合わせて横から叩たたくことで刃を無効化、同時に決定的な隙を作り出す。基幹三流派に共通する高等技──「打ち払いパリイング」である。

　愕がく然ぜんと見開いたロッシの目に映るのは、腕を狙った決着の一撃。何の抵抗も叶かなわない。この技が完全に成立してしまえば、もはや抵抗の余地はない。

「──きっかり八手だ、Ｍｒミスター．ロッシ」

　敗者の杖じよう剣けんが、鮮血と共に手から落ちた。深く抉えぐられた二の腕からの出血と、床に落ちた自分の得物。それらを順番に眺めて、長い沈黙の末、ロッシは力のない声で呟つぶやく。

「……やっぱムカつくわ、ジブン……」







　数分後。オリバーが手を貸すまでもなく、傷の治療はあっという間に済んでいた。

「ほい、メダルや」

　素っ気ない声と共に、ロッシがローブの懐ふところから取り出したメダルを投げつける。それを受け取って検あらためるオリバーの目の前で、彼は肩を落として盛大なため息をついた。

「あー、幸さい先さき悪いわ。いちばん負けとうない相手に負けてしもた。説教までされてまうし」

「……少し偉そうに喋しやべりすぎた。すまない」

　メダルが紛れもない本物であることを確認すると、オリバーは小さくそう詫わびる。ロッシはふんと鼻を鳴らした。

「そこで謝れるエエ子なとこがまた気に食わんねん。……もーええわ、解散や解散。ほなな」

　片手をひらひらと振って去っていこうとするロッシ。少し悩んだ末、オリバーはその背中に声をかけた。

「Ｍｒミスター．ロッシ──戦いの途中にも言ったが、君のセンスは独自のものだ。磨き方によっては強い武器になる。だが、今のままでは早晩に限界を迎えるだろう」

「…………」

「まだ修正が利きくうちに、基幹三流派のどれかを一から学び直したほうがいい。君の剣風を形作るのはそうして基礎を固めてからでも遅くないはずだ。……あるいは君なら、高いセンスが要求されるクーツ流との相性が良いいかも──」

「なんやねん、さっきから！」

　耐えかねたように向き直るロッシ。困惑に満ちた瞳がオリバーを見つめる。

「負け犬の背中にポンポン言葉ぶつけるんやない！　メダルはもう渡したやろ！　これ以上ボクに何しろってゆーねん！」

　言われたオリバーがぐっと唇を嚙かんだ。……勝った側が負けた側に長々と語るべきではない、それは重々承知している。だが──その上で、彼には黙っていられなかった。

「余計なお節介なのは分かっている。ただ、勿もつ体たいないと……いや、羨ましいと感じるんだ。君のような尖とがった才能が」

「……は？」

「今の戦いで、俺は師から学んだことを実践しただけだ。俺自身の才覚と言えるものはひとつも含まれていない。……何事につけ、俺はそうだ。全ては借り物、預かり物で……俺だけのものは何ひとつ持ち合わせていない」

　苦い面持ちでそう告げて、オリバーは自分の手のひらをじっと見下ろす。……この手は、多くのことを小器用にこなせる。多彩な剣技を操ることも、呪文をアレンジして使い分けることも。だが──裏腹に、ただの一度もないのだ。師の教えを超えたと実感したことは。

「だから──君には、その才能を大事にして欲しいと、そう思った。……それだけだ。重ね重ね、口幅ったくなってすまない」

　気恥ずかしさに視線を落とす少年。その様子を、ロッシは眉根を寄せてじっと見つめる。

「エエ子にはエエ子の悩みがあるってかい？　……知らんがな、そんなもん」

　そう言い捨てると、踵きびすを返かえして今度こそ去っていく。彼の背中が迷宮の曲がり角に消えたところで、オリバーはやっと安あん堵どの息をつき──そこに、真後ろから声がかかった。

「──お見事です。我が君マイ・ロード」

「……っ!?」

　弾はじかれたように前方へ跳び、同時に背後を振り向く。彼の視線の先に、無から生じたように忽こつ然ぜんと、ひとりの小柄な少女が跪ひざまずいていた。

「今の一戦、見守らせていただきました。格の違いを相手に示しての勝利。心底から感服してございます」

「……君か、Ｍｓミズ．カルステ」

　相手を認識したオリバーが胸を撫なで下おろす。──そこにいたのは、ダリウス＝グレンウィルを討ち果たした晩、従あ兄にに紹介されて初めて顔を合わせたあの少女だった。

　名をテレサ＝カルステ。この迷宮で生まれ育った小さな魔女にして、常識を超えた隠形の手て練だれである。

「そう言ってくれるのは嬉うれしいけど、とても感心されるような勝利じゃない。前半には一撃もらいもした。……つくづく自分の未熟さが嫌になるよ」

　一部始終を見ていただろう相手に見み栄えを張る気にもなれず、オリバーは素直にそう明かす。が、テレサはきっぱりと首を横に振った。

「本来、影も踏ませなかったはずです。あの晩のあなたなら」

　そう言って、少女はオリバーの懐ふところにすっと入り込む。足音はおろか、空気の乱れひとつ生じさせないまま。

「抜き身のあなたをお慕いしております。優しさという鞘さやは、時にその輝きを曇らせる」

「────っ」

　真下から自分を見上げるふたつの瞳。その圧力にのけ反ったオリバーの右手を、テレサの小さな両手がぎゅっと摑つかむ。

「私を斬れば曇りが晴れるというなら、どうぞいつなりと。あなたの砥と石いしに使われるなら本望です。我が君マイ・ロード」

　握った右手を杖じよう剣けんの柄へと導いて、少女はそう告げる。オリバーは相手の瞳をじっと見つめ、

「……頰が赤いぞ。Ｍｓミズ．カルステ」

　不意打ち気味に、そんな指摘を口にした。テレサは一瞬きょとんと固まり、直後にハッと頰を両手で押さえる。

「最初に会った時から思ってたが──君、その喋しやべり方かたは地じゃないだろう。俺の前で気を張ってくれるのは光栄だけど、少し気分を出しすぎだ。もっと肩の力を抜いてくれ」

　さらに畳み掛けるオリバー。……自分が大勢を率いる立場にあることは自覚している。が、だからといって同志に狂信者じみた振る舞いをさせる気はない。相手が年下の子供となればなおのこと。なので、ここで主張しておきたい──そういうのは自分の趣味ではない、と。

「そ──そんなこと、ないです。いえ、ありません」

　彼から予想外の反応が返ったことで、少女の口調が急激にぶれ始める。その様子を眺めながら、オリバーは切に思う。──それでいい。この小さな娘に、復ふく讐しゆう者しやの手足として成長して欲しくはない。それが救いようなく矛盾した願いだとしても。

「君をそう簡単に使い捨てるつもりはない。砥と石いしとしても、部下としても。それだけは覚えておいてくれ」

「……し、失礼します！」

　動揺に耐えかねたようにテレサは走り出し、その背中があっという間に迷宮の闇へ消えていった。帰ってきた静寂の中で、オリバーは自分の言動を振り返る。──少しは年長者らしく振る舞えただろうか、と。







　一方。オリバーと別れたロッシは、そのままひとり校舎に向かって足を進めていた。負けの記憶を引きずりながら。

「……ったく。あーもー、腹立つわ」

　たまらず愚痴がこぼれた。……敗北の屈辱だけなら吞のみ込こめる。だが、それとはまた違う苦い感覚が、彼の胸中を占めていた。

「何勝手なこと抜かしてくれてんねん、アイツ。……基幹三流派を一から学び直せ？　簡単に言ってくれるわホント。何様やっちゅうの」

　顔をしかめて毒づく。──最初に魔法剣の授業で剣を見た時から、オリバー＝ホーンのことは気に入らなかった。流派を重んじる姿勢も、正道を行く剣風も、自分とは正反対だったから。そして何より──相手の剣筋に、そこに辿たどり着つくまでの果てしない積み重ねが窺うかがえたから。

「……どんだけ練習したってゆーんや。あそこまで教科書通りに仕上げるまでに」

　ロッシの背筋に寒気が走る。──多くの流派から技術をつまんでこそいるが、彼の剣は自他共に認める我流だ。下半身狙いや拳撃の活用といった邪道寄りの技も、要するに「行儀のいい相手」の裏をかくことに特化している。だからこそ、同年代の相手に初見で見切られることはまずない。

　にもかかわらず、オリバー＝ホーンはそれをしてのけた。後になって振り返れば、ロッシの攻撃が当たったのは顔を狙った拳撃の一回のみ。肝心の斬撃は全て防がれ、ただの一度も相手の体に届いていない。全て防がれたのだ──教科書通りの技術で、この上なく正統に。

「……狂気じみとるわ」

　率直な感想を、ロッシはぽつりと口にする。──あれは本来、十五歳やそこらで踏み入れる領域ではない。それでも才能やセンスで説明が付くならまだマシだ。が、剣を交えた今は分かってしまう。オリバー＝ホーンはそういうタイプではないと。

　ただ、途方もなく密度の濃い時を過ごしてきた。そう考えるしかない。十年、二十年先の領域に今の時点で踏み込むために。それはおそらく──拷問と何ら変わらぬほどの苛烈さで。




　──君には、その才能を大事にして欲しいと、そう思った。




「…………」

　茨の道を長く歩んできた相手だと分かる。だからこそ──伝わってしまうのだ。その言葉の重みも、今のロッシには否いや応おうなく。

　歩幅が徐々に狭まっていき、やがて足が止まる。後頭部をがりがりと搔かいて、彼は大きくため息をついた。

「……はぁ。しゃーない、ガーランド先生に頭下げに行くかい。お行儀よく習うんは性に合わんけど──負けっぱなしは、もっと嫌やからなぁ」

　これまで軽んじてきたものと再び向き合う。昨日までの自分なら決して選ばない道だと、ロッシはたまらず苦笑した。……それも仕方ない。あれほどの剣を見せつけられては抗あらがえない。

「──ほう、敗れたか」

　自らに訪れた転機と向き合い始めたロッシ。その耳に、ふと背後から冷たい声が飛んだ。

「一目で分かるものだな、負け犬の背中というやつは。誰に返り討ちにされた？」

　揶や揄ゆも皮肉も通り越した、余りにもあからさまな嘲笑。ロッシの表情が一気に険しくなる。振り向いて確認するまでもなく、相手が誰なのかはとっくに分かっていた。

「……キミかい。よりによって」

　そう応じながら、彼は心のどこかで納得していた。……誰かに戦いを挑み、力及ばず敗北しておきながら、その結果を反省して無傷のまま帰る。そんな穏やかな決着が、このキンバリーで許されるはずがないと。

「無駄足を踏む前に尋ねておこう。俺に献上するメダルはまだ残しているな？」

　捕食者の傲慢さが問いに滲にじむ。ひとつ息を吐いて覚悟を決め、ロッシは腰の杖じよう剣けんに手をかけた。

「気軽に言ってくれるやん。──ボクは両替屋と違ちやうで！」

　叫ぶと同時に抜刀し、振り向いて相手と向き合う。その視線の先に──臨戦態勢のロッシを前にして杖じよう剣けんに手を伸ばすこともしないまま、ひとりの魔法使いが悠然と立っていた。

「……っ」

　視線が合った瞬間、ロッシの額に嫌な汗が滲にじんだ。……相手は何もせず佇たたずんでいるだけ。だというのに、気配の鋭さが同じ一年生とは到底思えない。ずいぶん前に一度だけお目にかかった、魔法界の最前線で戦う異端討滅官グノーシス・ハンターたち──彼らに共通する気配がある。

「そうだな、確かに違う。替わりに渡すものなどない。

　お前はただ──一方的に奪われるだけだ」

　不遜極まる宣告と共に、その腰から杖じよう剣けんが抜き放たれる。ロッシが即応して地を蹴り──そうして彼は、この夜二度目の負け戦へと身を投じた。







　その後は大きなトラブルに見舞われることもなく迷宮を脱出し、深夜二時過ぎ、オリバーは寮の自室に帰り着いた。

「……ただいま」

　小声で呟つぶやき、ルームメイトを起こさないように足音を抑えて部屋へ入る。光量を絞ったランプで暗闇を薄く照らし、杖じよう剣けんを差したベルトを外そうと手を伸ばして──そこで、ベッドの上の友人の様子に気が付く。

「……ハァ……ハァ……」

「……？」

　ベッドに横向きで寝そべるピートの背中。息遣いと合わせて、それが小刻みに揺れている。

「……ハァッ……ハァッ、ハァッ、ハァ……！」

　呼吸がどんどん荒く、苦しげになっていく。その様子に良くない兆候を見て取り、オリバーは早足に少年のもとへ歩み寄った。

「大丈夫か、ピート」

「……あ……？」

　肩を叩たたかれた少年がぼんやりとまぶたを開く。虚うつろな目に見返されながら、オリバーは相手の額にそっと手を置いた。

「発熱しているな。……魔力循環の乱れがひどい」

「……苦しい……吐き気がする……息が、詰まって……」

「大丈夫だ、すぐに楽になる。上着を脱がせるぞ」

　手を貸してピートに上体を起こさせ、上半身に着ていた寝巻のボタンを外していく。控えめな胸の膨らみが、今の彼の状態が女性体にあることを示していた。

「……？　……おい、何を……」

　戸惑うピート。その服を脱がせてよけると、オリバーは深呼吸して体内の魔力流を操作する。そうして準備を整えた上で、相手の露出した背中の肌に、右の掌てのひらをそっと触れさせた。

「……あ……」

　途端に、温かいものがそこから流れ込むのをピートは感じる。彼の背中をさすりつつ、オリバーは説明した。
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「『手当てヒーリング』だ。俺の手から魔力を流して、君の体内での魔力流を調整している。あくまで対症療法だが」

　魔法使いなら誰もが知る、それはもっとも原始的な魔法治療のひとつ。体内で滞っていた魔力がオリバーの後押しで流動を開始し、ピートを苛さいなんでいた息苦しさもまた、それに伴って徐々に薄れていく。

「……楽に、なってきた……」

「そのはずだ。──先輩方にも言われた通り、君の体はまだ女性体での魔力運用に馴な染じんでいない。性別が変われば魔力の流れも変わる。これまでと経路が大きく違うせいで、体内を流れる魔力が正しい道順を辿たどれていないんだ。結果、魔力分布にむらが生じて体調を崩している」

　相手の体に起こっていることを説明し、分からせる。ただ治すだけでなく──処置と合わせてそれを行うことが、もっとも本人を安心させる。

「こういう時は、外部から調整を加えてやるのが一番だ。過剰に魔力が流れてしまっている部分から、行き届いていない部分へと流れを導いてやればいい。こんな風に」

「……んっ……！」

　これまでよりも強い刺激が体内を走り、ピートの体がびくりと跳ねる。その肩に手を置いて、オリバーは落ち着いた声で語りかける。

「力を抜いてくれ、ピート。大丈夫、何も心配は要らない」

　声音に宿る気遣いと、手から伝わる温かみ。その両方が、相手を信頼して良いのだとピートに促している。拒む気持ちが湧くはずもなく──やがて少年は力を抜いて、オリバーの処置に身を任せた。

「…………れてる、のか？」

「ん？」

「慣れてるのか、こういうの。手つきに迷いがないし、なんていうかその……上う手まい」

　処置を受けての所感をぽつぽつと口にするピート。その問いを受けて、オリバーは少しの間沈黙し、やがてうなずいた。

「……そうだな、経験はある。君のようなレアケース以外でも、魔法使いの魔力循環が乱れることは珍しくないんだ。病気の時、あるいは性徴の時期。それに……」

　手当てヒーリングを続けながら、彼の中で鮮やかに蘇よみがえる記憶がある。──そう、あの頃はもっと下へ手ただった。余裕など望むべくもなく、ただただ必死だった。気を抜けばこみ上げる涙を懸命にこらえて、毎夜のように彼女の背中に向き合った。




　──ああ、気持ちいい、よ。……ありがとう、ね。ノル。




　ぎこちない指先も、未熟な精神こころも。全てを抱きしめるように、彼女はいつも微わ笑らっていた。

「……妊娠している時なんかにも、な」

　それきり口を閉ざして、少年は黙々と処置を続ける。その心地よさに身を委ねていたピートだったが──苦しさが薄らいで頭の働きが戻ると、ふいに現状を認識して妙な焦あせりを覚える。今の自分は女性体で、上半身裸で、しかも素肌にはずっとオリバーの手が触れているのだ。

「……お、おい……まだ続けるのか？」

「ん──？　ああ、すまない、集中しすぎた。

　気分はどうだ？　魔力循環はかなり落ち着いたと思うんだが」

　あっさりと処置を切り上げて尋ねるオリバー。ほっと安あん堵どの息を吐きつつ、ピートは自分の体調を顧かえりみた。

「……噓うそみたいに楽になった。吐き気もないし、息も詰まらない」

「なら良かった。ただ──さっきも言ったように、『手当てヒーリング』はあくまで対症療法だ。君の体が女性体での魔力運用に馴な染じむまでは、同じことが繰り返し起きると思ってくれ」

　その忠告に、寝巻を着込みながら、ピートがこくりとうなずく。

「……先輩方が言うには、早くて二か月。遅ければ一年、だったか」

「今日明日で改善するものじゃないが、いずれ必ず収まっていく。成長痛のようなものだと思えばいいさ。同室に俺がいるんだし、こういう時は安心して任せてくれればいい」

　安心させるように言いながら、オリバーは相手の頭に手を置き、灰色の髪を優しく撫なでる。その感覚を心地よく思いかけたところでハッと我に返り、ピートが相手の腕を摑つかんで止めた。

「……気安く人の頭を撫なでるな」

「あ、すまない。つい」

「……。……あ、明日も早いんだ。さっさと寝るぞ」

　そう言って逃げるようにベッドへ潜り込むピート。こちらも身をひるがえして自分のベッドへ向かうオリバーだったが、そこに、毛布の中からぽつりと声がかかる。

「…………それと。…………ありがとう」

　面と向かっては気持ちを伝えられない少年の、それは精一杯の意思表示。友人の不器用な感謝をしっかりと受け止めて、オリバーは微ほほ笑えんで応えた。

「──ああ。おやすみ、ピート」







　そうして迎えた翌日の昼休み。ウィットロウに誘われて集まりに顔を出して以来、ずっと考えていたことを、ピートは覚悟を決めて実行に移した。

「──両極往来リバーシ!?　うそ、すごいじゃない！」

　説明を受けたカティが目を丸くして声を上げる。校舎の片隅の空き教室に六人で陣取り、厳重に遮音の結界を張った上で、ピートは仲間たちに自分の体質を明かしていた。

「その手の問題だと察してはいましたが、両極往来リバーシとは……またレアな体質を引き当てましたわね。おめでとう、ピート。心から祝福しますわ」

　相手の手を握ってシェラが言う。彼女にせよカティにせよ、告白を受けての反応はオリバーと同じ。そこに魔法使いならではの感覚を見て取りながら、ピートは率直に困惑を明かす。

「今のところは体の面倒ばかり目立っていて、祝われても正直ピンと来ない。……この体質、具体的にどう活いかせばいいんだ？」

　思い切って踏み込んだ相談をしてみる。ふむ、とシェラが腕を組んだ。

「その体質が有利な点は山ほどありますが……そうですわね。女性体の扱いの中から、手っ取り早く実用的なものをひとつ教えて差し上げましょう。ピート、こちらにおいでなさい」

　手招きされたピートがおずおずと歩み寄る。彼の前で身を屈かがめたシェラが、その下腹部──ベルトよりも下の、少々際きわどい部位へ指先を当てる。

「!?　ちょっ、どこ触って……！」

「恥ずかしがらずにお聞きなさい。──今のあなたには、女性体になったことで増えた臓器がひとつあります。何か分かりますわね？」

　慌てる相手へ向かって尋ねるシェラ。そこでピートがハッとし、おそるおそる自分の下腹部を見下ろす。

「そう、子宮ですわ。言わずと知れた子供を宿す場所ですが──その点を別にしても、魔女にとってこの臓器は『第二の心臓』と呼ばれるほど大きな意味を持ちます。なぜなら──子宮とは、体内における有数の魔力貯蔵庫でもあるからです」

「……魔力、貯蔵庫……」

「ええ。ここに溜たまっている分は、魔力が枯こ渇かつした際の──いわば緊急時の備蓄と考えて差し支えありません。魔力欠乏状態になれば、自然と蓋が開いて体内に供給されますわ。……けれど、訓練次第で、その蓋を自在に開け閉めすることも可能ですの」

　説明しつつ、シェラは相手の下腹部に当てていた指先をやや強く押し込む。

「今、それを体験させて差し上げます。──衝撃がありますわよ」

　そう言って心の準備を促し、右腕を通路パイプとして、シェラは自らの体内で練り上げた魔力をピートへと流し込んだ。どくん、と少年の心臓が跳ねる。突然の、それも大量の魔力注入という刺激を受けた子宮が即座に反応し、

「かッ──!?」

　直後、ピートの全身を魔力が駆け巡った。下腹を起点として激しく押し寄せる熱の奔流を、理性による納得すら差し置いて、少年はただひたすら実感する。

「な──なんだ、これ！　力が、溢あふれる……！」

「新鮮な感覚でしょう。備蓄魔力を解放したことによって、体内の魔力循環が一時的に強化されたのです。こうなると出力は数割増し、魔法の威力も目に見えて上がりますわ」

　説明を続ける縦巻き髪ロールヘアの少女。三十秒ほどかけて相手に感覚を覚えさせると、彼女は再び相手の下腹部に手を当て、そこに魔力を流し込んだ。途端、ピートの全身に押し寄せていた力の波がすっと引いていく。今度は彼も分かった。子宮が備蓄魔力の開放を止めたのだ。

「蓋を閉め直しました。その体質に慣れていないうちは、あなたの体への負担が大きすぎますから。けれど──どうです。これを体験してみると、女性体もなかなか良いいものでしょう？」

　そう言って自分もまた胸を張るシェラ。彼女の説明が一段落したと見て、オリバーがその後を引き継いだ。

「子宮の魔力貯蔵能力は、古くは魔法界における女性優位論の根拠にもなっていたほどだ。男性の精せい巣そうにも同じ機能がなくはないんだが、子宮のそれには遠く及ばない」

　それを聞いたガイが、どこか複雑な面持ちで自分の下半身を見下ろす。その様子に苦笑しつつ、オリバーはさらに情報を付け加えた。

「ただし──男性の場合、全身の複ふく数すう個か所しよに同様の機能が点在している。それを含めると総合的な魔力保有量・出力量に統計上の男女差はない。よって性別で一概に優劣は決められない──というのが、近年の研究における結論になっている」

　彼の正確な補足説明に満足して、シェラも大きくうなずく。ナナオがほぅと唸うなり、スカートを仕立て直した自分の袴はかまに手をかけた。

「なるほど、子宮に……。拙者も女の端くれでござるが、今のと同じことが出来るのでござろうか？」

「服をめくるなナナオ！　……出来るも何も、君の魔力運用はとっくにそんなレベルじゃない。子宮も含めた全身の貯蔵魔力を、必要に応じて余すことなく活用しているじゃないか。それでこその無垢の純白イノセントカラーだ」

　少女に袴はかまを戻させながらオリバーが言う。カティが眼鏡の少年をじっと見つめた。

「……難しい話はともかく。今のピートは、体が女の子ってことだよね？」

　少女の目が怪しく光る。何とも言えない圧力にピートがのけ反った。

「な、なんだよ。不気味に笑って……」

　視線から逃げるように後ずさる少年。カティがそこに笑顔で寄っていく。

「ねぇ、ピート。スカートとか興味ない？」

「はぁ!?」

「初めて見た時から思ってたんだ、ちっちゃくて華きや奢しやなピートには可か愛わいい服が似合いそうだなって。……男の子だから諦めてたけど、女の子になったなら話が別だよね？　大義名分は得たよね？　フリフリに着飾っても何も恥ずかしくないよね？」

「そ、そんなわけあるかっ！」

　血相を変えてオリバーの背後に隠れるピート。それを見たシェラが思案気に腕を組んだ。

「もちろん本人の気持ち次第ですが……実際のところ、積極的に楽しむのも手ですわよ。あなたと同じ体質の『大賢者』ロッド＝ファーカーにしても、愛人を男女それぞれに大勢持っていたことで有名ですもの。普通人の社会では異性愛が中心だと聞きますが、魔法界ではその辺りがずっと多様です。恥ずかしさや忌避感を覚える必要はまったくありませんのよ？」

「な──」

　予想外の意見を受けた少年がうろたえる。見かねたガイが会話に割って入った。

「その辺にしといてやれよ、もう本人がパンク寸前だ。……つーかな、子宮だの精せい巣そうだのさんざん聞かされた後だと、なんかこうアレだろ……」

「あ、ガイが照れてる！　すけべだすけべー！」

「うるせぇ！　おまえもちったぁ照れろ！」

　囃はやし立たてるカティにガイが嚙かみつき、ふたりで取っ組み合いを始める。いつもの流れなので誰も止めずに見守っていたが、そこに外野から声が飛んだ。

「楽しそうやなー自分ら。何話しとるかはぜんっぜん聞こえんけど」

　シェラの遮音呪文は内部の音を漏らさず、同時に外からの音を遮らない。全員が会話を止めて声の方向を振り向き──そこに記憶に新しい立ち姿を認めて、オリバーが目を丸くした。

「──Ｍｒミスター．ロッシ。なぜここに？」

「あーあー、警戒せんでええ。ちょっと愚痴りに来ただけや。ボクはもう敵とちゃう」

　緊張しかけた空気を察してか、ロッシが両手を上げて戦意のなさを示す。遮音魔法を解いて警戒態勢に入りかけたシェラが、それを見て肩の力を抜いた。

「昨日、あの後に連敗食らってもうてな。メダルはまだ残ってるけども、もーダメや。自分の底が見えてしもうてやる気にならへん。よーするに棄権や棄権」

「連敗……？　俺と戦った後に、また誰かとやり合ったのか？」

「そゆこと。……気ぃ付けなや、オリバーくん。最強決定戦の日程も半ばを過ぎて、今生き残ってるのは強つわ者ものばっかしや。それでも大抵はキミが勝ってしまうやろけど──中にはホンキでヤバいのもおる」

　飄ひよう々ひようとした振る舞いをふいに収めて、ロッシは真顔で忠告じみたことを言う。意図を測りかねて押し黙るオリバー。と、相手の顔に笑みが戻り、その視線が東方エイジアの少女へ移った。

「キミもや、ナナオちゃん。また格好いいとこ見せてぇや。ボク、キミのファンなんや」

　言いながら両手で握った少女の手をぶんぶんと上下し、それが済むと、ロッシはあっさりと身をひるがえした。

「じゃ、行くわ。昼休みのうちにガーランド先生に会いに行こう思ててな。

　ほなな、オリバー君。バッチリ鍛え直しとくから、そのうち再戦頼むわ」

　軽く言い残して、片手を上げて去っていく。その背中が廊下に消えたところで、シェラが腑ふに落ちた面持ちでうなずいた。

「……なるほど、夜の間に彼を破ったのですね。Ｍｒミスター．ロッシもただ者ではないと思いましたが──さすがですわ、オリバー」

「いや……手て強ごわかったよ。俺にないものを持っている相手だった」

　昨夜の一戦を思い出しつつオリバーは言う。その内容に興味を示して詳細を尋ねつつ、シェラが遮音魔法を再展開した。

「あ──そうだ。わたしからも、みんなに相談があるんだった」

　話題が一段落したところでカティが声を上げる。一拍おいて、真剣な顔で彼女は告げた。

「ねぇ、みんな。──わたしたちだけの秘密基地、欲しくない？」

　予想外の提案が五人の耳を打つ。その意味が摑つかめず、ガイが訝いぶかしげに首をかしげた。

「……欲しいか欲しくないかで言えば、そりゃ欲しいけどよ。どういう話の流れだ？」

「いや──話は分かる。共有工房の話をしているんだろう、カティは」

　察したオリバーが声を挟む。カティがうなずき、縦巻き髪ロールヘアの少女がそこに補足した。

「読んで字のごとく、複数の生徒で共有して営む工房のことですわね。確かにキンバリーではそれも珍しくありません。しかし、校舎に学校公認で工房を持てるのは一握りの上級生のみ。何の実績もない一年生のあたくしたちが、となると……」

　巻き毛の少女が言わんとするところを薄々察しながらも、だからこそ彼女は言葉を濁す。代わりにオリバーがそれを口にした。

「……迷宮内に非公認の工房を拵こしらえる。君はそう言いたいのか？」

　ガイとピートの顔が驚きに引きつる。その視線を受けながら、カティは首を縦に振った。

「うん、その通り。……でも、別に一から作るってわけじゃないよ。元になる場所はもうあるんだ。設備もひと通り揃そろった状態で、迷宮の第一層にね」

　含みありげな彼女の発言。その背景を推し量って、オリバーが顎に手を当てる。

「なるほど……ミリガン先輩の工房か」

「なぁっ!?」

　思わず素っ頓狂な声を上げるガイ。そこへ畳み掛けるように、巻き毛の少女は説明を加えた。

「前にわたしが連れ去られた場所も含めて、あの人、迷宮にいくつか拠点を持っててさ。前の件のお詫わびに、その中のひとつを譲ってくれるっていうんだ。最初から工房として使われていた場所だから環境はバッチリ。そう悪い話じゃないと思うんだけど、どうかな」

　誰からも声は上がらない。もちろん異論がないからではなく、どこから突っ込んでいいか決めかねているからだ。十数秒の沈黙を置いて、やがてガイが口を開いた。

「しょ──正気かよお前。あのミリガン先輩が居座ってた工房だぞ？　これまでどんな使い道をされてきたか想像できるだろ？」

「荷物を運び入れるルートに難があって、亜人種の検体を扱う研究はそこではしていなかったんだって。……正直、どこまで本当か分かんないけどね。疑い始めたらキリがないし、下見した限りは綺き麗れいなものだったよ」

　その指摘は予想していたとばかりに受け答える少女。なおも口を開きかけるガイだが、そこへ被かぶせるように彼女は言葉を続ける。

「こんな機会にでも頼らないと、一年生のうちから工房なんて絶対に持てない。……もちろん、持ってもわたしひとりじゃ維持できないのは分かってる。だからみんなに頼りたいの。ミリガン先輩から引き取った工房を、わたしと一緒に管理してくれない？　みんなで好きに使っていいから！」

　必死さを顔に浮かべて提案を重ねるカティ。その様子をじっと見つめつつ、オリバーが厳しい面持ちで口を開いた。

「……迷宮内に工房を作ること自体は、確かにキンバリーの生徒の慣例ではある。けど、普通は三年生になってからの話だし、早くても二年の後半からだ」

「一年生の段階では、工房を持つメリットよりも迷宮に潜るリスクのほうが上回ります。自分の身を守れないようでは話になりません。カティ、あなたにもそれは分かるでしょう？」

　シェラが諭すように言葉を継ぐ。ふいに、巻き毛の少女が視線を落とした。

「一年で平均八百二十体。……これ、何の数か分かる？」

　出し抜けに示される数字。五人が誰も答えられずにいると、カティが再び口を開く。

「この学校で使い潰される亜人種の数。用途は研究材料だったり娯楽の駒だったり色々だけど、公式に明かされている数だけでこれ。暗数を含めればもっとずっと多くなる。亜人種以外の魔法生物まで含めたら──どれだけ数字が膨れ上がるか、もう想像もつかない」

　初めて耳にする数字にオリバーが息を吞のんだ。巻き毛の少女が口元をぐっと歪ゆがめる。

「その全てがどうしても必要な犠牲だっていうなら、まだ話はマシだよ。でも、実態はぜんぜん違う。ここの生徒や教師は魔法生物をとんでもなく雑に扱ってるし、不必要に殺してる。人間以外の命を尊ぼうとする姿勢がそもそもない」

　入学から今に至るまでに、彼女は嫌というほどそれを実感していた。カティがきっと視線を上げる。

「わたしはその風潮を変えたい。でも、今のわたしがひとりで声を張り上げたって、きっと何も変えられない。だから──まずは研究者として名声を勝ち取ろうと思うんだ。専攻したいのは異種間コミュニケーション学。資源として消費するだけの一方的な関係じゃない、双方向的で永続性のある多種族との関わり方を模索したいの」

　少女のその目標を聞いて、シェラが思案げに腕を組む。

「異種間コミュニケーション学、ですか。……恥ずかしながら、そうした分野があること自体、初めて聞き及びましたわ」

「だと思うよ。だってぜんぜんメジャーじゃないもん。わたしに立ち入れる範囲で図書室じゅうを探しても、この分野について書いた本はたったの三冊しかなかった。今は過去の生徒の論文を漁あさってるとこだけど……たぶん、こっちも似たようなものだと思う」

　期待を込めずにそう言って、カティはふっと寂しげに笑う。が、続く言葉で、その声はすぐに力を取り戻した。

「でも、逆に言えば手付かずの鉱脈ってことじゃない？　本気で掘り下げれば、新しい発見がきっとあると思うんだ。……だからね、今は一日でも早くその方向で経験を積みたいの。魔法生物学のあんな授業とは違う形で、生き物との交流を通して学びを深めたい……！」

　力のこもる語り口に、オリバーは少女が抱える熱意の大きさを透かし見る。バネッサ＝オールディスが教える魔法生物学とはまったく違った方向に自らの道を見み出いだして、カティ＝アールトはそれを口にする。

「すごく割り切って言うと、わたしは自分の采配で魔法生物を飼育できる場所が欲しい。そのためにミリガン先輩から譲り受けた工房を利用したい。でも自分ひとりじゃ無理だから、今みんなに協力を求めてる。身も蓋もない話だけど……」

　言葉尻が萎しぼんでいく。理想を高く掲げるほどに、それを目指す自分自身の力不足が、ここでは常に彼女を苦しめる。

「身勝手なことばっかり言ってごめんね。……正直、断られて当然だと思ってる。今の時点でみんなが工房を欲しがってるかどうかなんて分かんないもん。だからね、嫌だって感じたらビシッと断って。その時はまた別の方法を──」

「乗ったでござる」

　言い終わりを待たずにナナオがうなずいた。驚きの視線を向ける他の五人に、彼女は迷いなく言葉を続ける。

「工房とやらがどういうものかは知らぬ。されど、今の話は要するに、カティが迷宮の中に一城を構えて営むという話でござろう？　ならば城を守るのは武人たる拙者の役目にござる。どうか拙者を旗下に加えられよ、城主殿」

　カティの前に立ってそう呼ばわり、彼女は相手の手を強く握った。その心を鼓舞するように。

「自信を持たれよ、カティ。貴殿の目には意思の光があり申す。トロールの一件以来、それは日に日に輝きを増してござる。いつか拙者は見てみたい──その光が暗闇を照らす様を。付き合う理由は、それでじゅうぶんにござる」

「……ナナオ[image: ～][image: ～][image: ～]」

　感極まったカティが、目に涙を浮かべてナナオに抱き着く。それを見たガイが苦笑した。

「……こうなりゃ仕方ねぇ、おれも乗るぜ。カティに振り回されるのは今に始まったことでもねぇ。それに……おれとしても、自前の花壇が欲しくねぇっつったら噓うそになるしな」

「──ガイ！」

　にっと歯を見せて笑う長身の少年。思案の沈黙を経て目配せし合った後、シェラとオリバーが順番に口を開いた。

「……分かりましたわ、あたくしも乗りましょう。どんな形であれ、キンバリーここでは意思のある者が強い。前へ進もうとする友を傍そばで支える──それもまた、良き友の役割でしょうから」

「……ナナオが乗った時点でこうなることは読めたよ。けど──これだけは言っておく。全員の身の安全が第一だ。それが脅おびやかされる状況では工房の放棄も視野に入れる、その条件でいいなら俺も付き合おう。カティ、どうだ？」

　オリバーの言葉に繰り返しうなずいてみせながら、残るひとりの友人に、カティはちらりと視線を向ける。

「……ピートは、だめ……？」

　期待と覚悟の両方を宿した少女の瞳がピートを見つめる。数秒の沈黙の末、彼は盛大にため息をついた。

「……外堀からすっかり埋めておいて何を。今のボクは自分の体の面倒もおぼつかない状態だぞ。オリバーとシェラが乗るっていうなら、ボクだって付き合うしかないだろう」

　ふん、と鼻を鳴らして目を背ける。そんな彼の胴体を狙ってカティが抱き着いた。

「……ありがとう！　みんな、大好き……！」

「うわっ……！　こ、こら、抱き着くな！」

　じたばたともがいて少女を突き放すピート。と、抱擁を解いたカティが神妙な面持ちで言う。

「……胸、けっこうあるね。ブラしたほうがいいよ、ピート」

「余計なお世話だっ！」

　両腕で胸を押さえて、またしてもオリバーの陰に隠れる少年。そのやり取りを微ほほ笑えましく眺めつつ、ふとシェラが気になったことを口にする。

「それにしても、カティ、知らないうちにずいぶん考えが先へ進んでいましたのね。研究者として名声を得てから改革に着手するなんて、そんな遠大な計画を組んでいるとは思いませんでしたわ。てっきり校内の人権派の運動に加わるものとばかり」

「ああ、校内の人権派ね……うん、様子は見てきたよ。……でも、わたしの仲間かっていうと、ちょっと……いや、だいぶ違ったかな……」

　自分が会ってきた人々のことを思い出して、少女はふっと乾いた笑みを浮かべる。

「……タイプの違うミリガン先輩が集まってる感じ。こう言えば伝わる？」

　それ以上の詳細を、もはや誰も聞こうとはしなかった。オリバーが一息ついて場を仕切り直す。

「話が決まった以上、行動は早いほうがいいな。まずは全員で工房の確保に動く。──決行は明後日あさつての夜でどうだ？」

　異論なく五人分のうなずきが返り、こうして彼らの冒険は決定した。







　昼休みが終了して午後の課程が始まり、錬金術の授業のために教室へ集まった生徒たち。作業台の上に教材を揃そろえて待機する彼らだが、その大半に共通する懸念がひとつあった。

「……やっぱ今日も来ないのかね、ダリウス先生」

　ガイがぽつりと呟つぶやき、周りの仲間たちが難しい面持ちになる。そう──錬金術の教師であるダリウス＝グレンヴィルが、一時期からぱったりと姿を見せなくなってしまったからだ。

「……本当なのかな。迷宮で行方不明になったって噂うわさ」

「……どうでしょうね。生徒ならまだしも、教員がそのようなことになるとは考えにくいのですけれど……。オリバー、あなたはどう思います？」

　何気なくシェラが話を振る。心に韜とう晦かいの衣を重ねて纏まといながら、少年はその質問に答えた。

「……迷宮の最深部は教師たちですら管理しきってはいないと聞く。想定外のアクシデントが重なったとすれば、教員でも不覚を取ることが無いとは言い切れないだろう。あくまでも可能性のひとつとして、だが」

　違和感を気取られぬよう、いつも通りのフラットな意見を心がける。その甲斐あって彼の言葉に誰ひとり不審を覚えることはなく、そこで眼鏡の少年が会話に加わった。

「他にも胡散臭い噂うわさは色々と聞くな。教師同士の内紛だとか、キンバリーここに恨みを持つ魔法使いにやられたんだとか」

「ピート、滅多なことを言うものではありませんわ」

　縦巻き髪ロールヘアの少女が友人の発言を窘たしなめる。そうした可能性を探ればきりがないのがキンバリーという場所だが、それだけにうかつな詮索は寿命を縮めることになる。

「うーん。どうなんだろうね、実際？」

　ふいに頭上から声が降った。生徒たちがぎょっとして視線を上げると、そこにはひとりの男性が逆さまの姿勢で天井に立っている。シェラと同じ金の縦巻き髪ロールヘアを頭の左右に備えて。

「──父様!?」

「おじさま！」

　ふたつの声が同時に上がった。一方はシェラから、もう一方はやや離れた場所にいたコーンウォリスから。呼ばれた男が半回転して床に降り立ち、間髪入れずに目の前の少女を両腕で抱き締める。

「そうさ、君のパパだよ！　久しぶりだねぇシェラ。なんとまぁ、ほんのちょっと見ない間にまた綺き麗れいになって！」

　男の熱烈な抱擁を受けるシェラ。が、五秒と待たずに相手を突き放す。

「公私を弁わきまえてくださいませ！　一体全体、今までどこをほっつき歩いていたんですの!?」

「それはもう色々と。このところ忙しくてね、寂しい思いをさせてごめんよ」

「あたくしより先に詫わびる相手がいるでしょう！」

　厳しく指摘して、シェラは傍かたわらの友人──東方エイジアの少女を視線で示す。それを受けて襟を正し、男もまた彼女へ向き直った。

「そう、その通りだ。──君とも半年ぶりだね。楽しくやってるかい、ナナオ？」

「お陰様で。そちらも壮健のようで何よりでござる、マクファーレン殿」

　にっと笑って男と親しく言葉を交わすナナオ。それでオリバーたちも思い出した。かつて彼女が語った、遠く東方エイジアからこの学校へ招かれるまでの経緯を。日の国ヤマツの戦場にナナオ＝ヒビヤの存在を見出した魔法使いのことを。

「まったく、信じられませんわ……！　はるばる東方エイジアから連れてきておいて、言葉だけ教えて後は放置なんて！　入学からこの方、ナナオがどれだけ苦労したかお分かりですの!?」

「それはちょっと気になってたけど、同学年に君がいるしさ。まぁ何とかなるかと思って」

「娘に責任を丸投げする親がありますか！　あなたという人はいつもいつも……！」

　語気を荒げて説教を始めるシェラ。慣れた様子でそれを宥なだめつつ、男はナナオをじっと見つめる。

「いい顔になったね、ナナオ。娘の他にも良い出会いがあったらしい。──君たちがそうかな？」

　ふいに周りのオリバーたちへ目を向ける。彼らがそれぞれに初対面の挨拶を口にしかけたところで、男はちらりと教壇へ視線をやった。

「ゆっくり話を聞きたいところだけど、いちおう今は授業をしに来ているからね。また改めて機会を設けよう。──あぁ、Ｍｓミズ．コーンウォリス。君も元気そうで何よりだ」

　自分を見つめるもうひとりの少女へそう声をかけて、男はのんびりと教壇へ歩いていく。壇上に着くと、彼は生徒たちの顔ぶれをざっと見渡して口を開いた。

「さて、まずは自己紹介をしないとね。僕はセオドール＝マクファーレン。キンバリーの非常勤教師だ。担当教科は特になくて、こうやって他の先生の穴埋めに駆り出されることが多い。みんなよろしく頼むよ」

　と、気さくに挨拶するセオドール。そこで生徒のひとりが質問を投げた。

「あの！　それはつまり、これからはマクファーレン先生が錬金術の担当教諭になるということですか？」

「いや、僕の役割はあくまで数回分の間に合わせだよ。教師と言いながら、僕は校外での仕事のほうが多くてね。ずっとキンバリーにいるわけにはいかないんだ」

「じゃあ、その後はまたグレンヴィル先生が？」

　その名前を出されて、縦巻き髪ロールヘアの教師は軽くため息をつく。

「ダリウス君が生きて戻ればね。ただ──おそらく、彼の顔を見ることはもうないだろう」

　生徒たちが一斉に息を吞のんだ。今、この教師は暗に行ったのだ──ダリウス＝グレンヴィルという魔法使いの死亡宣告を。

「断っておくと、魔法使いの消息不明なんて珍しくもなんともない。でもね──この世界で長く生きてると、何となく分かっちゃうんだ。これはもう帰ってこないパターンだって。僕は予言者じゃないし、言ってみればただの勘なんだけどね」

　その言葉を聞いた瞬間、オリバーの背筋にぞっと寒気が走った。──落ち着け。この時点で尻尾を摑つかまれるはずはない。そんな不手際は犯していないと、彼はそう自分に言い聞かせる。

「といっても、代わりの人材はとっくに校長が手配しているはずだ。ダリウス君に師事していた子、しようとしていた子には気の毒だけど、次の先生もすごい錬金術師だということは僕が保証しよう。その人が来るまでは僕で我慢してもらうけどね」

　そう説明すると、それ以上ダリウスの件について掘り下げることはなく、セオドールは話を次に移す。思わず安あん堵どを覚えかけて、オリバーは自分を厳しく戒めた。──気を緩めるな。この男は油断ならない相手だ。

「さて、始めようか。えーと、今日の課題は……『ゲラゲラ茸だけの解げ毒どく薬やく』？　うーん」

　教科書をめくったまま微妙な顔をするセオドール。そのまま思案すること数秒、

「普通に作ってもつまらないな。よし──こうしよう。君たちが調合した薬を、出来上がった順番に全て僕が飲んでいく」

　思わぬ提案にぎょっとする生徒たちだが、彼らのそんな反応も、当のセオドールはまったく気にしない。

「その場で出来栄えを評価しよう。もちろん丁寧なコメント付きだ。

　みんな、机の上に道具は揃そろっているね？　──さぁ、始め！」

　両手を打ち鳴らして課題の開始を告げる。慌てて作業に取り掛かる生徒たちを眺めつつ、男はなおも喋しやべり続つづけた。

「大して難しい調合でもないし、僕のお喋しやべりを聞きながらでも作れるよね？　まぁ聞いてくれ、今回の旅でも色々あったんだ。あ、この中に僕の『東方探訪録』を読んでくれた生徒はいるかな？」

　セオドールがそう尋ねた途端、教室の一角で金髪の少女がびしりと手を挙げる。

「私、いま十二巻をじっくり──」

「全巻読みました！」

　ほぼ同時に挙手したピートの声がそこに重なった。ぎょっとするコーンウォリスをよそに、教師の視線が少年に向けられる。

「素晴らしい！　旅の資金はもっぱら本の売り上げで賄っているから、ほとんど君に食わせてもらってるようなものだな！　名前を聞いても？」

「ピート＝レストンです！」

「ピート君だな、ようし憶おぼえたぞ！　次はおみやげを持ってきてあげよう！」

　そう言ってピートの作業台へ足を運んでいく。彼が意気込んで薬の調合を行う様子を眺めながら、セオドールはさらに話を続ける。

「しかし、あのシリーズはなにぶん旅先のノリと勢いで書いているものでね。正味の話、現地の風俗を知るための資料としてはあまり相応しくない。今回の旅でも色々と修正点が見つかってしまった」

　反省するように額へ手を当てる縦巻き髪ロールヘアの教師。そばにいたオリバーが、調合の手は止めないまま相あい槌づちを挟む。

「修正点……というと？」

「うん、例えば日の国ヤマツの『ソバ』という食べ物についてだ。三巻では『極めて淡い味の冷たい麵めん料理で、付け合せに塩辛い冷製スープが付く』と説明しただろう？　けれど、あれは勘違いだった。スープじゃなくてソースだったんだよ！　しかも麵めんに上からかけるんじゃなくて、麵めんのほうを持ち上げてソースに付けるんだ！」

　そう言って上着の懐ふところに手を突っ込み、セオドールは細長い二本の棒をそこから取り出した。そのまま右手の指の間にそれらを挟み込み、

「ちなみに箸はこう握る。どうだい、器用だろう？　これで麵めんをぐっと摑んでね、こう……一気にすすりこむんだ。こっちとはマナーが違うから、音は大きく立てて構わない」

　と、ソバを食べる動作を再現してみせる。初めて目にする異国の食文化に、ガイが半信半疑で隣の少女へ顔を寄せた。

「……本当か？　ナナオ」

「うむ。思えばこちらに来て以来、蕎そ麦ばも久しく手た繰ぐってござらんなぁ」

「食べたいかい？　よしよし、じゃあ次のおみやげはソバにしてあげようね」

　気楽にそう約束して、男はさらに延々と旅の思い出を語り続ける。むっつりと押し黙ったままそれを聞いていたシェラが、やがて鍋の火を消して調合の手を止めた。

「……出来ましたわ」

「さすが僕の娘！　ダントツの一番乗りじゃないか！」

　完成品が注がれたビーカーを手に取ったセオドールが、開始前の宣言通りにそれをぐびりと呷あおる。直後、彼の口から盛大に泡が噴き出した。

「──ごぼぼッ!?」

「あら失礼、泡立草バブルグラスを入れすぎましたわね。授業と関係ない無駄話のせいで手が滑ったようです」

「ごぼぼぼ……！　い、愛いとしい娘よ！　これはとても手が滑ったという量じゃないんだが!?」

　どうにか泡を飲み込んでセオドールが言う。と、彼の背後でまた別の声が上がった。

「拙者も出来たでござる」

「!?　待てナナオ！　君がそんなに早く作れるはずが──」

「よぉし二杯目！」

　オリバーが止める間もなく、縦巻き髪ロールヘアの教師はナナオの調合した薬を一気飲みしてしまう。ごくりと喉が鳴った瞬間、その両目から噴水のように涙が噴出した。

「目が！　目がぁぁぁ！　──ナナオ、これはひどい！　泣き泣き玉葱クライオニオンのアクがまるで抜けていない！」

「むむむ？　何が違ったのでござろう？」

「すり潰した後に塩水で洗わないからだ！　工程を勝手に省略するなとあれほど言っただろう！」

　調合の不備を指摘しつつ、すぐさまビーカー一杯の中和剤を調合するオリバー。彼が差し出したそれを鼻から吸い込むと、セオドールの涙が徐々に勢いを失っていく。

「ふぅ、ふぅ……ありがとう君。こんなに号泣したのは何年振りだろう……。思ったよりもキツいぞこれ。ええと、あと何杯飲めばいいんだっけ？」

「たったの三十八杯ですわ」

「死んでしまう！」

　娘の指摘に今さらのように悲鳴を上げるセオドール。その光景をきっと睨にらみ付つけて、コーンウォリスがまたしても手を挙げた。

「お、おじさま！　私も出来ました！」

「ん？　ああ、はいはい」

　涙をハンカチで拭った男がその声に気付き、彼女のもとにつかつかと歩いていく。緊張に身を固くするコーンウォリスの前で、セオドールは完成品の薬をくいっと呷あおった。

「──うん、いい出来だね。火の通し加減は上々、材料の下処理から丁寧でムラがない。飲み味もさわやかで、店で売っていてもおかしくないくらいの仕上がりだ」

「こ、光栄ですわ！　あの、私──」

「Ａ評定。これからも頑張りなさい」

　手短に評価を口にすると、それ以上の言葉を交わすことはなく、セオドールは少女の前から去っていく。続く言葉が行き先を失い、コーンウォリスはその場に立ち尽くした。

「先生、ボクも出来ました！」

「おお、君かピート君！　これは期待が高まるぞ！」

　眼鏡の少年が呼ぶ声に応えて、セオドールはすぐさまそちらへ足を運ぶ。差し出されたビーカーの中身を懲りずに一気飲みし、数秒真顔で味わった後、男は一転して破顔した。

「おう、これまた良い出来だ！　Ｍｓミズ．コーンウォリスのものに負けていない！　この薬の出来だけで分かるよ、君はとても良く勉強しているね！」

「こ、光栄です！」

　褒められたピートが頰を紅潮させる。が、その眼前で、セオドールの顔面から徐々に明るさが失われていく。

「………………」

「……せ、先生？」

　怪け訝げんに思った少年がおそるおそる話しかける。男はその場で膝を抱えてうずくまり、かと思えばコテンと横になって低い声で呟つぶやき始はじめた。

「…………辛つらぁい……死にたぁい……」

「まずい、過剰摂取オーバードーズによる急性の鬱うつ症状だ！　早く対抗薬を飲ませないと！」

「本当に馬鹿ですの!?　どんな薬も量を過ごせば毒になるに決まっているでしょうに！」

　症状を見て取ったオリバーとシェラがすぐさま対処にかかる。が、そのふたりに先んじて、長身の少年が作業台の上で観察用のゲラゲラ茸だけを手に取った。

「薬が効きすぎたんなら、逆にキノコ食わせときゃいいんじゃねぇ？　ほれ、薄く切ったやつ」

「ちょ、ガイ!?　そんな雑な……！」

　カティが止める間もなくセオドールの口にキノコを運んでしまうガイ。されるがままに咀そ嚼しやくして飲み込むと、男の沈んでいた表情がみるみる緩んでいく。

「ケラケラケラケラ！　お空に虹がいっぱい！」

「あ、やべっ、効きすぎた」

「ガイっ！　君はその感覚と思いつきで行動する癖を何とかしろ！」

　ますます悪化した症状に頭を抱えるオリバー。それから授業に復帰するまでの数分間、男の精神は天上と地底を激しく往復するのだった。







　その後、錬金術の授業が終わって次の科目のために別の教室へ移っても、六人の間ではまださっきの出来事が話題を席巻していた。

「ほんと面白い人だったな、おまえの父ちゃん」

「もう言わないでくださいませ……。顔から火を噴きそうですわ」

　両手で顔を覆ったシェラが言う。彼女のそんな様子も他の面々には新鮮だった。

「万事が万事あの調子ですの。……自由奔放と言えば聞こえはいいですが、親としても教職としても責任意識に欠けることは否いなめません。娘として頭が痛いばかりですわ」

　はぁ、とため息をつく縦巻き髪ロールヘアの少女。彼女がその件を引きずる一方で、隣に立つ眼鏡の少年は、これから始まる魔法剣の授業に向けて緊張した面持ちでいる。

「……いよいよ総合戦か……」

「落ち着いていけ、ピート。結果を急ぐ必要はない」

　肩の力を抜かせるように声をかけるオリバー。と、いつもの大部屋に集まって整列していた彼らの前に、白いマントに身を包んだ魔法剣の師範マスター・ガーランドが姿を現した。

「始めよう。──前の時間に言った通り、今日からは呪文を交えた総合戦に入っていく。伴って、これまでは経験者と初心者を分けていたものを適宜合流させる。実力差のある相手と立ち合うことも多いだろうが、その分だけ学びの機会も増えると思ってくれ」

　そう前置きした上で、ガーランドはいつも通り全員の杖じよう剣けんに不殺の呪まじないをかける。続けて無作為に選んだ三分の一の生徒たちに試合を行うよう指示し、他はそれを見学する運びとなった。名前を呼ばれた生徒たちが次々と足を踏み出していく。

「……あ」

「──む」

　その流れで、ピートとコーンウォリスが対戦相手として向かい合った。食堂で一年最強決定戦に名乗りを上げた時の印象が強烈だったので、眼鏡の少年としてもこの相手のことは記憶している。一いつ足そく一いち杖じようの間合いで対たい峙じするふたりを眺めて、見学組のガイが声を上げた。

「ピートの相手、おまえの親戚だったよな」

「……ええ。今のピートですと、厳しい戦いになるでしょうね」

　そう言って、シェラはじっと少年の試合を見つめる。隣のオリバーもその姿勢に倣ならった。彼らのもとで特訓を始めたピートにとって、これはその教えを実践する最初の機会だ。

「一本取ってもそこで終わらず、時間いっぱい戦い続けるように。では──始め！」

　ガーランドの声が試合開始を告げる。慌てて杖じよう剣けんを構えるピートに、オリバーが外野から声を飛ばす。

「焦あせるな、ピート！　まずは一本取ることを目標に行け！」

　少しでも緊張をほぐすための激励だった。が、それを聞いたコーンウォリスのこめかみがぴくりと震える。

「まずは一本？　……舐なめられたものね、私も」

　険しい表情でそう呟つぶやいて、少女は目の前の相手に杖じよう剣けんの切っ先を向ける。

「来なさいよ、普通人上がり。──格の違いを教えてあげるわ」

　宣言するコーンウォリス。その迫力に気け圧おされまいと心を奮い立てながら、ピートは中段構えから足を踏み出し、

「──がっ!?」

　いざ斬り込もうとした瞬間、その機を完全に捉えた相手の刺突が胸に突き刺さった。衝撃で仰向けに倒れ込むピート。その姿を冷たく見下ろして、コーンウォリスは容赦なく告げる。

「立ちなさい。まだまだ時間は残っているわ」

　促されたピートが歯を食いしばって立ち上がる。構えを取り直し、悠然と待ち受ける敵へ、彼は再び斬り込んだ。

「はぁっ！」

　手首を狙った斬撃が巧みな受けによって逸そらされる。初撃をカウンターで迎え撃った先ほどとは打って変わって、今回のコーンウォリスは受けに回った。ピートが矢継ぎ早に繰り出す攻撃をことごとく受け流しながら、彼女はふんと鼻を鳴らす。

「……手足の動きがバラバラ。初心者にしてもひどいわね、あなた。センスの欠片かけらも見当たらない」

　そう言って、彼女は刺突を躱かわしざまに相手の足を払った。それで体勢を崩されて、勢い余った少年が盛大に転倒する。むきになって立ち上がる彼に、見かねた外野のガイから声が飛んだ。

「ピート、冷静になれって！　総合戦だぞこれ！」

「──っ！」

　言われたピートがはっと我に返る。──そう、これは呪文ありの総合戦なのだ。剣の間合いで戦い続ける必要はない。

　戦いの方針を変えて一旦距離を取り直すピート。それを見たコーンウォリスが呆あきれたようにため息をつく。

「馬鹿ね。……呪文戦なら勝ち目があるとでも思うの？」

　間合いを開けて対たい峙じする両者。短いにらみ合いの末、ピートの側から口火を切った。

「雷光疾りてトニトウルス！」

　詠唱を経て電撃呪文が放たれた。勝ちを狙う彼の意思を表すように、初撃から続けざまに二発、三発。が──コーンウォリスは眉ひとつ動かさない。最低限の横の動きと対抗属性をまとわせた杖じよう剣けんで、少しの危うげもなく電撃を躱かわし続つづける。

「それで狙ってるつもりなの？　──雷光疾りてトニトウルス！」

　回避とまったく同時に呪文を撃ち放つ。がむしゃらな攻勢の合間を縫って、それはピートの体を容赦なく貫いた。

「あ──がぁ……！」

「ピートっ！」

　衝撃に倒れるピートの姿にカティが叫ぶ。今度はすぐには立ち上がれなかった。痺しびれた手足が動かず床の上でもがく少年に、コーンウォリスが冷然と声を飛ばす。

「分かったでしょう、これが私とあなたの差。──何が全巻読みました、よ。ちょっと褒められたくらいでいい気にならないで！」

　怒りの滲にじむ言葉が少女の口を突いて出る。外野でそれを聞いたガイが訝いぶかしげに眉根を寄せた。

「……？　あいつ、何を怒ってんだ？」

「分かんない。ピートとはろくに話したこともないはずだけど……」

「…………」

　不可解そうにするカティの隣で、シェラはじっと試合を見守り続ける。やがて回復したピートがどうにか立ち上がったが、その先の展開もさっきまでと変わりはなかった。剣と呪文で懸命に挑みかかるピートを、コーンウォリスの隔絶した技量が容赦なく打ちのめしていく。

「またやられた……！　見てられないよ、こんなの！　まだ終わらないの!?」

「いや。待つんだ、カティ」

　オリバーが声を上げた。放っておけば試合に割って入りかねない巻き毛の少女を、彼は肩を摑つかんで引き留める。

「本人は諦めていない。それに……やられっ放しとも限らない」

「え？」

「Ｍｓミズ．コーンウォリスはピートを侮あなどっている。それが付け目だ」

　じっと試合を見守りながら告げる。そう、彼とシェラだけは気付いていた。手も足も出ないままいいようにあしらわれるピートが、その瞳の奥に燃やし続ける執念を。

「懲りないわね。弱っちいくせに……！」

　同じ流れの繰り返しに辟へき易えきしたようにコーンウォリスが吐き捨てる。自分の立つそこがまだ呪文戦の間合いだと思っている彼女へ向かって、ピートは全力で床を蹴った。

「やぁッ！」

「──ッ!?」

　相手の予想を裏切るタイミングで疾駆する少年。コーンウォリスが即座に電撃呪文で迎え撃つが、それはピートを捉えずその頭上を掠めて過ぎ去った。踏み込みと同時に、彼が思いきり前のめりになったことによって。

　危険を察したコーンウォリスがとっさの判断で後退する。ほぼ転倒に近い体勢から右手を突いて体を支えて、ピートはそこへ追撃の刺突を繰り出した。

「──ッ──」「……くッ……！」

　コーンウォリスの目が見開き、胸の一インチ先で止まった杖じよう剣けんの切っ先を見つめる。ピートの声が悔しさに震えた。──敵の体まで、あとわずか及ばなかった。

「『勇の一突』か。……惜しかったな、今のは」

　オリバーが呟つぶやく。──リゼット流魔法剣「勇の一突」。大胆な前傾によって間合いの予測を裏切る奇襲である。それを教えた本人であるシェラも、彼の隣でうなずいた。

「ええ……。さすがのＭｓミズ．コーンウォリスも、この時点でピートが『際きわの攻防』に懸けてくるとは思わなかったはずです。が……ほんの一歩、踏み込みの鋭さが及びませんでしたわね」

　ふたりもまた悔しさを嚙かみしめる。やむなく間合いを取り直したピートの前で、重い沈黙の後、コーンウォリスがぼそりと口を開いた。

「……ミシェーラの入れ知恵？」

「…………」

　問われたピートが押し黙る。その沈黙を肯定と受け止めて、少女は口元を怒りに歪ゆがめた。

「……本当にむかつくわ、あんたたち……！」







「──時間だ。それまで！」

　さらに数分後。大きく響き渡ったガーランドの声によって、彼らの試合は終わりを迎えた。

「……ハァ……ハァ……」

「よく頑張ったな、ピート」

　息も絶え絶えに戻ってきた少年を迎えて、オリバーはその肩を叩たたく。ピートは唇を嚙かんでうつむいた。

「……一本も、取れなかった……！」

　その言葉と一緒に、両目から大粒の涙がぼろぼろと零れる。オリバーはうなずき、シェラは優しく微ほほ笑えんだ。──その涙こそ、彼が最後の一瞬まで勝負を捨てなかったことの証あかしだった。

「落ち込むことはありません。また次がありますわ」

「ああ。……それに、相手も強かった」

　そう付け加えて、オリバーは試合場を挟んだ向こう側へ目を向ける。そこでコーンウォリスが苛いら立だたしげに足踏みしていた。彼女がフェイと呼んだ少年と並んで、その視線もまたじっと彼らを見返している。

「最強決定戦に出てくるだけはあるな。……Ｍｓミズ．コーンウォリス。油断できない相手だ」

　見て取った実力を率直に評する。そんな彼の隣で、シェラはずっと複雑な面持ちでいた。







　翌々日の夜。夕食を終えた生徒たちが寮へ帰っていった後、オリバーたち六人は約束通りに校舎へ残っていた。

「──さて、全員揃そろいましたわね」

　シェラの合図でそれぞれが研ぎの呪文を唱え、それが済んだところで、目の前の姿見から迷宮の中へと侵入する。全員が通路へと降り立ち、ガイがきょろきょろと周りを眺めた。

「……何気に初めてだな、この六人だけで迷宮を探索するのって。ちょっと緊張してきたぜ」

「大丈夫大丈夫！　みんながいれば怖いものなし！」

　明るい声で言ってのけるカティ。が、そこにオリバーが声を挟む。

「勢い付いているところに水を差すようで悪いが……率直に言って、迷宮の中は怖いものだらけだ。道迷いによる遭難、魔獣の襲撃、罠わなにかかっての負傷、他の生徒との衝突。リスクを数え上げればキリがない」

「うっ」

「第一層で特に多いのは一つ目と四つ目ですわね。浅い層だけに生徒も大勢たむろしています。あたくしも以前に経験しましたが、ガラの悪い上級生に絡からまれると厄介ですわよ」

「ううっ」

　シェラと共にカティの勇み足を宥なだめつつ、オリバーは迷宮内での立ち回りを口にする。

「先頭は俺とナナオで務めて、最後尾をシェラが守る。間の三人はなるべくばらけずに三角形の隊列を維持してくれ。大げさに感じるかもしれないが、この布陣ならどの方向に対しても守りが固い」

「分かった。……万一、誰かがはぐれた場合は？」

「無闇に動き回らず、はぐれた場所の近くに身を潜めて待つこと。必ず見つけ出して合流する」

　ピートがうなずき、全員でオリバーが言った通りの布陣を組んでいく。それが済んだところでナナオが声を上げた。

「全員、腹は据わったようでござるな。──では、いざ参らん！」

　六人の足が通路を踏み出す。と、最後尾のシェラが、先頭を行く東方エイジアの少女が背中に一本の箒ほうきを差しているのを見つめた。

「ナナオ、箒ほうきを連れて来ましたのね。第一層だと飛べる場所は少ないと思いますが──」

「構わぬでござる。知り合ったばかりのこやつと、まずは同じ時間を過ごしたいと思った次第である故」

　にっと笑って箒ほうきの柄を握ってみせるナナオ。彼女らしい考え方だとオリバーも微ほほ笑えむ。

　一方で、列の半ばを歩いていたカティが、隣を歩く眼鏡の少年をじっと見つめた。

「……あれ？　ピート、今日は男の子なんだね」

「なっ──なんで分かるんだよ!?」

　見抜かれたピートがぎょっとして後ずさる。巻き毛の少女は顎に手を当てて答えた。

「えっと、全体の雰囲気……？　今日は落ち着いてるから、たぶんそうだろうなって」

　むむ、と唸うなるピート。両極往来体質リバーシに覚醒してしまった彼は、自己調整セルフコントロールを身に付けるまでの間、男女両方の性別を不定期に行き来することになる。同室のオリバーはもちろん、彼が「男の子の日」であることを朝から知っていた。

「目的地までの案内はカティ、君に任せる。最初の道順は？」

「えっと──まずは右にまっすぐ。三つ目の分岐を左、かな」

　案内を求められたカティが道順を口にする。しばらくその通りに進んでいた六人だったが、ふいにその前を小さな生き物の集団が横切った。丸々とした体に小さな手足を持つ動物だ。

「あっ、玉たま鼠ねずみの群れ……！」

「はいストップ。動物観察はまたの機会にな」

　群れの後を追おうとした少女の襟首を、ガイの突き出した手ががっしりと摑つかみ止とめる。口く惜やしげなカティを横目に、オリバーが解説を加えた。

「第一層の魔法生物は小型で臆病なものが多い。が、油断していると思わぬ痛手を受けることもある。例えば、こんな隙間なんかは──」

　彼が杖じよう剣けんを抜いて壁の隙間にそれを突っ込むと、即座に大きな鋏はさみが刀身に食いついてきた。そのまま杖じよう剣けんを引っ張り、中に巣食っていた中型犬ほどもある甲殻類を引きずり出す。

「──やはり岩陰蟹クラツククラブの住すみ処かだったか。こいつの鋏はさみは強力で、うっかり手を突っ込むと指くらいは簡単に千切られる。狭くて暗い場所にはくれぐれも注意してくれ」

「ほう……美う味まそうな大おお蟹がににござるな」

「お、分かるかナナオ。こいつは活いきのいいのを塩しお茹ゆでにするとたまらんぜ」

「こら、いきなり食い気に走らないの！　オリバーも早く戻してあげて！」

　カティに言われるまま岩陰蟹クラツククラブを棲すみ家かに戻し、六人は再び迷宮を歩き始める。ガイがふと思い出したように口を開いた。

「そういや、キンバリーには迷宮美食部とかいう部活もあったよな。ここで採れる生き物を料理してひたすら美食を追求してるらしいぜ。ちょっと興味湧かねぇ？」

「湧かない！　どうせ犬人コボルドのソテーとかトロールのシチューとか、そんなのばっかり作ってるんでしょ！」

　疑問の余地などないとばかりに少女は言い切り、隣を歩くピートがくんくんと鼻を鳴らす。

「……そんな話をしてるせいか？　なんか良いい匂いが漂ってくるような」

「いえ、あたくしも感じますわ。……何かが焼ける香ばしい香りですわね」

　同じ匂いに気付いたシェラも訝いぶかしげに声を上げる。彼らが不思議に思いながら曲がり角を折れると、そこに全ての原因があった。

「……んが」「なんだ、一年生か？」

　多くの顔が一斉に振り向く。通路の合間に設けられたちょっとした広場状のスペースには、十人ばかりの生徒たちが火を囲んで座っていた。顔ぶれは半数が一年生で、もう半分が二～四年生といったところ。無言で通り過ぎるのも気が引けて、オリバーが遠慮がちに尋ねる。

「……こんばんは。ええと、これは一体……」

「迷宮美食部、新入部員歓迎バーベキューさ！　君たちも混じっていくかい!?」

　最年長と見える男子生徒が立ち上がって六人を手招きする。と、通路の奥側からまた別の生徒が走ってきた。両手に赤黒い不気味な何かを持って。

「先輩、でっかいヒルが取れました！　食えますかこれ！」

「チャレンジャーだな新入り！　いいぞ、とりあえず焼いてみろ！」

「先輩、ヤバいです！　なんか目が霞かすんできました！　やっぱりさっきのキノコでしょうか！」

「はははは！　ほら、解げ毒どく薬やくも飲め！　そのまんまだと普通に血ィ吐いて死ぬぞ！」

　危うい話題で談笑しながらバーベキューを続ける迷宮美食部の部員たち。オリバーが目礼して口を開いた。

「……お邪魔しました。では、ごゆっくり」

　そそくさと広場の隅を抜けて立ち去っていく六人。曲がり角を折れ、喋しやべり声ごえが遠くなったところで、カティがやっと口を開く。

「──やっぱりゲテモノ好きの集まりじゃない！」

「いいじゃねぇか別に！　購買の運試しランダムドリンクだって似たようなもんだろ！」

　言い争うカティとガイを尻目に、縦巻き髪ロールヘアの少女はちらりと背後へ視線を向ける。

「迷宮食の是非はさておき……あたくしたちを誘ってきたあの方、有名人ですわよ」

「ああ、やはりそうか。あの人が噂うわさに聞く『生還者サバイバー』ケビン＝ウォーカーだな」

　納得してうなずくオリバー。それを聞いたガイが血相を変えて振り向いた。

「マジか……!?　ミスった、もっと話しときゃよかった！」

「？　何それ。なんかすごい人なの？」

「それはもう。迷宮の深層で半年に亘って行方不明になり、学校のほうで死亡と判断。すでに葬儀まで挙げていたというのに、その後で生還したという逸話の持ち主ですから」

「ここで半年？　噓うそだろ、しぶといにも程があるぞ……」

「本来なら今年卒業のところをそれで一年留年しているらしいから、今は六年生ということになる。何を食べさせられるかは不安だが、バーベキューに参加するのも面白かったかもしれないな」

　半ば冗談、半ば本気でオリバーは言う。カティが激しく首を横に振るが、その隣ではシェラが後ろ髪を引かれていた。

「確かに、ずいぶんと賑にぎやかで楽しそうでしたわね。……ばーべきゅー、と言うのですか？　あれは」

「？　シェラ、君はやったことがないのか？」

「ええ、恥ずかしながら……。厨ちゆう房ぼう以外で何かを調理して食べる、ということ自体が実家では滅多にありませんでしたから」

「そりゃ勿もつ体たいねぇな、じゃあ今度やろうぜ。工房ならそのくらいは出来るだろ？」

「やるのはいいけど、食材はちゃんとしたものを用意してね。迷宮で現地調達とか絶対禁止」

　強い口調でカティが釘くぎを刺す。と、ふいに彼らの足取りが止まった。目の前に続く細い一本道の通路──その床、天井、壁をことごとく這はい回まわる、巨大ななめくじの姿によって。

「うぇっ、スラッグの巣窟じゃねぇか！　おい、ここは避けて通るんだよな？」

「え、なんで？　人に危害なんて加えないよ？　この子たち」

　きょとんとした顔で言い、巻き毛の少女はあっさりと通路へ踏み入っていく。靴底が粘液をぐちゃりと踏みしめた。

「はい、ちょっと通してー。ごめんねー」

　進路上のスラッグを優しく、しかし大胆に押しのけながら、カティはどんどん先へ進んでいく。他の五人が呆あつ気けに取られて見守る中、彼女はあっという間に通路を抜けた。

「ほら、道が出来たよ！　すぐに塞がっちゃうから、みんな早く通ってきて！」

　自分で踏破した道を指示しながら少女が叫ぶ。そうなると躊躇ためらってばかりもいられず、残る五人も次々と通路へ身を投じた。その間もスラッグたちが危害を加えてくることはなく、彼らはカティのもとまでまっすぐ辿たどり着つく。

「ね、簡単だったでしょ？」

「……ズボンの裾が生臭くなったこと以外はな」

　粘液で濡ぬれたズボンを見下ろしながらガイが言う。それを聞き流しつつ、カティが視線を通路の足元に落とした。

「繁殖期なんだね、あの子たち。よく見たら幼生もいるよ。ほら、これ。ちっちゃくて可か愛わいいよね！」

「うぉっ、手に載せるんじゃねぇ！　早く床に戻せそれ！」

　少女が差し出してきたスラッグの幼生にガイがのけ反ぞる。そこでふと違和感を覚えて、オリバーが口を開いた。

「……なぁ、カティ。気のせいかもしれないんだが……このルート、一層にしてはやけに魔法生物との遭遇が多くないか？」

「そ、そう？　こんなものじゃない？」

　途端に目を泳がせる巻き毛の少女。その反応にピンときたガイが眉間にシワを寄せる。

「……オマエ……まさかとは思うけど、わざとそういうルートを選んでないだろうな？　ミリガン先輩に迷宮内の生物分布を聞くとかして……」

「は、ははは。まっさかー」

　棒読みの返事をしながら再び歩き始めるカティ。仲間たちの視線が背中に集中し、その圧力に耐えかねたように、やがてぽつりと言葉を漏らす。

「……でもさ。みんなも、どうせなら道中は賑にぎやかなほうが楽しいよね？」

「やっぱ確信犯かてめぇ！」

「……。……まぁ、無事に着くなら文句はないが……」

　諦めのため息をついて歩き出すオリバー。それからさらに二十分ほども進むと、六人は再び一本道に差し掛かる。カティがそこで声を上げた。

「あ、待って。ここはちょーっとだけ危険かも」

「……待ておい。危険って具体的には？」

　嫌な予感を覚えたガイが尋ねる。それに答えることはせず、巻き毛の少女は手荷物の中から毛糸玉を取り出し、それを通路の奥へ向かってひょいと投げ込んだ。途端──あらゆる角度から飛来した針が、毛糸玉をハリネズミに変える。

「……あんな感じ」

「どこがちょっとだ！　迂う闊かつに歩いてたらハリネズミじゃねぇか！」

　叫ぶガイを横目に、オリバーが通路の中を慎重に覗のぞき込こむ。よくよく観察すると、壁・床・天井の全てに、小指の先ほどの小さな穴が無数に空いているのが見て取れた。先ほど毛糸玉を貫いた針は全てそれらから射出されたものだ。

「罠……ではないな。弓貝の群生地か」

「うん……。でも、針のサイズは小さいし、人間くらいの生き物はあれじゃ死なないよ。ちょっとものすごく痛いかもだけど、それだけ」

「ちょっとものすごく痛い時点でボクは嫌だぞ。……どうやって渡るんだ、ここ」

　至極当然の懸念をピートが口にする。その前に、カティが自信満々で歩み出た。

「わたしにお任せ。この子たちはね、特定のお香を焚たけばすぐに眠っちゃうの」

　言いつつ、手荷物から取り出した香炉を床に置いて、火炎呪文でそれに火を入れる。煙が立ち始めたところで、彼女はさらに起風呪文を使って、その煙を通路の奥へと導いた。

「はい、これでよし。このまま五分くらい待ってね」

　風の呪文で気流を調整しながらカティが言う。彼女がきちんと対策を用意していたことに安心して、残る五人が頃合いを待っていると──数分経たった頃、ふいにナナオが背後を振り向く。

「……？　何やら、後ろから妙な音が近付いて来るような」

　自分たちが通ってきた通路の奥をじっと見据える東方エイジアの少女。釣つられて同じ方向へ視線を向けたオリバーが、何かが高圧で噴き出す音と、真っ白に煙り始める空間を目にした。

「まずい──罠トラツプだ」

　固い声でオリバーが口にする。──壁の隙間から水蒸気が噴出し、それが急速に近付いて来ている。通路を白く煙らせて見えるのが湯気だとすれば、相当な高温であることは疑いがない。

「皆、全力で走りなさい！　追い付かれるとひどいことになりますわよ！」

　危険を察したシェラが仲間たちへ促す。それを聞いたカティがぎょっとした。

「え!?　ちょ、待って！　お香の効果がまだ……！」

「躊躇ためらっている暇はない！　行けっ！」

　オリバーの声に重ねて背中を押され、六人が一斉に通路を走り出す。大おお火傷やけど必至の蒸気を全身に浴びるのが嫌なら選択の余地はない。そのまま三十秒ほども全力疾走で迷宮を駆け抜けていき──蒸気の噴出音が聞こえなくなったところで、彼らはやっと足を止めて振り返る。

「はーっ、はーっ……な、なんとか凌しのいだね。あー怖かった……」

「……おまえは、な……」

　カティの安あん堵どに続いて、ガイの口から震え声が漏れる。五人がはっとして彼を振り向き、

「……どうしてくれるんだ、この尻ケツ……」

「うわっ」

　目にした光景にピートが悲鳴を漏らし、他の四人も一斉に息を吞のむ。──尻に数十本の針を突き刺した無残な姿で、長身の少年がそこに立ち尽くしていたのだった。







　十分後。オリバーの処置によって全ての針が取り除かれ、さらに治癒呪文を施されたことで、ガイの尻の傷はすっかり癒やされた。

「カティ───っ！　おまえってやつは───っ！」

「ごめんなひゃいーっ！　ゆるひてーっ！」

　が、当然ながら、受けた痛みまでなかったことにはならず──ガイの怒りを一身に受け、案内役のカティがほっぺを両手でつねられている。さすがにそれを止めようとはせず、オリバーとシェラは並んでため息をついた。

「ひとりでは動かない罠わなも、大人数で通ると作動することがある。……ガイには気の毒だが、ひとつ学んだと思っておこう」

「ですわね。……それにしても、ガイの通った場所だけお香が効いていなかったのは不運でしたわ」

　教訓を胸に刻むふたり。と、そうこうしているうちに、お仕置きタイムを終えたガイがカティを解放した。腰に手を当てて仁王立ちし、長身の少年は鼻を鳴らす。

「ふー……。よーし、この辺で許してやる。でもな、おれの尻ケツの犠牲にかけて、ここから先はちゃんと案内しろよ。絶対だぞ！」

「うぅ、がんばる……」

　ヒリヒリするほっぺに涙目になりながら、巻き毛の少女が迷宮の案内を再開する。その後に続きつつオリバーが口を開いた。

「とはいえ、もうかなり進んできたはずだ。そろそろ着くんじゃないか？」

「う、うん、あと少し。たぶんこの坂を下れば──」

　手の中の地図を覗のぞき込こみ、自信なさげにカティが言う。が、通路の半ばに差し掛かったところで唐突に足を止めた。

「あ、ここ！　いわし……じゃなくて、ニシンの頭カプターレツク！」

　少女が唱えた呪文に応じて、壁を形成するブロックが次々と組み変わっていく。数秒を経てそこに出来上がった入口にカティが飛び込み、五人がその後に続く。

「みんなお疲れ！　さ、入って！　わたしたちの秘密基地だよ！」

　到着を喜んで飛び跳ねる巻き毛の少女。彼女が白はく杖じようを振ると天井に設置された鉱石ランプが光を灯ともし──その下に広がった光景を目にして、仲間たちが感心の声を上げた。

「──ああ。いいな、これは」

　第一声にオリバーがそう口にする。床面積は横が十ヤード、奥行きが十五ヤードほど。床から天井までの高さは三ヤード強あり、全体的な広さは寮で起居する二人部屋の二倍ほど。奥には炉と竈かまどが備え付けてあり、周りの戸棚には魔法薬の作成に用いる鍋釜などの道具類が所狭しと並んでいた。また、向かって左側の壁にひとつ、右側にふたつ、それぞれドアがある。

「モノも結構揃そろってるじゃねぇか。でも、六人で使うにはちょっと狭いかね？」

「ふふふ、そう思うでしょ？　でも心配ご無用」

　にやにやと笑いながらカティが部屋の中を進み、向かって左側のドアを開ける。そのまま暗闇の空間へと足を踏み入れた。

「メインの部屋はこっちなの。明かりを点つけて、と──」

　さっきと同じように天井に向かって白はく杖じようをひと振り。途端に特大の鉱石ランプが光り輝き、暗い空間を一気に照らし上げる。そうして彼らの目の前に広がったのは──なんと、さっきの部屋を軽く十倍する広さの室内だった。ピートが呆あつ気けに取られて高い天井を見上げる。

「──なんだこれ、すごく広いじゃないか。ここもボクたちが使っていいのか？」

「もちろん！　ミリガン先輩曰いわく、迷宮一層の工房としてはかなり上等な部類らしいよ！」

　自慢げに言ってのけるカティ。その声の反響が空間の大きさを強調する。それからしばらく室内を歩き回り、大まかなチェックを済ませたシェラが口を開いた。

「確かに、その言葉に偽りはありませんわね。……水場も炉も窯も完備してあり、しかも全てにしっかりと精霊が居着いています。これなら明日からでも工房として動かせますわよ」

「尻ケツに針を刺した甲か斐いはあったってわけか」

　苦笑気味に自分の尻をさすり、ガイは声を張り上げた。

「よーし、さっそく間取りを話し合おうぜ！　おれの花壇はどこに置けばいい？」

「焦あせらない焦あせらない、みんなの希望を聞きながら紙に書いていこうよ。わたしは生き物の飼育でしょ、ガイは植物の生育でしょ。他のみんなはここで何がしたいとかある？」

　そう言って、カティは手荷物から取り出したメモ帳にペンを走らせ始める。希望を訊きかれた五人が顔を見合わせた。まずは基本を押さえようと思い立ち、オリバーが口を開く。

「……俺は当分、迷宮探索の拠点としてここを使わせてもらうことになるだろうな。避難所としての機能の充実を優先させたい。さしあたり人数分の寝床は用意したいと思うが」

「ほう、ここに寝泊まりすると？　それは心躍る話でござるな」

「お、分かるかナナオ。それが秘密基地ってもんだ。おれも久しぶりに燃えてきたな……よし、周りに罠わなとか仕掛けようぜ！　やっぱ基地は守りを固めてナンボだ！」

「尻にざっくり刺さるヤツをか？」

「ピート、てめぇ！」

　からかわれたガイがピートを捕まえようとし、眼鏡の少年がその手を逃れて走り出す。広い室内で追いかけっこを始めたふたりを見つめながら、シェラがふと笑みをこぼした。

「……ふふふっ」

「？　どうした、シェラ」

「いえ──なんだか、わけもなく楽しくて。不思議です。初めてですわ、こんな気持ち」

　楽しさと困惑が入り混じるシェラの表情。その様子を横目に、カティがぽつりと口を開く。

「……色々話し合ってたら遅くなると思うし、もう時間も遅いし。みんなが良ければ、今日はここに泊まっていこうと思うんだけど……どうかな？」

　反対の声は誰からも上がらず。そうして彼らは、秘密基地で最初の一夜を過ごすことになった。







　迷宮で夜を越すことが決まると、ここまでずっと歩き詰めだったこともあり、六人とも空腹が気になり始めた。携行食の類は全員が持ってきていたが、秘密基地で最初に取る食事がそれというのは余りに味気ない──ガイのその意見に全員が賛同し、結果、彼らは拠点を出て「買い出し」に向かうことになったのだった。

「……本当に見つかるの？　迷宮の中でお店なんて」

　再びオリバーとナナオを先頭に、出発時と同じ布陣を組んで迷宮を歩きながら、半信半疑の面持ちでカティが言う。

　ミリガンから譲り受けた拠点がそうであるように、迷宮の中には非公認の工房が乱立している。多数の生徒が長い時間をここで過ごす──つまり生活の場となる以上、そこには多くの需要が生まれ、それに応えた商品が販売され始めるのもまた必然の流れ。彼らが探しているのは、そうした「店」だった。

「見つからなけりゃ、その時は迷宮美食部の真ま似ねをすりゃいいだけだな」

「絶対見つけてやる！」

　魔物を食卓に並べさせてなるものかと、カティは目を皿にして周りを見渡す。オリバーは苦笑した。仮に「店」が見つかっても、そこで売られている商品が迷こ宮この魔法生物由来のものという可能性は大いにあるのだが──今のところ、彼女はそこまで気が回っていないらしい。

「ん──あれは」

　そのまましばらく拠点の付近を探索していると、横幅の広い通路の奥に人影が見えた。さらに近付いていくと、足元に敷いた布の上に様々な物品が所狭しと置かれているのが目に入る。六人が相手の顔を認識すると同時に、人影のほうも彼らに向き直った。

「──おー？　いらっしゃっせー。珍しーわな、全員一年生のお客さんってのは」

　独特のイントネーションで声がかかった。大きな口が印象的な上級生の女生徒だ。制服は見る影もなく着崩しているが、肩に羽織ったローブの裏地の布の色から、辛かろうじて三年生のものだと分かる。オリバーたちの顔ぶれをじろじろと見渡して、彼女はさらに話しかけてくる。

「いかんでよー、早いうちから夜遊びに慣れちまうのは。感覚がマヒしちまう。──つっても、うっちも客を選ぶような商売はしてねぇけどな！　にははは、さぁさぁ何をお求めでよ！」

　説教が始まるかと思いきや、それはすぐに切り上げて商売人の空気を漂わせる。彼女の足元に並べて置かれた商品をしゃがんで検あらためながら、カティが感心の声を上げた。

「すごい、本当に迷宮の中でお店をやってるんだ……。これ、商品はどうしてるんですか？」

「そりゃおめー、運び込むか迷こ宮こで作るかしかねーわな。痒かゆみ止どめの軟なん膏こうひとつ取っても、ここまで潜れば校舎の三倍の値段で売れるんさ。うっちも体の張はり甲が斐いがあるってもんでよ」

　そう言って、にはは、と独特の笑い方をする。床に並んだ商品は魔法薬が中心のようだが、店主の背後に商品を積んだ大きな籠があることに気付いて、オリバーが口を開いた。

「食材は何がありますか？」

「色々あるでよ。とりあえず腹膨れりゃＯＫ？　それともレッツパーリィ？」

「その中間くらい、ですかね。美お味いしく食べられれば嬉しいんですが」

　彼が要望を出すと、店主の生徒はすぐさま振り向いて背後の大籠を漁あさり始はじめた。山と積まれた商品の中から青菜、根菜、きのこ、肉の塊などが次々と取り出され、それらがどかどかと六人の前に置かれる。

「もってけ。初めてのお客さんだから大サービス、六人前三千ベルクぽっきりで売ったるでよ」

「え──この量を？」

　意表を突かれたオリバーが目を丸くする。場所が場所だけにふっかけられることも覚悟していたのだが、提示された値段は至って良心的だ。彼の困惑を察して、店主の生徒がにやりと笑う。

「一年も半ばの時期からここまで潜ろうってぇ無謀さが気に入ったわな。ぜひ生き残ってウチの常連になって欲しいでよ」

　いささか物騒な表現で後輩たちを激励する。オリバーが感謝を述べようとすると、それに先んじて言葉を続けた。

「ま、そうならなかった場合も、そん時はうっちの店に新鮮なお肉として並ぶだけでよ。どっちに転んでもうっちは損をせんのさ」

　ナナオを除く五人の顔が一斉にこわばる。その雰囲気さえも店主は笑い飛ばした。

「にははは、ジョークジョーク！　ほれ、飲みもんもおまけしたるでよ！」







　予想外の順調さで食材を手に入れて六人は拠点に戻り、今度はそれを調理する段となった。

「……これ、何のお肉だと思う？」

「たぶん羊だな。筋の具合から見て、少なくとも亜人種ってことはねぇから安心しろ」

　赤身肉の塊をじっと見つめて尋ねるカティに、隣で同様にきのこ類をチェックしていたガイがそう答える。野食の経験が豊かな彼に、食材の安全確認はもっぱら任されていた。

「さーて、何を作るかね。これだけありゃ結構なご馳ち走そうになるぜ」

「え──ガイ、料理できるの？」

「こじゃれたもんは期待すんなよ。その分、味のほうは信頼してくれていいけどな」

　そう言って立ち上がり、腕まくりして台所に立つ長身の少年。かと思えば、彼の隣に薄く笑みを浮かべてカティが並ぶ。

「その言葉……わたしへの挑戦と受け取っていいんだね？」

「お、なんだ？　やるか？　勝負か？」

　面白がって言い返したガイとの間で視線が火花を散らし、それから数秒後──部屋に備え付けの刃物を手にしたふたりが猛然と食材の下処理に取り掛かる。その様子を後ろで見ていたオリバーが苦笑した。

「……俺たちがいても邪魔になりそうだな。ナナオ、食事前に少し稽古をしないか？」

「拙者から言い出そうと思ってござった」

　即座にうなずきが返り、ふたりは連れだって大部屋へと足を向ける。それを見たシェラが残る眼鏡の少年に声をかけた。

「でしたらピート、あたくしたちは授業の復習でもいたしましょうか。今日の呪文学では苦労している様子でしたわね？」

「う……わ、分かった。頼む」







　大部屋の中央で差し向かいに立つと、オリバーは第一声に問いかけた。

「さて。……まず確認するが。あれから再現は出来たか？」

　何を、とは口にするまでもない。ナナオは首を横に振ってみせ、その返答に少年は腕を組む。

「そうか。……不思議なものだな。あれは決して、まぐれで出来るような技ではないはずなんだが」

「前にも尋ね申したが、オリバーの過大評価ということはござらぬか？」

「ないな。俺が見誤ることは有り得ても、それなら石蛇バジリスクの魔眼は破れていない」

　きっぱりと言い切るオリバー。あれとはつまり、ヴェラ＝ミリガンとの戦いでナナオが繰り出した決着の一いつ閃せん──七つ目の魔剣のことだ。

　彼女がそれを為なしたという事実は、まだ仲間たちにも話していないふたりだけの秘密だ。魔法剣の授業でガーランドも話した通り、魔剣の使い手がそれを誇示することはまずない。そうした常識に疎うといナナオがうっかり口を滑らせないよう、オリバーは事件の直後から彼女へ入念に言い含めてあった。

「何にしても──その件に関しては、純粋に君が思い出すのを待つしかない。大いに期待しておくとして、今は呪文の訓練に力を注ごう」

　確認が済んだところで、オリバーはすぐに話を次へ移す。──彼女の魔剣については、本当の意味で何の助言のしようもない。成したのがナナオなら、再現しうるのも彼女だけだからだ。

　余人には介入のしようがない次元の問題はさておき、ひとりの魔法使いとして、東方エイジアの少女にはもっと基本的な課題が山積みになっている。その筆頭が呪文の扱いだ。いつものようにそれを教えようとするオリバーに、ナナオは苦笑を浮かべてみせる。

「やはりそちらでござるか。もちろんやるでござるが……その前にちょこっとだけ剣を合わせ申さぬか？」

「ダメだ。一年生最強決定戦に出ている以上、呪文戦への対応も最低限覚えてもらう。それは君の身の安全のためでもあるし、魔法使いとしてここに在籍する上でのマナーとも言える」

「むぅ、確かに。それは承知してござる」

　厳しく窘たしなめるオリバーに、ナナオも神妙な面持ちでうなずく。──何も呪文の練習をサボりたいわけではなく、彼女は単に、目の前の相手と剣を交えたくてたまらないのだ。その思いを察しつつ、少年はふっと微わ笑らって腰から白はく杖じようを抜く。

「心配しなくても、魔法が散らずに飛ぶようにはなってきている。戦いに使えるレベルまであと少しだ。それが成って剣の技術と交わり融とけ合あう──君をその段階まで導くことが、教師としての俺の仕事だと思っている」

　白はく杖じようを抜いたナナオの表情が、その言葉を受けてふと曇った。

「さすると……その水準に達した後は、もう拙者に魔法を教えてはくれぬのでござるか？」

　一転して寂しげな瞳を向けてくる少女に、オリバーは首を横に振ってみせる。

「今までと同じように、何か訊きかれれば普通に答えるさ。ただ──そこからは名実共に、君と俺は対等の魔法使い同士になる。そういうことだ」

　少年は言った──相手の目をじっと見つめて。途端、少女が白はく杖じようを握る手に力がこもった。

「それは──滾たぎるでござるな」







　そのまま呪文の練習を続けていた彼らに、小一時間ほど経過したところでシェラから声がかかった。ふたりが杖つえを収めてリビングに戻ると、果たしてそこには、カティとガイが出来上がった料理の傍かたわらに仁王立ちで待ち受けていた。

「さぁ、完成だよ！　どう!?」

「好きに食え！　ただし熱いうちにな！」

　ふたりの声に促されて、オリバーたちも続々とテーブルに着く。──主食の黒パンを除いて、並んでいる料理は二品。一方は大鍋に入ったトマトベースと見える煮込み料理で、こちらはカティの手になる一品。もう一方は、大皿に載ったローストした肉野菜に濃い茶色のソースをかけたもので、こちらがガイの作った料理だ。

「これは……どちらも美う味まそうだな」

「いただきましょう。では──迷宮で過ごす、あたくしたちの最初の夜に！」

　縦巻き髪ロールヘアの少女の声に合わせて、六人が発泡リンゴ水サイダーの注がれた杯を一斉に打ち合わせる。リンゴを発酵させて作る酒の一種だが、含まれているアルコールが微量のため、迷宮内では年齢の区別なくこれが嗜たしなまれる。果汁の甘みと炭酸の刺激が、彼らの渇いた喉を心地よく滑り落ちていった。

　喉が潤うと、今度はいよいよ料理に手が伸びる。カティとガイが真剣に見つめる中、残る四人はふたつの料理をそれぞれ口にしていき──味を吟味する沈黙が数分ほど続いた後で、オリバーがぽつりと口を開く。

「……どちらも美う味まい。が、その上で、あえて勝ち負けを決めろと言うなら──」

　肉野菜が載った大皿のほうへ視線を向ける少年。シェラもうなずき、言葉を続けた。

「ガイのほうが一枚上手、ですわね。カティの料理もよく出来ているのですが、こちらはあたくしの知らない美お味いしさですわ。……あの、お代わりをいただけますこと？」

　と、遠慮がちにガイを見る縦巻き髪ロールヘアの少女。それに応えて満面の笑みでおかわりをよそう彼の隣で、巻き毛の少女が愕がく然ぜんとした面持ちでテーブルに両手を突いた。

「ま、負けた……!?　わたしの自信作が、あんな雑な料理に……！」

「ははっ、分かってねぇな。考えてもみろ、長々と迷宮歩いて辿たどり着ついた場所で食うメシだぞ？　この場の雰囲気はどっちかってぇとキャンプに近ぇ。キャンプにはキャンプの流儀ってもんがあんだろうが。ここまで来て直じか火びで肉焼かねぇでどうするよ！」

「くぅぅぅぅ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　言い返せずに肩を震わせるカティ。その様子を眺めながら、なるほど、とオリバーも腑ふに落ちる。──おそらく、両者の料理の出来そのものに大きな差はない。ただ、ガイのほうがこの状況に相応ふさわしいものを作った。それが彼の言うところの「キャンプの流儀」なのだろう。

「尻ケツの無念はまだまだ晴れねぇぞ。飯が済んだらこいつで勝負だ──もちろん罰ゲームありでな！」

　手荷物からカードを取り出して、ガイはそれをテーブルに置く。まだまだ夜は始まったばかりだと彼の瞳が告げていた。







　食事が済むなり一同はカードゲームに雪な崩だれ込こみ、そうして勝ったり負けたりを繰り返しているうちに、気が付けば二時間余りが経過していた。

「あー、遊んだ遊んだ！　久しぶりに羽を伸ばせたぜ！　カティ、ありがとよ！　いいもんだな秘密基地！」

「感謝の気持ちがあるなら、もう少し罰ゲームに手心を加えてよぉ！」

　座った椅子で満足げに体を仰のけ反ぞらせるガイの隣で、カティは自慢の長い巻き毛を真っ逆さまに直立させている。最下位に課される罰ゲームで髪に魔法をかけられた結果だ。重力に真っ向から逆らう髪型は箒ほうきそっくりで、オリバーはこみ上げる笑いを抑えるのに苦労する。

「も、もういいだろう、元に戻そう。──あるべき姿に還れアドリジナーレ」

　彼の唱えた解除呪文を受けて、カティの髪型がやっといつもの形に戻った。巻き毛のひと房を手に取って、彼女はほっと安あん堵どの息をつく。一方、懐中時計を取り出して確認し、オリバーが再び口を開いた。

「時間も時間だ、さすがに休んだほうがいいな。寝床の準備に入ろうと思うが──みんな、何かやり残したことはあるか？」

　全員に向けて確認すると、数秒置いて、シェラが遠慮がちに手を挙げる。

「その、ひとつ提案なのですが。……名前を、付けませんこと？」

　彼女が口にした言葉に、意味を摑つかみかねた五人が首をかしげた。

「……名前？」「何の話？」

「この六人の集まりに。……妙なことを言い出したと思われるかもしれませんけど。あたくし、今、とても楽しくて。本当に──信じられないくらい楽しくて。あんまり楽しいものだから、特別にしたいと思うんですの。この時間、この空間、この関係……全てに名前を付けて、確かなものに定めたいんですの。……へ、変でしょうか？」

　自信なさげに視線をさまよわせる縦巻き髪ロールヘアの少女。いつもの彼女とは違ったその様子を腕を組んで眺めつつ、ガイが首を横に振ってみせる。

「変じゃねぇわな、別に。ロマン溢あふれちゃいるが、それもまた良しだ」

「集まりに名前、かぁ……。考えたことなかったな。ねぇピート、どんなのがいいかな？」

「ボ、ボクに訊きくのか？　そんなの突然言われても、ええと……」

　揃そろって考え込む仲間たちを前に、ナナオがふと声を上げた。

「──皆。刃を抜いていただけ申すか」

　そう言って椅子から立ち上がり、続けて腰の刀を抜き放つ。視線に重ねて促され、他の五人も戸惑いながら同じようにした。

「円陣を組んで、各おの々おのまっすぐ剣を突き出すのでござる。そう……互いに重なるように」

　ゆっくりと交わる六本の剣身。その様子を上から見下ろすと──ひとつひとつの刃が花弁となって、それはまるで、彼らの中心に大きな花を咲かせたかのよう。

「こうして刃が形作る花の形を、拙者の故郷では剣けん花かと呼んでござった。武人の友ゆう誼ぎを表す形にござる」

「へぇ、東方エイジアの……」

「これに変わらない友情を誓うの？」

「いや。何も誓わぬ」

　きっぱりと首を横に振るナナオ。驚く五人に向けて、彼女は微ほほ笑えんで言葉を足す。

「ただ、憶おぼえるのでござる。ここに咲いた花の形を。……敵味方の位置付けなど、明日にはどう変わっているとも分からぬ。明後日あさつてには誰が生きて誰が死んでいるとも知れぬ。武人は未来について語る言葉を持ち得ぬ。出来るのは、この刹那いまを鮮烈に焼き付けることのみ」

　オリバーは急激に腑ふに落ちた。おそらくは戦乱の渦か中ちゆうにあった彼女の故郷──激しい戦いくさに身を投じた武人たちは、いつ命を落とすとも知れない己の立場故に、「未来を誓う」という行為そのものを不誠実とみなしたのだろう。

　明日また会おう。そんなささやかな約束ですら、彼女らには余りにも儚はかなかった。確かなものとして在るのはこの現在いまだけ。そうした無常の中を、ナナオ＝ヒビヤという少女はずっと生きてきた。

「…………」

　そこまで理解して、彼は思う。──キンバリーという魔境を生きる自分たちにも、まったく同じことが言えると。

「今この時、我らの花は確かにここに咲いた。未来がどう転ぶとしても、この瞬間は決して変わらぬ。如い何かなる運命の残酷も、我らがここに結んだ花を散らすことだけは決して出来ぬ」

　だからこそナナオは言い切るのだ、この現在いまだけは譲らぬと。武人の友ゆう誼ぎを表す剣花カタチをもって、ここに集つどった六人の魔法使いの絆きずなを示す。

「故に、剣花団。──我らの集つどいを、拙者はそう名付けたく想おもうでござる」

　静かな声で、東方エイジアの少女は話をそう結んだ。六人の間に降りる沈黙。彼らの胸に、ナナオの言葉がゆっくりと沁しみていく。
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「剣の花、か。……少し物騒だが。良い名前だと、俺は思う」

　オリバーが最初に賛同を示す。それを皮切りに、ひとり、またひとりとうなずきが返った。

　誰も異を唱えないことを確認して、縦巻き髪ロールヘアの少女が口を開く。

「──ええ、良いでしょう。

　今この時より、我らは剣けん花か団だん。果て無き時空の片隅に咲く、ただ一輪の忘れじの花」

　シェラの厳おごそかな声のもとに、彼らは自ら形作った剣けん花かを見下ろす。自分たちの絆きずなの証あかしとして。

「全ての花は、散ることを恐れずに咲き誇る。──我らもそう在りましょう。散ってくれるな、枯れてくれるなと希こいねがうのでなく。ただ力の限り、今この刹那せつなに強く大きく咲きましょう。

　そのように積み重ねる時間こそは──きっと、永遠よりも誇らしいのでしょうから」

　確信を込めて縦巻き髪ロールヘアの少女は告げた。再び降りる沈黙。それから長い時間を、彼らは無言のまま過ごし──その末に、ガイがぽつりと口を開く。

「……おい、シェラ。顔真っ赤だぞ」

「いや、オマエも赤いぞガイ」

「そういうピートだって真っ赤だよ」

「ぬははは。カティの頰、熟れた柿のようでござる」

「君も負けてないぞ、ナナオ……」

「あなたもですわ、オリバー」

　気が付けば、全員が判で押したように頰を紅潮させている。杖じよう剣けんを腰に差し戻しながら、オリバーがごほんと咳せき払ばらいした。

「……確かに、そうそう忘れないだろうな。この気恥ずかしさは」

「シェラ……特別になった？　これで」

「ええ、この上なく……。……初めての経験でしたわ。自分で自分の言葉が制御できなくなるなんて」

「それが旅先での深夜テンションの怖さだ。逃れられる奴やつはいねぇ」

「……は、話を変えるぞ！　なんだかわけもなく悶もだえ死じにそうだ！」

　気恥ずかしさに耐えかねたピートが強引に風向きを変える。他の面々も笑ってうなずき、それから眠りにつくまでの間、六人は飽きずにお喋しやべりを続けるのだった。
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「……んぁ？」

　まぶたを開けた途端、見慣れない石造りの天井が目に入る。外で感じる晩秋のそれとはまた違った肌寒さを覚えながら、ガイはのそのそと身を起こした。

「おはよう、ガイ。よく眠れたか？　大した寝具は用意できなかったが」

「……あぁ。割とどこでも寝れる性質でよ、おれ」

　先に起きていたオリバーが寝ねぼけ眼まなこの友人に声をかけ、淹いれておいた紅茶をカップに注いで差し出した。それを受け取って口に含みつつ、ガイは隣でまだ寝息を立てているピートの顔を見下ろす。──昨晩はあの後、数が足りない寝具をリビングの床に並べて敷いて、そのまま六人全員で雑ざ魚こ寝ねしたのだ。

「……ん？　女子どもがいねぇな。別の部屋か？」

「いや、彼女たちは早起きして外へ行った。もうすぐ帰ると思うが」

「外に？　おいおい、大丈夫かよ──」

　不安を覚えたガイが立ち上がって入り口へ近付く。外の様子を窺うかがおうと扉を開けた先で、緑色の巨大な顔がぬっと降りてきた。

「──おわぁぁぁぁぁっ!?」

　度肝を抜かれた少年が盛大に後ずさる。亜人種の巨大な顔面の横に、カティの小さな体がひょっこりと現れた。

「？　どしたの、ガイ。いきなり大声出して」

「だ、出すに決まってんだろ！　ドア開けていきなりトロールってなんだそりゃ！」

　ばくばく鳴る胸を手で押さえながらガイが抗議する。オリバーも警戒を込めて立ち上がった。扉につっかえているトロールに対してではなく──巻き毛の少女に続いて部屋に入ってきた上級生、蛇眼の魔女に向けて。

「……ミリガン先輩」

「久しぶりだねＭｒミスター．ホーン。まぁ、そう警戒しないでくれ。君たちと敵対する気はないよ」

　そう口にしつつ、ミリガンは親しげに片手を上げてみせる。が、もちろんオリバーもその程度で警戒は解かない。いつでも杖じよう剣けんに手を伸ばす気構えでいる彼へ向けて、魔女は穏やかに言葉を続ける。

「この部屋の元持ち主として、そしてアールト君の先輩として、今の私は相応の責任を果たしているだけさ。一年生だけでここまでトロールを運び込むのは一苦労だろうからね。少し手伝わせてもらったんだよ」

「はい！　助かりました、ミリガン先輩！」

　カティが元気にお礼を述べる。正面口からトロールを入れるのが難しいと分かると、彼女はミリガンと相談して再び部屋を出た。オリバーが扉から身を乗り出して外を見れば、こちらの入り口からやや離れた場所で魔女が合言葉を唱えている。大部屋に続く裏口がそこにもうひとつ開き、トロールの巨体はすんなりと中へ入っていった。

「工房ひとつを譲っていただいた時点で、ずいぶん気前のいい話とは思いましたが……結局のところ、先輩はどういうおつもりですの？」

　ナナオと並んでその様子を背後から眺めていたシェラが訝いぶかしげに尋ねる。ミリガンはにっと笑った。

「何、アールト君の将来性を見込んでの先行投資だよ。私はこの子の才能を買っている。大成した暁にはその成果にあやかりたい──ただそれだけのシンプルな下心さ」

　歯に衣着せぬ本音なのか、真意を隠すための建前なのか──今の時点ではどちらとも計り兼ねる。トロールの収容を済ませたミリガンと共に女子三人が部屋に戻り、そのやり取りに眠りを妨げられたピートがのそのそと体を起こした。

「……うるさいな……もう朝か……？」

　寝ねぼけ眼まなこで言いつつ、眼鏡を求めて両手をさまよわせる。と、そこに横合いから誰かが目当てのものを差し出した。受け取った少年がそれを装着し、相手に礼を言おうと視線を向け──そこで、掌に見開いた異形の瞳と目が合う。

「……うわぁっ!?　て、手!?」

　仰天したピートが尻餅を突いて後ずさる。無理もない──手首から先だけが、五指を足のように這はわせて床を動き回っているのだ。それは素早い動きでミリガンのほうへと走っていき、そこで彼女の右手にすくい上げられて肩に乗せられた。

「可か愛わいいだろう？　ふと思いついてね、Ｍｓミズ．ヒビヤに斬り落とされた左手を疑似生命に仕立ててみたんだ。親しみを込めてミリハンちゃんと呼んでくれたまえ」

　私ミリガンの手ハンドだからね、と呟つぶやいて、魔女はくすくすと笑う。オリバーの眉間にシワが寄った。……確かに魔法使いなら、ひと月もあれば新しい腕は生やせる。だが、斬り落とされた腕を繫つなぎ直なおす分には一日足らずなのだ。その手間の差を吞のんでまで自分の片手を使い魔に仕立てる感覚が、自分にはどう足あ搔がいても理解できそうにない。

「……オれ。カティのそバ、いイ」

　と、そこに不器用な声が割り込む。大部屋からリビングに繫つながるドアが開いて、トロールが大きな顔を覗のぞかせていた。カティがそこに駆け寄って頰を撫なでる。

「この子もこう言うし、バネッサ先生に預けておきたくないから、ひとまずわたしの使い魔として傍そばに置こうと思って。あ、名前はマルコね。ちゃんと学校側の許可は取ってあるから、そこは安心して」

　にっと笑って言い添えるカティ。それにうなずきつつ、オリバーもトロールへ歩み寄る。

「ずいぶん落ち着いたようだな。……俺たちのことが分かるか？　マルコ」

「わかル。おりバー。カティ、オまエのこト、おレにヨく話ス」

「あっ!?　こ、こらっ！」

　巻き毛の少女が慌てて声を上げる。他の面々を見回して、マルコはさらに続けた。

「がイ、ぴート、ななオ、しぇラ──みんな、カティのなかマ。だから、おレのなかマ。違う、カ？」

　どこまでもシンプルな問いかけ。その素朴さに、オリバーは微ほほ笑えんで首を縦に振る。

「いや、違わない。よろしく頼む」

　そう言って彼が差し出した右手に、何倍も大きな亜人種の手が重なった。その様子を眺めていたガイが腕を組んで唸うなる。

「やっぱ変な気分だな、トロールに喋しやべられると……。カティ、連れてきたからにはちゃんと面倒見ろよ？」

「言われなくても、ちゃんと世話するよ。散歩にだって連れ出すもんね。せっかく檻おりから出られたのに、部屋の中だけじゃ運動不足になっちゃうし」

「……ちょっと待て。オマエ、トロールを連れて迷宮の中を歩くのか？」

「護衛にもなって一石二鳥とは思いますが──噂うわさが立ちそうですわね、また」

　苦笑を浮かべるシェラだったが、彼女も他の四人も、誰ひとり巻き毛の少女を止めようとはしない。カティは腰に手を当てて仁王立ちした。

「今さらそんなこと気にしないもん。さ──行こうみんな！　探索二日目の始まりだよ！」







「──おわっ!?」「なっ、トロール!?」

「おー、でけぇな」「こら、通りにくいぞ。道開けろー」

　彼らが拠点を出て探索を始めると、出くわす生徒たちの様々な反応を目にすることになった。入学式でのトラブルが未いまだに尾を引いているのか、一年生の多くは視界に入った瞬間に回れ右して逃げ出すのだが、その一方で年上の生徒たちは平然と声をかけてくる。

「……さすがというか、上級生はぜんぜん驚かねぇな」

「深い階層では、これより大きな魔獣に出くわすことも珍しくないでしょうからね」

「逆に言うと、一層でトロールはかなり強い部類に入る。護衛としては十二分だが……」

　言葉を交わすオリバーたちの頭上で、ごん、と鈍い音が鳴った。視線を上げれば、当のマルコの頭がせり出した天井につっかえている。

「……通路に対して、体のサイズに問題があるな」

「ちょ、すごい音したよ今の！　大丈夫!?」

「ン、だいじょうブ。おレ、いたクなイ」

　身を屈かがめながらマルコが答える。頑丈さでは亜人種の中でも屈指の種なので、この程度のことではたんこぶひとつ出来ていない。オリバーは今さらながら、この相手を刃のない刀で一撃のもとに打ち伏せたナナオの剣圧に畏怖を覚えた。

　いくつかの分岐を越えて十分ほど歩くと、通路の途中に凸状に膨らんだ空間があり、彼らはそこで青い水を湛たたえた小さな溜ため池いけに出くわした。よくよく水面を見下ろすと、その奥にはどこかの教室の光景が映っている。ミリガンがそこを指さして口を開いた。

「ここがさっきの拠点から最寄りの『出入り口』だ。中に入ると、たいていは校舎四階の教室に出る。ただし、繫つながる場所がずれることもあるし、いつでも必ず使えるわけじゃない。そこは注意しておいてくれたまえ」

　彼女の説明を受けて、ガイがふと首をかしげる。

「……ん？　ってことは、最初からここを通ればずっと近かったのか？」

「いやいや。この深さまで自力で辿たどり着つけることは、あの工房を譲る相手に求める最低条件さ。──繰り返すけど、この出入り口は必ず使えるわけじゃない。いざという時に自分で脱出する心構えを忘れてはいけないよ」

　真顔で忠告する蛇眼の魔女。その様子はやんちゃな後輩を窘たしなめる普通の上級生そのもので、かつて演じた激戦とのギャップにオリバーは頭痛を覚える。と、そんな彼らの脇を抜けて、ミリガンは歩いてきた通路をひとり引き返し始めた。

「では、私はこれで失礼しよう。君たちは引き続き探索を楽しみなさい。くれぐれも油断はしないようにね」

　その言葉を最後に、曲がり角を折れた背中が消えていく。『出入り口』が機能していることを確認すると、六人はうなずき合って再び前進を始めた。直後、後に続くマルコがゴツンと頭を天井にぶつける。

「ああ、また……！」

「この分だと、細い通路は連れて歩けないな。まぁ──今日のところは大きな道に絞って探索するだけでじゅうぶんだろう。個人的には、魔法薬の素材を採取できるポイントが見つかると助かるんだが」

「そうした場所は、やはり一層ですと少ないですわね。もっと深く探りたいところではありますが……」

　言葉を交わしながら探索を進めていく。細い道を避けて分岐を選び、前のような罠わなにかからないよう注意を巡らせつつ、六人は徐々に徐々に迷宮の奥へと下っていった。

「……ん……お待ちになって」

　下り坂になっている通路を下りていた折に、ふと前方から吹いてきた一条の風。そこに含まれる緑の匂いに気付いて、シェラが全員に足を止めさせる。

「……これより先に進むと、じき二層に入ってしまいますわ。一度引き返しましょう」

「あ、そうなんだ。……二層って、やっぱりこことは違うの？」

「環境も危険度も段違いと聞きますわ。ここ一層『静かの迷い路』に対して、二層は通称『賑にぎわいの森』──環境がより広く複雑になり、魔法生物の生態系が一気に拡張されますの」

「森……？　迷宮の中に森があるのか？　ここは校舎の地下だろ？」

「それどころか、もっと深くに下ると海さえあると聞きます。この迷宮に関しては、地下というよりも『異界』という括くくりで捉えたほうが適切ですわよ」

　予想を超えた返答に眼鏡の少年が目を丸くする。そのまま回れ右して、彼らは全員で通路を戻り始めたが、

「──帰らせないわよ、ミシェーラ」

　ふいに挑発的な声が響き、坂を上っていく六人とトロールの進路上にふたつの影が立ちふさがる。小柄な金髪の女生徒と、その隣に寄り添う男子生徒。ふたつの姿を見上げて、シェラが声を上げた。

「Ｍｓミズ．コーンウォリス。あなたたちも潜っていたのですか」

「潜ってたんじゃない、待ち構えていたのよ。あんたたちのメダルをかっさらうためにね」

　そう言い放ち、ぎろりと鋭い視線を向けてくるコーンウォリス。相手の態度に敵意を見て取り、カティの後ろにいたマルコが大きく歯を剝むき出だす。

「ウォルルルルルルッ！」

　通路を反響する唸うなり声ごえに、コーンウォリスが思わず警戒の構えを取る。なおも威嚇を続けるマルコへ、巻き毛の少女が優しく声をかけた。

「どうどう、吠ほえないでね。大丈夫だよー」

　彼女に宥なだめられて徐々に鎮しずまっていくトロールの怒気。コーンウォリスが眉根を寄せた。

「……野蛮な獣けだものね。この催し、使い魔はなしのルールだったはずだけど？」

「失礼ね、けしかけたりしないもん！　こっちはのんびり散歩してただけなのに、そっちがいきなり押しかけてきたんじゃない！　そもそもわたしはイベントに参加してないし！」

　心外とばかりに反論するカティ。軽くため息をついて、フェイが隣のコーンウォリスに声をかける。

「落ち着け。向こうにその気はない」

「知ってるわ。釘くぎを刺しただけよ」

　悪びれた風もなくコーンウォリスが口にする。話が妙な方向にこじれる前にと、オリバーが自分の意思を言葉にした。

「ルールに反した戦いをする気は毛頭ない。……ここでやり合うんだな？」

「そのつもりよ。でも、ひとつ提案があるわ。──二対二でどう？」

　自信ありげにそう口にして、コーンウォリスは傍かたわらに立つ男子の肩に手を置く。

「私は、こいつ──フェイと組んで戦うわ。そっちも好きな二人組で来てちょうだい」

「──なるほど。そう来ますか」

　相手の提案に得心した様子でうなずき、シェラが仲間に向き直る。

「タッグ戦の提案です。オリバー、ナナオ、あなたたちはどう思いますか？」

「面白そうでござる！」

「いや、少し待て。……シェラ。あのふたりは、かなり長い付き合いだな？」

　確認を挟むオリバーに、縦巻き髪ロールヘアの少女はこくりとうなずいてみせる。

「お察しの通り、主従に近い関係ですわね。昔から会う時にはいつも一緒でした。連携も高いレベルでこなすでしょう」

「相手の得意分野、というわけだな。そこに乗るのは得策じゃないが……」

「ですわね。けれど──面白そうだとは思いませんか？　あのふたりが過ごした年月に、あたくしたちの半年をぶつけてみるのも」

　不敵な微ほほ笑えみを浮かべるシェラ。なるほど、とオリバーは苦笑した。相手のいちばん手ごわい部分にぶつかっていく、その大胆さは実に彼女らしい。

「確かに、な。……では、君とナナオで組むといい。Ｍｓミズ．コーンウォリスは君とやり合いたがっているようだし──ナナオもすっかり興きよう味み津しん々しんだ」

　そう言って隣に視線を向けるオリバー。彼の言葉通り、東方エイジアの少女は強敵への期待に爛らん々らんと瞳を輝かせていた。今すぐにも始めたい──そう語る彼女の姿をそのまま返答として受け止めて、シェラは坂の上のふたりに悠然と向き直る。

「二対二、受けますわ。こちらはあたくしとナナオで参ります」

　そうして合意は成った。にやりと笑うコーンウォリス。四人の手が同時に杖じよう剣けんへと伸び、

「雑ざ魚この考えにしては良い趣向だ。──俺も加わってやろう」

　そこに忽こつ然ぜんと響いた男の声が、全員の意識をまとめて攫さらった。

「三対三。この方がより面白いとは思わんか？　Ｍｓミズ．マクファーレン」

「ジョセフ＝オルブライト……!?」

　身をひるがえしたコーンウォリスがぎょっと相手の名を呼ばわる。自信と威圧を全身から発する大柄な男子生徒がそこにいた。オリバーの表情が険しさを増す。──ネクタイの色から同じ一年生と分かるが、身にまとう雰囲気はとても同年代のそれではない。

　コーンウォリスらの向こうに相手の姿をじっと見据えて、縦巻き髪ロールヘアの少女が口を開く。

「……ついに来ましたか。Ｍｒミスター．オルブライト」

「あちらもシェラの知り合いにござるか？」

「いや、俺もその姓は知っている。オルブライト……有名な一族だ。武闘派の魔法使いを多く輩出することで知られている」

　言いながら、オリバーはその名前が帯びたいくつもの剣けん吞のんな逸話を思い起こす。シェラがこくりとうなずいた。

「尚武の家系であるが故に、家で受けてきた教育が他の生徒とは根本的に違います。一年生最強の筆頭候補──そう言って差し支えない人物でしょうね」

　自身もまた名家に出自を持つ彼女であるが故に、その言葉には重みがある。一方のコーンウォリスも、フェイと並んで油断なく杖じよう剣けんの柄に手をかけながら、予想外の闖ちん入にゆう者しやと向き合った。

「……三対三？　私たちとチームを組むというの、あなたが？」

「二対二対一のほうが良かったか？　乱闘が好みなら、俺はそれでも一向に構わんが」

　オルブライトは不遜に言ってのけた、数の不利など自分には意味をなさないと言うように。眉根を寄せるコーンウォリスから視線を外して、彼はその向こう側のふたりへと目を向ける。

「そちらはどうだ？　Ｍｓミズ．マクファーレンにサムライ女。そこの雑ざ魚こを加えれば、お前たちも一応は三人だろう。敵に俺が加わっては勝ち目がないと尻尾を巻くなら、それはそれで仕方のない話だが」

　言いながら、オリバーを見て嘲るように喉を鳴らす。聞きき咎とがめたシェラの眼光が鋭さを増した。

「……お待ちになって。今、誰を雑ざ魚こと呼ばわりまして？」

「誰、と言われても困るな。雑ざ魚この名前などいちいち覚えてはいない。お前の隣に立っているほうの雑ざ魚こ、と言うしかないが」

　なおも肩をすくめて「雑ざ魚こ」を連呼するオルブライト。訂正を求めて食って掛かろうとするシェラだが、当のオリバーがその肩に手を置く。

「大丈夫だ、シェラ。──俺も言われっぱなしでいる趣味はない」

　強い声音で言ってのけ、それを合図に、オリバーは戦いを見守る立場からその渦か中ちゆうへと踏み込んでいく。数歩踏み出してシェラとナナオに並んで立ち、少年は相手側の三人を鋭く見据えた。

「三対三の集団戦、受けよう。呪文ありの総合戦で構わないか？」

「待ちなさい！　私たちはまだ受けるなんて──」

「いや、待て」

　予想外の展開に慌てるコーンウォリスに、そこで隣のフェイが声をかける。少女の耳元に口を寄せて、彼は言葉を続けた。

「……よく考えろ。オルブライトの狙いはサムライで、お前の狙いはＭｓミズ．マクファーレンだ。オルブライトがサムライの相手をしてくれるならむしろ都合がいい。こっちの勝率が上がる」

「む……」

　意見を受けて思案にふけるコーンウォリス。そのやり取りには関心を寄せず、オルブライトが口を開く。

「どうとでも好きにしろ。が、ふたつルールを加えたい。

　まず、不殺の呪まじないは半掛け。そして勝敗が決まった時点で、生き残っていた者が負けた側のメダルを総取りする。この条件でどうだ？」

　思わぬ条件の提示にオリバーが眉根を寄せる。意図の説明が後に続いた。

「構わんだろう？　早々に脱落しておきながら、チームの勝利に乗っかってメダルだけは得ようなどという恥知らずはこの場にいるまい。褒美が欲しければ自分で最後まで生き残る、ただそれだけの話だ」

「……そんなことを言って、戦いの最中に味方の背中を撃つ気じゃないでしょうね？」

「そこが気になるなら、同士討ち禁止のルールを別に設けても構わんぞ。俺は何でも構わんのだ──役立たずと勝利を分かち合わずに済むのならな」

　コーンウォリスの指摘にも傲然と鼻を鳴らすオルブライト。そこにチームメイトに対する信頼などは微み塵じんもない。他のふたりと相談するまでもなく、オリバーが硬い口調で応じた。

「メダルの分配に関する条件は、それぞれのチームで別個に決めればいい。互いに口を挟む必要はないだろう。途中の経過がどうあれ、俺たちは得たメダルを一枚ずつ分けるつもりだが」

「は。雑ざ魚こらしい温ぬるさだな」

　あくまでも見下す視線で言ってのけ、オルブライトは通路を下り始める。

「まぁいい、付いてこい。戦場まで案内してやる」

「案内？　あなた、何を勝手な──」

「この狭い通路で三対三をやる気か？　いいから黙って付いて来い」

　歩みを止めないままに反論を退ける。自分たちの脇を通り抜けて坂道の奥へと向かう彼に、シェラが厳しい声を投げかけた。

「お待ちなさい、Ｍｒミスター．オルブライト。まさか二層でやり合う気ですの？」

「闘技場コロシアムまで足を延ばすのも面倒だ。二層なら広い空間はいくらでもある」

「危険すぎますわ！　あたくしたちだけならまだしも、こちらには連れもいますのに！」

「なら帰らせろ。ここをどこだと思っている？　魔法使いの戦いを安穏と見物しようというのがそもそも間違いだ」

　そう言い切り、オルブライトは威圧的な視線だけを背後に向ける。どこまでも不遜な振る舞いだが、内容まで間違いとは言えない。短く思案した末に、縦巻き髪ロールヘアの少女は仲間たちに向き直った。

「この先は危険です。カティ、あなたたちは一度拠点まで……」

「帰らないよ」「いや、帰らねぇだろ」「帰る気はない」

　カティ、ガイ、ピートが口を揃そろえて提案を跳はね除のける。驚きに目を瞠みはるシェラの前で、三人は互いに顔を見合わせた。

「あいつがコテンパンにやられるのを見たら帰る。ガイもピートも、そうだよね？」

「だな。自分の身くらいは守るから安心しろ」

「Ｍｓミズ．コーンウォリスとはボクが戦いたいぐらいだ。……今のボクじゃ相手にならないのは分かるけど、それならせめて観戦ぐらいさせろ」

「ウ──だいジょうブ。みんナ、おレ、まもル」

　彼らの意思表明に続いて、トロールが護衛としての自分の役割を主張する。そのやり取りを横目で眺めて、フェイがふっと口元を緩めた。

「……友達が多いんだな。あっちは」

「フェイ、うるさい！」

　声を荒げるコーンウォリスに肩をすくめて応え、彼らはオルブライトの後を追って通路を下り始める。オリバーたちもうなずき合ってそれに続いた。







　先頭にオルブライト、その背後にコーンウォリスとフェイ、さらに後ろにオリバーたち。互いに微妙な距離感を保ちながら十分ほど進んだところで、ふと周囲の空間が一気に開けた。

「ここが二層──通称『賑にぎわいの森』だ。俺以外、来るのは初めてか？」

　最初に踏み入ったオルブライトが両腕を広げて周囲を示す。単に広い場所に出ただけではなく、さっきまでとは場の雰囲気が明らかに変わっていた。石造りの床や壁は土と草の地面に置き換わり、その上に木々が生え伸びて、生命の気配が色濃く感じられる。ドーム状の天井は地面から遠い位置にあり、空間の広さと相まって、一層では望めなかった解放感が彼らを包んでいた。

「一年生の段階でここまで潜るのは自殺行為などと言われているが──そんなものは凡俗の物差しだ。規格外の才能には該当しない。お前もそう思うだろう、サムライ」

　ナナオをまっすぐに見据えてオルブライトが言う。オリバーは目を細めた。──自分を雑ざ魚こと蔑む一方で、ナナオとシェラにはある種の同族意識を持っていることが窺うかがえる。才ある者と凡俗。人間をそのふたつに峻別するのが、この相手の価値観なのだろう。

　彼のペースに乗り続けることを嫌って、そこでコーンウォリスが主導権を取り戻しにかかる。

「勝手な仕切りも大概にして、Ｍｒミスター．オルブライト。──これは私たちの戦い。仕方なくあなたを混ぜてはあげるけど、足を引っ張ったら承知しないわよ」

「勝手にしろ。サムライは俺がもらうがな」

　そこは譲らぬとばかりに断言する。戦いに参加する六人が広い空間の中央まで辿たどり着つくと、互いに不殺の呪まじないを掛け合った上で、彼は懐から一枚のコインを取り出した。

「では──開始だ」

　ピン、とそれを指で弾く。離れた位置から戦いを見守るカティ、ガイ、ピートが一斉に息を吞んだ。上空へ昇ったコインが落下へと転じる一瞬、全員の手が杖じよう剣けんの柄へ伸び──

「──フッ！」

　コインの接地と同時にオリバーが地を蹴った。直線距離でもっとも近くにいたフェイへ──ではなく。その眼前を大胆にも横切って、彼はオルブライトの眼前に立つ。

「──ふん？」

「言っただろう。言われっ放しでいる趣味はないと」

　半身の構えで相手と対たい峙じし、戦意を込めてオリバーが告げる。誰がこの男と剣を交えるか──言葉にして伝えるまでもなく、ナナオもシェラも彼の意思を悟っていた。

「君の相手は俺だ、Ｍｒミスター．オルブライト。この戦いの後には、まず俺の名前を憶おぼえてもらう」

「──は。ほざけ、雑ざ魚こ」

　対するオルブライトの構えは右手上段。杖じよう剣けんを高く掲げ、斬り結ぶ以前に押し潰すようなプレッシャーを相手に与える形。揺るぎない自信に根差す、絵に描いたような「強つわ者ものの構え」だ。

「……フゥゥゥ……」

　一年最強候補の筆頭と正面きって向き合うオリバー。その様子に気を引かれながらも、シェラもまた自分の戦いへと集中する。コーンウォリスとフェイのペアを正面に見据えて、彼女は隣に立つ東方エイジアの少女へと語りかけた。

「きちんと組んで戦うのは初めてですわね、ナナオ」

「うむ。ついにシェラ殿の剣が見られ申すな」

「ふふ──失望はさせませんわ」

　そう請け合った彼女が取るのは、手首をねじって手前に引いた中段「電光」の構え──刺突を主眼に置くリゼット流の代名詞とも言える型だ。彼女の本気をそこに見て取りながら、隣のナナオもまた諸もろ手て大上段の構えを取った。

「……ねぇ。オルブライトのやつ、なんかホーンと戦ってるんだけど」

「悪い。ホーンが自分から行くとは思わなかった」

「あんたねぇ！」

　開戦早々に当てが外れて、コーンウォリスは隣のフェイに文句を付ける。が──その様子とは裏腹に、ふたりの構えに浮ついたところはない。片やシェラと同じ「電光」の構え、片や下段「地雷」の構え。同じリゼット流の門下でも、用いる剣筋は大きく違うことが想像された。

「喚わめくな、なっちまったもんは仕方がない。──で、どう戦う？　オルブライトの援護に回って、まずはホーンから片付けるか？」

「……もういいわ。元の予定に戻っただけでしょ。

　ミシェーラは私たちが倒す。オルブライトは放ほっときなさい。どうせ足並みを揃そろえるつもりもなさそうだし」

　それで気持ちの切り替えを済ませて、コーンウォリスは目の前の戦いに集中する。──オルブライトの戦力を当てにする気など最初からない。彼女が頼みにするのは自分自身と、人生の半ばを共に過ごしてきた従者の少年だけだ。

「行くわよ、フェイ。あんたはひとまずサムライを押さえなさい」

「了解。あれを押さえるのはちっと骨だが──ま、何とかしてみるさ」

　軽く請け合ったフェイが鋭くナナオを見つめる。縦巻き髪ロールヘアの少女もまた、自分にひたむきな戦意を叩たたき付つける少女へと一歩足を踏み出した。

「いつ以来でしょうね、Ｍｓミズ．コーンウォリス。あなたと剣を交えるのは──」

「知らない。あんたと口なんて利きたくもない」

　きっぱりと拒絶を示すコーンウォリス。シェラの表情が寂しげに沈む。

「やはり、ひどく嫌われていますのね。……理由を尋ねてもよろしくて？」

「……話したところで、あんたに分かるもんか」

　すげなく会話は打ち切られた。シェラもそれ以上は問わず、両者が無言で距離を詰めていき、

「──はぁッ！」

　間合いが一いつ足そく一いち杖じように突入した瞬間、コーンウォリスが放たれた矢のように飛び出した。迎え撃つ刃でその刺突を逸そらし、シェラは口元に力強い笑みを浮かべる。

「いい突きです。では──こちらも参りますわよ！」

　その宣言と共に、火花を散らす突き技の応酬が幕を開けた。刃を受け流す最小限の動作がそのまま反撃の刺突となり、数秒の間に十を超える刺突が行き来する。華麗にして精妙、それでいて驚くほどに嚙かみ合あった剣筋。互いに一歩も引かぬまま続く熾し烈れつな攻防に、ナナオは感嘆の声を上げた。

「おお、美しい──。同門の争いにござるな」

「因縁のある相手でね。Ｍｓミズ．マクファーレンにその気はないんだろうが」

　ため息混じりに呟くフェイ。これから刃を交える相手の前で、コーンウォリスのように戦意を示すでもなく、彼は杖じよう剣けんの切っ先をゆらゆらと揺らしている。

「俺のほうはまだ名乗ってなかったな。──コーンウォリスの番犬、フェイ＝ウィロックだ。

　始める前に謝っておくと、こちらは楽しい戦いにならないだろう。ナナオ＝ヒビヤ」

「ふむ？　それはどういう──」

「瞬き爆ぜよフラルゴ！」

　一方的に会話を打ち切ったフェイが地面に爆裂魔法を撃ち込み、舞い上がった土煙が姿を覆い隠す。まずは視界を奪う手かと、ナナオは正せい眼がんに構えて油断なく襲撃に備え、

「……？」

　が、待てども攻撃は訪れない。土煙が次第に晴れていき、明瞭さを取り戻した空間の向こうに彼女が見た光景は──近くの木立の中に身を置き、木々を間に挟んでナナオと向き合うフェイの姿。

「こういう意味だ。──俺は臆病でね。お前と真っ向斬り結ぶ気は毛頭ない」

「……なるほど。では、鬼ごっこにござるな」

　敵のスタイルをそう認識し、ナナオは刀を脇に構え直して走り出した。







　猛然と攻め立てるコーンウォリスを迎え撃つシェラ、近接戦を嫌うフェイを刃じん圏けんに捉えるべく追いかけるナナオ。他方──残る一組の戦況は、そのどちらとも違っていた。

「火炎盛りてフランマ！」

「氷雪猛りてフリグス」

　衝突する熱波と冷気。拮きつ抗こうは一秒と保もたず、オルブライトの氷雪が炎を貫いて襲い掛かる。が、オリバーはすでに呪文を放った位置にはいない。「居つかぬこと」は呪文戦の基本。その原則に従い、発動と同時に射線から身を外している。

「フゥッ……！」

　およそ十ヤードの距離に敵を見据え、彼は迷わず地を蹴った。疾走の三歩目と六歩目で領域魔法を行使、足裏の地面の角度・摩擦を瞬時に変化させる。──ラノフ流魔法剣・地の型「化かす床面ゴーストグラウンド」。走法と組み合わせて用い、敵の予測を裏切る軌道で地を駆ける。

「仕切りて阻めクリペウス」

　それを受けて、オルブライトは迷わず足元の地面に呪文を打ち込んだ。二フィートほどの低い壁がせり上がって相手の行く手を阻はばむ。──上う手まい、とオリバーは思う。「化かす床面ゴーストグラウンド」は地に足が着いてこそ生きる技。段差を越える動きは「跳躍」の一択となり、走りによる眩げん惑わく効果が大きく削そがれてしまう。

　さりとて足を止めれば相手の思おもう壺つぼ。オリバーは瞬時に判断した。──跳躍しか手がないのなら、その中で択を増やすのみ。

「ハァッ！」

　段差を目前に控えた刹那せつな、足裏の地面にありったけの力で弾性を付与。それを発条バネに敵の予想を裏切る高さまで一気に跳躍しながら、空中で体ごと縦に一回転。

「む──」

　ラノフ流魔法剣・空の型「首刈る風車ウインドミル」。敵の頭上を通過しながら首を薙なぐ奇襲の一手。空高く舞い上がったオリバーの体が、オルブライトの視界から完全に消え去った。

「──ふん」

　が、それを追って見上げる愚は犯さず、彼は即応して身を屈かがめる。紙一重でうなじを捉え損ねた刃が空を斬った。直後、跳躍を終えたオリバーがその背後に着地し、

「雷光疾りてトニトウルス！」

　間髪入れず、オルブライトが自らの肩越しに放つ電撃呪文。振り向く間すら惜しんで着地直後の停滞を狙ったそれを、しかしオリバーは危なげなく横っ飛びに回避した。……「首刈る風車ウインドミル」のような大技は、技そのものよりも繰り出した後の姿勢回復リカバリーこそが重要になる。ぐらつきのない着地から即座に回避動作へ繫つなげられるまで修練を重ねることは、この技を実戦で用いる上での大前提だ。

「──ふん、なるほどな」

　再び半身に構えて敵と向き合うオリバー。その眼前で杖じよう剣けんを上段に据えたまま、オルブライトがつまらなげに鼻を鳴らす。

「やはり凡俗だ。つまらん芸ばかり多彩で、剣にも呪文にも圧倒的な決め手がない。そんな大道芸で俺を切り崩そうと？」

「そういう言葉は俺を斬り伏せてから言って欲しいものだな。Ｍｒミスター．オルブライト」

　言葉を返しながらオリバーは思う。──この相手は確かに手ごわい。だが、ここまでの攻防で、じゅうぶんに布石は打った。

「──フゥッ！」

　オルブライトが踏み込みざまに上段から杖じよう剣けんを斬り下ろし、合わせてオリバーもまっすぐ斬り込む。繰り出すはラノフ流魔法剣高等技「遭遇の瞬エンカウンター」──刀身に魔力を旋回させ、刃がすれ違う瞬間に軌道へ干渉。相手の斬撃のみをわずかに逸そらしてのける。

　だが。敵の体を断つはずだった斬撃は、同質の干渉によって捻ねじ曲まげられた。

「──ッ！」「──は」

　とっさに一いつ足そく一いち杖じようまで間合いを取り直すオリバー。その眼前で、オルブライトの口元に嘲りが浮かぶ。

「多様な技と呪文で相手の意識を散らした後、真っ向からの『遭遇の瞬エンカウンター』で斬り伏せる。それがお前の勝ち筋というわけだ」

「…………」

　沈黙を貫きながらも、オリバーは内心で驚いていた。──狙いを見抜かれ、技を合わされた。互いに意図せぬ偶然だったナナオの時とはまた違い、今回のこれは敵に作戦を読まれた形。キンバリーに入学してから初めての経験が、まさか同学年の生徒にもたらされようとは。

「つまらん戦い方だ。同じ雑ざ魚こでも、まだしもロッシのほうが見所があった。奴やつには奴やつにしかない剣風があったからな。しかし、お前の剣にそれはない。ただラノフ流の教科書の延長上に立っているだけだ」

「…………」

「哀れだな。その道の先で、お前は一体どこに辿たどり着つける？　過去の凡俗どもと並んで道半ばに屍しかばねを晒さらすのが関の山だろう。身の程知らずの死に様としては妥当だが──」

　言葉の終わりを待たずにオリバーが斬り込んだ。即座に迎え撃つオルブライトだが、その視線の高さにバチリと電光が閃ひらめく。──ラノフ流魔法剣・空の型「眩む鬼光フラツシユウイスプ」。一瞬の閃せん光こうが敵の視界を潰して隙を作り出す。

「くだらん」

　オルブライトが一笑に付した。──まばたきはおろか、目を細めることさえしない。彼の瞳孔は強い光に対して瞬時に調節される。揺るぎなく明瞭な視界に映るのは、オリバーが繰り出す横よこ薙なぎの一刀。顔面を狙うそれに対して、彼は余よ裕ゆう綽しやく々しやくの受け太刀で対応し、

「──むッ!?」

　受け止めた杖じよう剣けんごと、刃が押し込まれる。予想外に重い斬撃がオルブライトを襲い、止めきれなかった刃の切っ先が頰を掠かすめた。──ラノフ流高等技「重たき羽毛ヘビーフエザー」。体内における重心制御の応用によって見た目以上の重さを斬撃に込める技。「眩む鬼光フラツシユウイスプ」は囮おとりに過ぎず、こちらこそがオリバーの本命だった。

「教科書が頰を抉えぐったぞ。感想はあるか、Ｍｒミスター．オルブライト」

「──いい度胸だ。糞雑魚が」

　頰を流れる血潮を感じた瞬間、オルブライトの顔面に凄絶な笑みが浮かぶ。その形相を前に、オリバーは否いや応おうなく察した。──この相手との戦いは、ここからが本番だと。







「オリバーが一撃入れたぞ……！」「よし！　やっつけちまえ、そんな野郎！」

　やや離れた位置から三組の戦況を見守るガイ、ピート、カティ、そしてトロール。が、ふたりの少年が仲間の戦いに熱中する傍かたわらで、カティはじっと広い空間の天井を眺めていた。

「…………」

「？　おい、カティ、どうした。おまえも応援しろよ。強敵みたいだぜ、今回の相手」

「……うん。でも、ここ、何か気になって……」

　そう言って周囲をきょろきょろと見回し、巻き毛の少女はほどなくガイに向き直る。

「……ガイ。手を借りてもいい？　念のため、なんだけど」







　剣の技を競うことは絶対にしない。戦いの前から、フェイ＝ウィロックはそう決めていた。

　障害物として木々を利用し、剣の間合いには決して相手を近付けず、全力で距離を保ちながら隙あらば呪文をぶつけていく。消極的な戦術ではあるが、魔法剣の実力で大きく上回る相手に対してはむしろ当然の立ち回りだ。堅実と評して差し支えない。

　だが──戦闘開始からものの一分で、フェイは思い知らされた。手堅いはずのその戦術すら、規格外の相手に対しては机上の空論に堕すことを。

「──うおッ……！」

　皮一枚を掠かすめ過すぎる斬撃。どうにか躱かわしたかと思えば、返す刀で首を狙った斬り払いが襲い掛かる。息つく暇もありはしない。行く手を阻はばむ立木を片っ端から刈り取りながら、ナナオは一秒たりとも休まずフェイを追い立てる。

　反撃の機会もろくに与えられないまま、ほどなく彼のほうに限界が来た。木の根に踵かかとが引っかかって足が止まり、その一瞬を逃さずナナオの追撃が迫る。胴を狙った横よこ薙なぎの一撃。それをフェイは左手を添えた刀身で辛かろうじて受け止め、

「がっ……！」

　斬られることは防げても、その威力までは殺せなかった。刃の圧に押されて浮き上がるフェイの体。ナナオが刀を振り抜く勢いのまま、彼は木立の外へと一息に弾はじき飛とばされる。

「──ッ、は、ぁ……！」

　すんでのところで姿勢を崩さず着地しながらも、フェイの口元に引きつった笑いが浮かぶ。──時間稼ぎすらろくに成立しない。どうして想像できるだろう、ここまで出で鱈たら目めな相手が同学年にいるなどと。

「何やってんのよ、フェイ！」

　シェラとの戦闘から一旦離脱し、危機にある彼の前にコーンウォリスが助けに入った。フェイを仕留めにかかるナナオを刺突でけん制し、背後から追ってくるシェラへの警戒は相方に預ける。

　とっさの連携で辛かろうじてにらみ合いまで戦況を戻し、ふたりは背中越しに言葉を交わす。

「──すまん。思ったよりきつい」

「根性なし。二分くらいはもたせなさいよ」

　そう言いながら、コーンウォリスも言葉ほどに彼を責めてはいない。……最初から分かっていたことなのだ。ナナオ＝ヒビヤが規格外の相手であることも、一対一でシェラを仕留めることが難しいことも。ここまでの流れは、ただそれを確かめただけのこと。

「俺にあれの押さえは無理だ。──勝てないぞ、このままでは」

「…………」

　よって、この先こそが彼女らにとっては本命の戦い。静かな決意のもと、ふたりは目配せを交し合う。

「……フェイ。私を、勝たせてくれる？」

　静かな問いかけが少年の耳を打つ。瞬間、彼の脳裏に蘇よみがえるひとつの記憶があった。







　──子犬か。人との争いで親を失って彷徨さまよい歩あるき、こんなところまで流れ着いたと見える。

　家を焼かれ、群れを失い。半端な体を引きずっては、どこにも行く当てなどなく。

　雨露をすすって渇きを癒やし、野の獣を捕らえて飢えを満たし。──そうやって命を繫つないで、いったい何昼夜を過ごしたのだろう。

　気が付けば、終わりはもう目の前にある。ヒトの魔法使いが自分に向ける杖つえの先端を、死にかけの害獣を見下ろすその視線を、彼は疲れ果てた瞳で見返していた。……もう手足に力が入らない。それ以上に、抵抗する気力などありはしない。

　──粗悪な混ざりものでは、あえて飼う価値もないな。今ここで楽にしてやろう。

　身勝手な慈悲を掲げて、ヒトの魔法使いが一方的に死を告げる。やるなら早くしてくれと彼は願った。……飢えも渇きも我慢できる。でも、一匹ひとりきりの寒さにだけは耐えられない。こんな寒々しい世界に、彼はもう一秒だって生きていたくない。

　やっと終われる。そう思って目を閉じようとした彼の前に──ふと、ひとつの影が立ちふさがる。

　──待ってください、お父様。

　諦めが支配していた彼の心に、そこで初めて戸惑いが浮かぶ。……ヒトの娘だ。十にも満たない年頃の、金色の髪をしたあどけない少女の背中。それが今、彼をかばって男の杖つえの前に立ちふさがっている。

　──ちょうど従者が欲しいと思っていたところでした。この子は私が世話をします。

　──馬鹿を言え。それなら相応に素性の良い家の子を宛がってやる。

　困惑の混じる男の声。少女は首を横に振ってみせ、そのまま彼に向き直る。

　──違います、お父様。……私は、この子が良いのです。

　地面に膝を突いた少女が身を寄せて、青い瞳がじっと彼を見つめる。──そこで彼は理解した。少女の名前すら知らぬまま、相手の眼めの奥にその心を見て取った。自分と同じ孤独の色を。

　萎えた腕を持ち上げて少女の手を取った。──その瞬間から、彼は一匹ひとりではなくなった。







「──何を訊きく？　おまえは俺の飼い主だろう、スー」

　巻かれた首輪チヨーカーに手を当てて、フェイ＝ウィロックはそう口にする。……かつて差し出された少女の手。それに応え、彼女の孤独に寄り添った瞬間から、彼は自分の生き方を決めている。

「躊躇ためらうな。ただ命じろ。──この番犬に、敵の喉笛を食いちぎれと！」

　強い声で少女に促す。それを最後の一押しに、コーンウォリスは右手の杖じよう剣けんを頭上に掲げた。

「──満月よ浮かべルーナプレーナ──」

　紡つむがれる呪文。それに伴い、彼女らの真上にぽっかりと光球が浮かぶ。青白い輝きは月のそれを模したもの。空なき迷宮の中に、そうして仮かり初そめの月夜が出現し、

「──ガァァァァァァァ！」

「──!?」

　絶叫にも似た咆ほう哮こうが辺りに反響する。次いで、シェラの両目が驚きに見開いた。──フェイの姿が変わっていく。内側から膨れ上がった筋骨によってシャツが張り裂け、体表には黒い体毛が密に生え伸び、手足には鋭い爪が、大きくせり出した顎の内には肉食獣の牙きばが覗のぞく。骨格そのものが変異・拡張し、その体長はやがて六フィートを越えた。

「……シェラ殿。あれは」

　相手の変貌を目にしたナナオが問いかける。ただひとつの単語でもって、縦巻き髪ロールヘアの少女はそれに答える。

「……人狼ウエアウルフ……！」

　固かた唾ずを吞のむふたりの前で、今や黒毛の狼男へと変貌して唸うなりを上げるフェイ。前傾したその背中にコーンウォリスが跳び乗り、背中の毛を摑つかんでそこで体勢を固定する。そうすると小柄な体の大半はフェイの体に隠れ、頭と右手の杖じよう剣けんだけが肩越しに覗のぞく状態となった。

「……行くよ、フェイ！」

「ウルォォォォァアアアアアアア[image: ]」

　主の命令に応え、一匹の人狼が咆ほう哮こうと共に地を蹴って駆け出す。その突撃を迎え撃つべくナナオは刀を構え、シェラもまた呪文の詠唱を開始した。







「ゼァァァッ！」

　同じ頃。怒ど濤とうのごとく打ち付ける連撃を前に、オリバーは厳しい防戦を強いられていた。

「くっ……！」

　ひとたび本気になった瞬間から、オルブライトの剣の質ががらりと変わった。相手の出方を窺うかがうような遊びはもはや微み塵じんもなく、魔力のこもった斬撃は完璧に受け止めてなお手を痺しびれさせ、およそ反撃のチャンスというものを与えない。

　このままではまずい。そう悟ったオリバーが思い切った踏み込みで距離を潰す。鍔つば迫ぜり合あいの体勢にもつれ込んだところで両者の動きが止まり──そこでふと、オルブライトの視界にシェラたちの戦いが映った。変貌したフェイの姿と、その背中から呪文を放つ少女の様子が。

「──ふん？　連れに人狼の血が入っていたか。コーンウォリスも思ったよりやるな」

　ぽつりと呟つぶやき、それからオリバーに視線を戻して、彼は薄く笑う。

「お前も、仲間を助けに向かおうとは思わんのか？　構わんのだぞ、それを俺から逃げ出す口実にしても。何も恥じることはない。これは最初からチーム戦だものなぁ」

　あからさまな挑発だった。交差する刃の向こうで、オリバーが静かに口を開く。

「……ないものを口実にはできない」

「うん？」

「ナナオとシェラに援護などいらない。人狼の登場は予想外だが、それでもあのふたりを負かすには力不足だ。そして──俺が君に背を向ける理由もまた、ない」

　言いながら杖じよう剣けんを握る右手に力を込め、ぎり、とオリバーは相手を押し返す。

「ここまで剣を交えて、ひとつ察したことがある。──君は口ほどの自信家ではないな。Ｍｒミスター．オルブライト」

「…………」

「言葉が刺さらない。かつてのＭｒミスター．アンドリューズのような剝むき出だしのプライドを、君からは不思議と感じない。他人を雑ざ魚こと見下す口ぶりも、傲岸なようでどこか機械的だ。この表現が正しいかどうかは分からないが……君はまるで、義務のように俺を見下している。違うか」

「……黙れ」

　一言で会話を打ち切り、再び始まるオルブライトの猛攻。反撃を挟む暇もなく、オリバーは押し寄せる連撃を前に防戦一方に追い込まれる。攻防の割合が極端なまでに傾いたその刹那せつな、

「氷雪猛りてフリグス！」

　満を持して、オルブライトが剣を叩き付けながら呪文を詠唱した。オリバーの受け太刀がぐいと押し込まれ、同時に刃の先端から氷結魔法が発動──頭蓋骨まで凍てつくような冷気が、真っ白な吹雪となって敵の顔面を襲う。その瞬間に彼は決着を確信し、

「──零ゼロ距離詠唱。君の決め手はそれか」

「!?」

　吹雪の中から返った声に目を瞠みはる。──先の受け太刀の瞬間、オリバーは左手で相手の手首を摑つかんで位置をずらし、放たれた魔法の軌道をわずかに横へ逸そらしていた。それで直撃を免まぬがれ、決着を期したオルブライトの魔法は右耳を凍りつかせたのみ。

「こちらの攻め気が引いた瞬間を狙って、剣の間合いに呪文をねじ込む。セオリー外の極めて高等な力技だ。俺には真ま似ねできないが──」

　技を分析してみせながら、オリバーは相手の手首を握る手に力を込める。

「その誘いとして、あえて攻め気を引いてみせることは可能だ。俺のような凡俗にも」

「お前……！」

　手首を取られた瞬間、とっさにオルブライトも相手の右手首を摑つかんでいる。そうしてふたりがもつれ込んだのは、魔法剣における最大悪手のひとつとされる組み打ちの形。

「剣の間合いよりさらに内、魔法使いがとりわけ嫌う距離に入ってしまったな。──ここでの攻防を、君はどれほど知っている？」

　静かに問いかけるオリバー。その眼前で、オルブライトの口元が憎々しげに歪ゆがむ。

「……距離を潰しただけで勝ったつもりか。雑ざ魚こが……」

　これ以上の侮あなどりは捨て置けないとその目が語る。重心をズシリと低く落として、彼は吼ほえた。

「──オルブライトを舐なめるなよ！」







　策に嵌まった。襲い来る爪そう牙がと呪文を搔かい潜くぐりながら、シェラはその事実を悟っていた。

　人狼の頑強な肉体を盾となし、その背中からコーンウォリスが魔法を撃ち放つ。──この時点で強力な戦術であることは間違いない。人ひとりを背負ってなお人狼の動きは鋭く、一節呪文を数発食らった程度では倒れないタフネスをも有している。魔法をもってしても剣をもってしても、この連携を退けることは容易ではない。

「ハァァァァァッ！」

　その脅威を、澄み切った魔力で純白に染まった髪をなびかせ、東方エイジアの少女が真っ向から迎え撃つ。互いに一歩も引かず、刃と爪がぶつかり合って火花を散らす。

　そんな彼女と息を合わせて戦いながら、自責の念と共にシェラは考える。──本来なら、この相手でもナナオの敵ではないはずだと。

　人狼は確かに手強い。だが、紅王鳥ガルダと比較してなお戦力で勝るということは有り得ない。あの恐るべき魔獣すら仕留めてのけたナナオの剣腕をもってすれば、フェイはすでに斬り伏せられていなければおかしいのだ。事実、ここまでの戦いで、本当なら致命傷となるべき一撃が何度もフェイの体に入っている。

　にもかかわらず、それらはことごとく浅手に留とどまっている。この不条理を生んでいる原因にもシェラは思い至っていた。戦いの前に互いに掛け合った魔法──不殺の呪まじないによるものだ。

　半掛けに抑えた不殺の呪まじないは、それを帯びた杖じよう剣けんの殺傷力に制限を設ける。今回の場合は「即死級の深手」を与えられなくするものだ。無論、それでも肉は斬れるし血は流れる。死には至らずとも戦闘不能になるレベルの負傷は与えられるはずだった──それが人間の体であれば。

「ウルォォォオオオオオオ[image: ]」

　そこに落とし穴があった。シェラとナナオの杖じよう剣けんにかかった不殺の呪まじないは、あくまでもフェイの人間体を基準としたものなのだ。変身後の彼は体の構造が変わり、とりわけ負傷に対する再生能力が一気に跳ね上がる。結果として──人なら深手となる一撃も、今のフェイには重傷たり得ない。

「……ッ……！」

　失態の自覚にシェラが唇を嚙かむ。──戦いを始める前に、自分が気付くべきだった。

　審判の立ち合いのもとに行われる校舎での決闘なら、こんなことは決して起こり得ない。不殺の呪まじないは始めから全掛けで、有効打の判断も審判の目に委ねられるのだから。いや、それ以前に、事前の申請がなければ人狼への変身そのものが許可されないはずだ。人狼形態のフェイには呪文の詠唱はおろか杖じよう剣けんを握ることさえ出来ていない。不殺の呪まじないの件を抜きにしても、魔法使いの決闘のマナーに照らせば、彼らのこれは明白な「反則行為」なのだ。

　しかし、彼女らが今身を置くのは迷宮の中。校舎ではルール違反とされる行為も、それを見み咎とがめる者のないこの場所では立派な戦術となる。今回のケースにしても、上級生なら迷わず言い切るだろう──そんなもんは引っ掛かったほうが間抜けなんだ、と。

「むぅ……！」

　フェイの手首を断つはずだったナナオの一刀がまたしても浅手で弾かれる。同時にコーンウォリスが背中越しの電撃呪文を放つが、シェラの同呪文がそこへ割り込んだ。目の前で魔法が相殺して火花を散らし、東方エイジアの少女は跳とび退すさって危うく難を逃れる。

「──どうだ、ミシェーラ！　手も足も出ないでしょう！」

　自分たちの優位を確信し、勝ち誇ったようにコーンウォリスは叫ぶ。興奮に声が震えていた。そう──この立場に立てる日を、彼女はどれだけ長く待ち望んだか知れない。

「これが私たちだ！　分家筋だろうと何だろうと、私はもうあんたの予備じゃない！　ここであんたに勝つ、あんたを超える！　そうすればきっと、おじさまは私を認めてくれる……！」

　胸の奥に燻くすぶり続つづけた願いが口を突いて出る。それを聞いたシェラの表情が悲痛に歪ゆがみ、

「……本当に見事ですわ。Ｍｓミズ．コーンウォリス」

　かと思えば、状況とは裏腹な称賛を口にする。コーンウォリスが訝いぶかしげに眉をひそめた。

「皮肉ではありません。この戦況を成立させるために、あなたたちは多くの思索を巡らせたはずです。あらゆる手を尽くして勝利を目指す……そのひたむきな姿勢において、あたくしはあなたたちに後れを取っていました。自らの驕おごりと怠慢を恥じる他ありません」

　自省の念を込めてそう口にする。が、続けて縦巻き髪ロールヘアの少女はじっと相手を見つめ、

「しかし、その上で言わせていただきます。──今すぐパートナーの変身を解きなさい、Ｍｓミズ．コーンウォリス」

　真摯な表情で放たれた一言に、コーンウォリスの全身が固まった。──それが怒りでも憤りでもなく、純粋に自分たちの身を案じる声音だったから。

「……何を……」

「知らないふりはよしなさい。……あなたが一番辛いのでしょう」

　静かにかぶりを振ってシェラは言い、少女から人じん狼ろう体のフェイへ視線を下ろす。

「現代の魔法界において、人狼という種に人権は認められていません。にもかかわらずキンバリーに生徒として在籍しているのであれば、Ｍｒミスター．ウィロックは純血の人狼ではないはずです。人間の血が半分以上入った混血……半人じん狼ろうなのでしょう」

「…………」

「間に子を成すに当たって、人間と人狼は種としての相性が良くありません。そのために半人じん狼ろうの体にはいくつかの欠陥が生じます。変身中の耐え難い激痛は、その代表的なもの……」

　痛ましさに顔を歪ゆがめてシェラは指摘する。……そう、彼女には分かっていた。牙きばの隙間から零こぼれる低い唸うなり声ごえ、耳を劈つんざいて響き渡る獣の咆ほう哮こう。だが、そこに表れているのは戦意ばかりではない。

　同じだけ感じ取れるのが、戦いの高揚でも塗り潰せないほどの苦痛。……仮かり初そめの月の下に骨肉が組み変わる時も、変異した体を動かして戦っている時も。そして傷ついた肉体を急速に再生している今も──彼は常に、拷問と何ら変わらぬ激痛に耐えている。それはさながら、身の内を無数の茨いばらが這はうかのように。

「そうした理由から、多くの半人じん狼ろうは変身を生涯封じ続けると聞きます。……今この瞬間も、Ｍｒミスター．ウィロックは途と轍てつもない痛みに苛さいなまれているはず。気を緩めれば発狂しかねないほどに。たかだか一年生同士の立ち合いで、パートナーにそこまでの苦痛を強いてどうします！」

「────」

　敵味方の立場を超えたシェラの忠告。それを耳にした瞬間、湧き上がった感情がある一線を越えて焼け付き、コーンウォリスの視界が真っ白に染まった。







　──ねぇ、フェイ。……なんでお父様は、私を褒めてくれないのかな。

　目に映るのは、かつて繰り返し見た光景。笑顔で戯れる父と姉弟たち。まるで見えない壁があるかのように、少女はそれを遠巻きに眺めている。従者の少年と並んで、その光景に混ざることを許されないまま立ち尽くしている。

　──私が頑張れば頑張るほど、教えられたことが上う手まくなればなるほど、お父様は辛そうにするの。どんなに頑張っても、お父様はどうしても笑ってくれないの……。

　彼女はただ、父に笑いかけて欲しかった。他の姉弟たちと同じように、あの手に頭を撫なでて欲しかった。……だから、そのために頑張った。他の姉弟たちの誰よりも修練を重ね、常に抜きん出た結果を出してみせた。だが──それで得られたものは、見る影もなく引きつった父の顔だけだった。

　──やっぱり、ほんとうの子供じゃなきゃダメなのかな。どんなに良い子にしても、ほんものの子供には敵かなわないのかな。……愛しては、もらえないのかな。

　その事実に気付くまでに、余りにも長い時間がかかってしまった。積み重ねた不毛の年月に、彼女の心はどうしようもなく瘦せて飢えていた。従者の少年でも癒やせないほどに。

　──だったら。私もいつか、ほんとうの父親を取り返さなきゃ──。

　彼女が口にした望みの形に、少年もまたこくりと頷うなずいた。……彼はそこに誓いを重ねた。その日に辿たどり着つくまで、自分はずっと少女の隣にいると。







「──何が、分かる……」

　血を吐くようにコーンウォリスは呟つぶやく。──ずっとふたりで歩いてきた。互いの体温だけを頼りに、凍える寒さの中を、果てのない雪原を彷徨さまようような年月を越えてきたのだ。

　そうして辿たどり着ついたこの一戦を──目の前の相手は、いったいどんな傲慢さで、「たかだか一年生同士の立ち合い」だとのたまうのか？

「……あんたに……最初からぜんぶ持ってる奴やつに、私たちの何が分かるッ！」

　全てを振り払うような絶叫と共に、彼女らは相手を黙らせるべく攻撃を再開した。とっさに戦意を保てず消極的になるシェラ。フェイの爪を躱かわした直後の隙に、その瞬間を狙ったコーンウォリスの火炎呪文が襲い掛かり、

「ハァァッ！」

　紙一重のタイミングで割って入ったナナオが、その刀でもって炎を斜め後方に斬り流す。縦巻き髪ロールヘアの少女を背後に守って立ちながら、そこで彼女はぽつりと口を開く。

「気の遣い方を間違ってござるぞ、シェラ殿」

「……え？」

「貴殿らの事情は何ひとつ知り申さん。されど、拙者にも分かることがひとつござる。──あの者らは、覚悟を決めて我らと対している。この一戦に己が存在を懸ける気構えにござる」

　シェラが息を吞のむ。ふたりの敵について何の背景も知らぬまま──それでいて、負けられぬ戦いに臨む相手の意思を、ナナオだけが最初から見て取っていた。

「痛みも苦しみも、シェラ殿に諭されるまでもなく百も承知。相手がその覚悟でいるならば、こちらもまた全力でぶつからねば礼を失することになり申す。……違ってござるか？」

　どんな[image: 叱]責よりもその言葉は突き刺さった。目が覚めた思いで、シェラはきっぱりと応じる。

「いいえ、違いません。……あなたの言うとおりですわ、ナナオ」

　そう口にして、彼女は自分の振る舞いを強く恥じた。……今まさに敵として対たい峙じしている相手を一方的に気遣い、あまつさえ苦痛を慮おもんぱかって降参を促す。そんな自分は、いったい何様のつもりなのかと。

「過ぎた口出しを謝罪します、Ｍｓミズ．コーンウォリス。……彼の変身を解けとは、もう言いません」

　自らの非礼を認めて詫わびる言葉。だが──彼女の思いやりも優しさも、それで消え去るわけではない。たとえ傲慢と謗られても譲れぬものがある。続く言葉でシェラはそれを示した。

「代わりに約束します。──その苦痛は、決して長引かせませんわ」

「──ッ！　舐なめるなぁぁぁっ！」

　怒りの頂点に達したコーンウォリスに呼応するようにフェイが咆ほう哮こうする。それを真っ向から受け止めるようにシェラが杖じよう剣けんを構え、ナナオも微ほほ笑えみを浮かべてその隣に並び立った。







　組打ちの間合いに入ってからすでに三分。それだけの時間を経てもなお、両者の攻防には終わりが見えていなかった。

「……ッ……」

「……ぐッ……！」

　傍はた目めには、さほど大きな動きがあるようには見えない。だが、裏腹に両者の表情は今までになく険しい。腕の押し引き、足運び、そして領域魔法──あらゆる技術を駆使した「姿勢の崩し合い」が続いている。

　魔法使いが行う組み打ちの攻防は、『いかに相手の体勢を崩させ、杖じよう剣けんを持つ利きき手ての自由を取り戻すか』の争いに終始する。用いられるのは接近戦での体術、体内における重心制御の技術、その両方と組み合わせた領域魔法だ。

「ハァッ！」

　フェイントを挟んで投げ技に打って出るオルブライト。間髪入れず、オリバーがその足元に「躓く墓石グレイブストーン」を発動。足運びを邪魔されたオルブライトが逆に姿勢を崩しかける。

「チッ……！」

「……フゥ……！」

　響く舌打ち。互いの姿勢を崩せぬまま、再び膠こう着ちやく状じよう態たいに戻る両者。オルブライトが苛いら立だたしげに毒づく。

「……泥臭いにも程がある。どこまで付き合わせる気だ、こんな戦いに」

「愚痴りながらもしっかり対応してくる辺り、君はさすがだ」

　組み合った姿勢のまま皮肉を応酬し、オリバーはなおも言葉を続ける。

「純粋な戦闘センスでは君に及ぶべくもない。が、俺のほうも忍耐力には自信がある。──一緒に来てもらおう、泥沼の底まで！」







　策は完全に成った。続く戦いの中で、コーンウォリスはそう確信していた。

　不殺の呪まじないを利用してサムライの剣を封じた策略と、人じん狼ろう体の頑強さを最大限に活用した一方的な攻勢。もはやフェイに対する攻撃が深手となり得ない以上、敵が取れる手段はその背中のコーンウォリスを狙うことのみ。だが、足となるフェイの敏びん捷しようさに加えて、彼女自身も周囲に注意を張り巡らせている。どんな手段をもってしても、そこへ攻撃を届かせることは至難の技だ。

「──決めるわよ、フェイ！」

「ウルォォォォォォォ！」

　敵に打つ手は残されていない。それを認めた上で、コーンウォリスは戦いに終止符を打つべく相棒を駆り立てた。シェラとナナオの間に突撃して両者を分断し、そこで即座にフェイを方向転換させる。

「今ッ！」

　再び合流する暇を与えず、ふたりはシェラへ向かって猛然と突き進んだ。ナナオに無防備な背中を向けることになるが、彼女の呪文が実戦に使えるレベルまで達していないことは把握済み。距離が詰まるまで攻撃されることはない。そして──いかにシェラが優れた使い手でも、自分たちの連携を一手に引き受けることは出来ない。

「これで終わりよ、ミシェーラ！」

　フェイの肩越しに杖じよう剣けんを向けながらコーンウォリスが叫ぶ。その視線の先で、迫りくる人狼の体を見据えて、シェラは静かに杖じよう剣けんを振った。

「──伝え雷光トニトウルス」

　詠唱を経て放たれる電撃魔法。出力には目を見張るものがあったが、それすらコーンウォリスにとっては脅威となり得ない。フェイの頑強な肉体が余さず防いでくれる。そう信じ切った彼女は攻撃のみに集中して杖じよう剣けんを構え、

「……ぎっ!?」

「ウルォッ!?」

　直後に全身を襲った予期せぬ衝撃。手足の感覚が一瞬失われ、フェイの肩を摑つかんでいた指から力が抜ける。為なす術すべなく地面へと転がり落ちるコーンウォリス。それに気付いたフェイがすぐさま足を止めて振り向くが、

「生憎と、背負い直すことは出来申さぬ」

　彼が守るべき少女との間に、東方エイジアの少女が厳然と割って入っていた。全身を苛さいなむ激痛さえ意識から吹っ飛び、人狼の瞳が一転して焦あせりに染まる。

「……グッ！　グルァァァァァッ！」

　打ち破って押し通るしかない。そう覚悟したフェイが牙きばと爪でもってナナオへと襲い掛かる。だが、その攻撃はことごとく少女の振るう刃によって打ち落とされる。彼女がそこに立ち続ける限り、彼には一歩たりとも前進が許されない。

　フェイの相手はそのままナナオに委ね、シェラは視線をもうひとりの相手に向けた。転がり落ちた地面で今まさに立ち上がったコーンウォリスに。

「……呪文の意念イメージを変えました。さっきまでは貫通力重視でしたが、今のものは伝達性重視。いわば体の表面を流れていく電撃です。人狼に対してダメージは見込めないでしょうが、そこに接しているあなたの感電は避けられません」

「──っ──」

「よく観察してさえいれば、あなたなら呪文の質の違いも見抜けたはずです。対抗呪文で相そう殺さいすることも出来たでしょう。……勝負を決める段になって焦あせりが出ましたわね」

「う、ぅ、う……！　うるさぁぁい！」

　全てを振り払うように少女は叫んだ。こうなっては是非もない──自分自身の力だけでシェラを倒す。フェイとの連携を断たれた以上、もはやそれ以外の道はない。絶望しかける心を怒りで奮い立たせて、彼女は再びリゼット流「電光」の構えを取った。

「ええ、来なさい」

　その意思を受け止めるように同じ構えを取ったシェラ。コーンウォリスが先手を取って刺突を繰り出し、それを皮切りに、両者の間で再び交わされる同門の剣けん戟げき。

「う、う、う……！」

　が、その全てを危なげなく受け流しながら、シェラはじりじりと前進していく。焦あせりに染まっていく少女の瞳が、びくとも揺るがぬ縦巻き髪ロールヘアの少女の構えを映す。

「ひとりになった途端に剣筋が乱れましたわね。気持ちは察しますが──心の鍛錬が足りませんわよ、ステイシー！」

　攻防の合間に生じた一瞬の隙。それを鋭く見て取って、シェラは決着の刺突を繰り出した。







「──ハッ！」

　崩しを経て投げを繰り出そうとするオルブライト。が、その態勢が途中でぐらりと揺れる。

「──くッ!?」

　足元に展開した「沈む墓土グレイブソイル」が彼の軸足を絡からめ取とる。オリバーがカウンターで繰り出した攻撃だ。オルブライトも即応して足を引き抜き、互いの体勢は再び膠こう着ちやく状じよう態たいに戻った。

「フゥッ……！」「…………」

　普通人とは異なり、魔法使いの腕力は筋量ではなく、体内を巡る魔力によって決定される。

　その点ではオルブライトに大きく軍配が上がる。これはひとえに肉体が持つ素養の差で、魔法出力の差がそのまま腕力の差と考えて差し支えない。必然、単純な力比べではオリバーに勝ち目はなく、その不利は組み打ちの攻防にも漏れなく引き継がれている。

　にもかかわらず、オルブライトはオリバーの体勢を崩せずにいる。それはつまり、腕力以外の要素──すなわち技術で、相手が彼を上回っているという証左に他ならない。

「……っ……」

　認めがたい事実を前にしたオルブライトが、ふとそこでひとつの言葉を思い出す。──誰よりも高く跳びたくば、先んじて誰よりも固く地を踏み固めよ。

　ラノフ流に伝わる至言である。ざっくりと翻訳すれば、これは「地の型を重視しろ」という教えだ。地上での戦いである限り、「沈む墓土グレイブソイル」や「躓く墓石グレイブストーン」は多くの局面で応用が利きく。使いどころが限定される大技をいくつも覚えるより、これらを状況に応じて使いこなすほうが遙はるかに実践的ということだ。

　オリバーの戦い方はその理念に則のつとっている。自分の足場を有利に加工し、相手の足場を不利に崩す──言葉にすればただそれだけのこと。だが、その技術に恐ろしいまでの奥行きがある。

　相手を小手先の技師と見た認識を、ここに至ってオルブライトは覆くつがえすしかなくなった。──技の多様さが本質ではない。この相手の真に恐るべき点は、自ら扱う術理への理解の深さ。華々しさとは無縁の基礎を、この年齢では考えられないほどの精度で身に修めていることにある。

「……ぐ……」

　ここに及んで初めて、オルブライトの胸中に焦あせりが浮かんだ。……まともな魔法使いなら、今の戦況を長引かせたいとは思わない。むしろ一刻も早く本来の間合いに戻したいと思うのが自然な感性だ。が、この相手は自ら望んで距離を潰してきた。あまつさえ泥沼の持久戦こそ望むところだと言ってのけた。

　終わりの見えない我慢比べの中で、オルブライトの背中にぞっと寒気が走る。──考えたくもないことだが。このまま延々と集中力を削り合えば、先にミスを犯すのは自分ではないのか？

「……ぉおおッ！」

　そう思ってしまえば、もはや強引にでも動かずにはいられなかった。両手を押し込む動きをフェイントに、打って変わって体ごと全力で後退──足場に傾斜を作って踏ん張りを強化しつつ、右手首の拘束を一気に引きちぎる。同時に敵の手首を握る左手はぐいと突き出した。それで相手の体勢が崩れ、眼前にローブの裾がひるがえる。

　勝負をかけた一手が成立し、両者の間合いが再び離れる。安あん堵どしかけたオルブライトの鳩みぞ尾おちを、予期せぬ衝撃がしたたかに貫いた。

「……ごっ!?」

　何かが強く腹を打った。続く一瞬、その正体を見て取ったオルブライトがぎょっと目を瞠みはる。──足が、伸びている。離脱の瞬間にひるがえった敵のローブの裾。その内側の死角から繰り出された踵かかと蹴げりの一撃が、離れ際の一瞬、狙い澄ましたように彼の鳩みぞ尾おちを捉えていた。

　しまった、とオルブライトは気付く。狙われていた。利きき手ての自由を取り戻すために右腕を引き込み、相手の姿勢を崩すために左腕を突き出す──離れ際のその動き、そこから生じる力の流れを、敵は後ろ回し蹴りのモーションとして逆に利用したのだ。

　基幹三流派には打撃技が極端に少ない。だが、決して存在しないわけではない。そのひとつがこれ、ラノフ流魔法剣・蹴技「隠れる尻尾ヒドウンテイル」。ローブやマントが作り出す死角を利用して、相手の鳩みぞ尾おちを蹴り抜く技である。

「──氷フ、雪リ──！」

　両者の間合いがまっすぐ開く。すぐにも魔法を撃とうと杖じよう剣けんを構えて、そこでオルブライトは愕がく然ぜんとした。息が詰まる。肝心の呪文が口から出てこない。

　ただ腹を打たれたわけではないのだ。彼が蹴り抜かれた鳩みぞ尾おちは、すなわち肺の下部に位置する横隔膜。その収縮によって呼吸を行う器官である。この場所を強く打たれれば、たとえ魔法使いであろうとも、人間は一時的な呼吸困難に陥おちいることを避けられない。

「打てよ風槌インペトウス！」

　風が唸うなりを上げる。後ろ回し蹴りから繫つながる一連の動作で、オリバーは流れるように決着の詠唱を口にする。

　蹴りを受けた直後の不十分な体勢、さらに呪文すら封じられたオルブライトに打つ手はなかった。とっさに頭部を守って両腕を盾にするが、それさえ見越したように、がら空きの腹部に風の大おお槌づちが叩たたきつけられた。喀かつ血けつが地面を赤く染め、彼は仰向けに倒れ伏す。

「沼の底で、先に痺しびれを切らしたな。──俺の勝ちだ、Ｍｒミスター．オルブライト」

　中段の構えから相手を見下ろし、オリバーははっきりと宣言する。それでもなお、聞き慣れない異国の言葉でも耳にしたように、オルブライトはひたすら呆ぼう然ぜんと天井を見上げていた。







　手を離れて地に落ちた杖じよう剣けんが、長い勝負の決着を告げていた。

「……なんで……」

　深く抉えぐられた手首から滴る血を見つめて、コーンウォリスの体が膝から崩れ落ちる。糸が切れた人形のように力なく座り込み、彼女は震える声で呟つぶやいた。

「……なんで。なんで、勝てないのぉ……！」

　目尻から溢あふれ出だし、ぽたぽたと地面に落ちる涙の粒。その光景を目にした瞬間から、ナナオと闘い続けていたフェイの瞳から戦意が消え去っていく。

「……ゥ……ルル……」

　手足をだらりと下げたフェイの姿を前に、ナナオもまたそれ以上の追撃は行わなかった。彼女の目の前で急速に縮んでいく体。ものの十数秒で元の人間体へと戻り、全身の傷から流れる血潮もそのままに、フェイは泣き崩れた少女へよろよろと歩み寄る。

「…………落ち、着け。……俺たちのほうが、弱かった。ただそれだけだ」

　傍かたわらに膝を突いて、少女の肩に手を置く。無言でその様子を見つめるシェラに、やがてフェイがそっと目を向けた。

「あなたたちの勝ちだ。最後までこんな有り様で申し訳ない、Ｍｓミズ．マクファーレン」

　謝罪の言葉に、シェラは首を横に振ってみせる。

「負けて流す涙は尊いもの、気に病むことはありません。……ただ、ひとつだけ聞かせてくださいませ。

　あたくしはずっと、あなたたちに嫌われていましたの？」

　ひどく寂しげな問いかけ。しばらく言葉を吟味した末に、フェイはぽつりと口を開く。

「あなたは何も悪くない。ただ……眩まぶししすぎた。こいつには」

　泣きじゃくる少女の姿を見つめて、彼は静かな口調で語り始める。

「コーンウォリスはマクファーレンから派生した数ある分家のひとつ。分かれてからの歴史もすでに浅くはない。だが──今もなお、その存在意義の第一は本家の断絶に備えることにある。いざという時にあなたの代わりとなること。つまりはそれが、分家筋の存在意義だ」

「……ええ。承知しています」

　苦い面持ちでシェラはうなずいた。──決して珍しい話ではない。魔道の探求が死の危険と隣り合わせである以上、何らかの事故、あるいは事件によって家が断絶する事態は常に起こりうる。そうした場合に備えて設けられるのが分家筋。ひとつの家が滅ぼうとも、同じ血に連なる親戚によってその魔道を引き継ぐために。

「だが、こいつの場合は少し事情が違う。こいつの姓はコーンウォリスだが、その血筋は本家であるマクファーレンと直接の繫つながりを持つ。それはこいつが、あなたと同じセオドール＝マクファーレンの落らく胤いんだからだ」

　フェイの口から告げられたその言葉に、む？　とナナオが首をかしげた。

「父君がマクファーレン殿……？　ちょっと待って欲しいでござる。それはつまり、シェラ殿の妹御ということではござらぬか？」

「血縁の上ではその通りです。……けれど、魔道の家の慣わしとして、あたくしが彼女を妹と呼ぶことは許されません。同じように、父が彼女を娘と呼ぶこともありません」

　ひどく固い声でシェラが言う。魔道の名門に生まれた嫡ちやく子しとしての宿業がそこに滲にじむ。

「優れた血は濃く、そして多く残すべし。魔法使いとなって日が浅いあなたには理解しにくいでしょうが、そうした原則が魔道の旧家にはあるのです。……その現れのひとつが、本家の優れた魔法使いの血を分家にも分け与えるという慣例。あたくしの父はそれに従って、コーンウォリス夫人に子種を預けたのですわ」

　人の心の機微を無視した血統主義、それは魔法使いの営みそのもの。その残酷さを思って、フェイはぎり、と奥歯を嚙かみしめる。

「あなたの予備という意味では、こいつはよくやっている。あなたには及ばないにせよ、それはあなたが優秀すぎるからだ。不足を責められるには当たらない。

　だが──それが良くなかった。本家の血から受け継いだ才があり過ぎた。コーンウォリス家の他のどの子供よりも、こいつは魔法使いとして秀でてしまっていた」

「……っ」

「もう分かるだろう。こいつが才能を示すたびに、コーンウォリス家の父親がこいつを見る目は変わっていった。こいつの出す結果が証明し続けていたからだ──自分の血はセオドール＝マクファーレンの血に劣っているのだと。

　だが、十歳を迎えるまで、こいつ自身はその事情を知らされなかった。だから、父が自分を疎うとむのは自分の頑張りが足りないからだと思い込んだ。その結果……父親に好かれるためのこいつの努力は全て、その父親により疎うとまれる結果だけをもたらした」

　言葉を失って立ち尽くすシェラ。少年の横顔が苦渋と悔恨に染まる。

「こいつが望んだのは、自分の努力が報われることだ。あなた以上の才能を示して、本当の父親であるセオドール＝マクファーレンに、あなたに代わる娘として認めてもらうこと……」

「……それは……」

「ああ、分かっている。どだい無理な話だ。仮にあなたに勝ったところで、そんな夢は実現しない。

　だが、こいつには他に目指す場所などなかった。馬鹿げた目標だろうと是非もなかった。それを追い求めることが、こいつにとってはそのまま生きることだった……」

　こぶしを握り締めてうつむくフェイの前で、コーンウォリスはわんわんと泣き続ける。ふと、ナナオが身を屈かがめて、その顔をじっと覗のぞき込こんだ。

「…………」

「……っ……？　……な、なによぉ……」

　視線に気付いたコーンウォリスが涙声を漏らす。そんな彼女へ向けて、東方エイジアの少女はきっぱりと言い切った。

「似てござらん」

「──へ？」

「まったく似てござらん。シェラ殿の代わりを務めるのは、貴殿には無理にござる」

「ほげぇっ!?」

　痛烈な指摘を食らったコーンウォリスが衝撃にのけ反ぞる。シェラは困惑気味の視線を友人に向けた。

「ナ、ナナオ……？」

「拙者だって困るでござる。もしシェラ殿が明日にも命を落としたとして、それより先は貴殿を代わりに扱えというのでござるか？　無理にござろう。仮に貴殿がシェラ殿よりも魔道に秀でていたとしても、そんなことは出来申さぬ」

　率直な所感を述べるナナオ。迷わずそれを口にできるのは、魔法使いの価値観に染まっていない彼女だからこそ。

「人は道具とは違ってござる。何者も何者の代わりにも成り申さん。シェラ殿も、そして貴殿も、もちろん拙者自身も──ただ己自身としてのみ生を受けて、今此こ処こにあり申す」

　ぽかんと座り込んでいるコーンウォリスには、相手の言葉の半分も理解できてはいない。ただ、ひとつだけ分かる。目の前の少女が、自分に向かってひたむきに語りかけていることが。

「だから拙者は、他の誰でもない貴殿自身を知りたくござる。シェラ殿の代わりではなく、シェラ殿と真っ向から斬り合った誇り高き剣士の名を。それではいけないでござるか？」







　やや離れた場所でその声を耳にして、オリバーは口元をふっと緩めた。

「……毒気を抜かれているな。ナナオが喋しやべり出だすと、周りはいつもあれだ」

　そう呟つぶやき、彼は今なお倒れたままのオルブライトへ視線を戻す。

「こちらにメダルをひとつ渡しても残りはあるだろう。最終日の明日まで生き残れたなら、君も改めて彼女とやり合えばいい。……きっと感じるところがあるはずだ」

　応じる声はない。すでに動ける程度には回復しているはずだが、じっと虚こ空くうを見据えたまま、オルブライトは押し黙っている。

　が、やがて片手がローブの懐ふところに差し込まれ、そこから取り出したメダルがオリバーへ投げ渡された。続けてゆらりと立ち上がったと思うと、オルブライトは少年に背を向けて歩き出す。

「……？　待て、Ｍｒミスター．オルブライト。そちらは迷宮の奥だぞ」

　忠告を飛ばすも、本人はそれを無視して足を進める。重ねて制止するべきか悩んだが、オリバーは結局それを止めた。──ひとりになりたい気持ちは分かる。迷宮にも潜り慣れているようだし、これ以上は要らぬお節介というものだろう。

「──来たれ眷属アレスポンデオ」

　だが、そんなオリバーの配慮をよそに。オルブライトの口がぼそりと、どこか不吉な響きを帯びた詠唱を紡つむいだ。

　空気が変わる。広い空間に低く、何かが震えるような異音が満ちる。どこか聞き覚えのあるそれに気付いた瞬間、オリバーはとっさに周囲を見回した。

「──これは」

「三人とも、こっちに来てっ！」

　背後から危機感を帯びたカティの声が響く。同時にオリバーも気が付く──羽音だ。どこか不安を催す異音は、大きな羽虫がすぐそばを飛んでいる時のそれ。しかし近くに虫の姿はない。ということはつまり、

「この警戒音……！　もしかしたらと思ってたけど、やっぱりそうだった！

　上を見て！　ここはただの広場じゃない！　あれは全部、貫き蜂ステイングビーのコロニーだよ！」

　オルブライトを除く全員が弾かれたように頭上を見上げ、同時にぎょっと目を剝むく。果たして彼がそこに目にしたのは──人間大の大きさを持つ巨大な蜂の群れが、天井の隙間という隙間から飛び出して来る姿だった。

「くっ……！」

「早く！　こっちに逃げてきてっ！」

　我に返ったオリバーが身をひるがえして駆け出す。カティが手招きする先では、地面から生え伸びた木の枝が組み合わさって当座の避難所を形成し、彼女自身はその中心で香炉に火を入れていた。枝の隙間から中に入ると独特の刺激臭が鼻を突く。ナナオとシェラもすぐさま同じ場所に駆け込んだ。

「はぁっ、はぁっ……！　カティ、これは……!?」

「虫よけのお香を焚たいたの！　しばらくは効くはずだよ！」

「おれの手持ちの種でバリケードも作った！　この数相手じゃ気休めだけどな……！」

　成長促進呪文で新たな枝を生やしながらガイが言う。と、そこへさらに、フェイがコーンウォリスの手を引いて走ってきた。

「すまん、俺たちも間借りさせてくれ！　助けを求められる立場じゃないが……！」

「いいから早く中に入れ！　立場とか何とか、こんな時に言ってる場合か！」

　ピートが叫び、有無を言わさずふたりをバリケードの中に引っ張り込む。その頃にはもう、彼らの上空を百匹以上の貫き蜂ステイングビーが埋め尽くすように占拠していた。その中でもひときわ大きな個体の背中に、オリバーはさっきまで戦っていた相手の姿を見み咎とがめる。

「何のつもりだ、Ｍｒミスター．オルブライトッ！」

　非難の意思も露あらわに問いかける。少しの間を置いて、オルブライトが杖じよう剣けんを振った。

「……昔のことだ。家の使用人に、普通人の一家がいた」

　低い声が上空から届いた。拡声呪文を用いていると見えて、その言葉は無数の羽音にも搔かき消けされずに響く。険しい面持ちのオリバーへ向けて、彼はなおも続けた。

「ひとり娘は俺と同い年だった。俺の身の回りの世話と、それに話し相手を任されていてな。幼少期から厳しい修練を課されていた身にとっては、数少ない心許せる相手だった。

　ある時期から、俺はそいつとチェスを打つようになった。ふたりでやれるゲームの中ではいちばん互いの性に合ったからだ。結果は俺の連戦連勝──だが、何度負けても、そいつはめげずに付き合ってくれた。大人たちにコツを尋ねて、少しずつ上達してもいった」

　先ほどまでと違い、淡々とした声に敵意はない。ただひたすらに乾いている。傲慢と不遜の分厚い殻が破れて、その中から干からびた本心が漏れ出す。

「そんなある日──俺は初めて、チェスでそいつに負けた。こちらの定石と向こうの作戦がぴったり嚙かみ合あった、清すが々すがしいほどの完敗だった。そいつはベッドの上で飛び跳ねて大喜びして、その姿を見た俺も喜んだ。負けたのは悔しかったが──それ以上に、他人の努力が実を結ぶところを見るのは初めてだったから。

　……そうやって浮かれてしまったのが、致命的に良くなかった」

　暗い眼めに浮かぶ自責と後悔。その有様に、オリバーは余りにも見覚えがある。鏡を覗のぞき込こんだ時に何度となく向き合ってきた。そう、それは──取り返しのつかない過あやまちを犯した人間の顔。

「次の日まで浮かれた気分を持ち越して、俺は朝食の席で両親にこう話した。──使用人の娘が初めて自分にチェスで勝った。すごくいい作戦だった。今まででいちばん面白かった、と。

　その場で激痛呪文を三発叩たたき込こまれた。俺は泣き叫んだ」

「…………っ！」

「半日がかりで折せつ檻かんを受けた。窓のない地下の一室で、オルブライトの一族としての心構えを徹底的に刻まれた。忘れようのない痛みと恐怖を交えて。

　夕方になってようやく解放された後、俺はぼろぼろの様で部屋に戻った。むしょうにあいつと会って話したかった。いつものようにとりとめもない言葉を交わせば、きっと心が楽になれると思っていた。

　だが、二度とあいつは俺の部屋に来なかった。……俺が折せつ檻かんを受けている間に、とっくに家族ごと処分されていたから」

　シェラがぐっと唇を嚙かんだ。彼女には理解できてしまう。魔法界きっての武門に生を受けた少年、その双そう肩けんに圧のし掛かかる途方もない重責を。そこから生じる数あま多たの理不尽を。

「あの時に悟った。──俺は、誰にも負けることなど許されない。

　俺の勝利も敗北も、最初から俺のものではない。オルブライトのものだ。この身はどうしようもなく持ち合わせていない──敗北を受け入れる権利も、自分を打ち負かした相手に敬意を払う自由さえも」

　その告白に、オリバーもまた自分の直観が正しかったことを知る。──義務なのだ、この少年にとっては。戦いに勝利することも、周囲を雑ざ魚こと見下して不遜に振る舞うことも。

　それ以外の在り方を許されたことがない。それ以外の生き方を思い描くことさえ儚はかない。オルブライトの家名が、血統の責務が彼の存在を縛り付ける。それは魔法使いの業そのものだから。

「先の一戦は見事だった、オリバー＝ホーン。弁明の余地なくこちらの完敗だ。だが──俺はオルブライトだ。故に、その結果もなかったことにしなければならない。

　杖じよう剣けんと白はく杖じようを捨てて、今すぐ投降しろ。傷つけはしない。全員に忘却呪文をかけ、この数時間の記憶を消すだけで解放する。が……抵抗するなら、こいつらをけしかけることになる」

　少年は言う──脅おどしというには余りにも乾いた声で。それを聞くに及んで、カティが声を荒げた。

「何を勝手なことばっかり……！　こんなやり方で負けを帳消しにしようっていうの!?」

「ふざっけんな！　降りてきやがれ、この野郎っ！」

　ガイが声を揃そろえて叫ぶ。それらの非難を甘んじて受けながら、オルブライトはオリバーに虚うつろな目を向ける。

「……俺が義務のように他人を見下していると言ったな、オリバー＝ホーン」

「…………」

「その通りだ。これからもずっと、俺は同じように振る舞うだろう。誰に負けようが諭されようが、その全てをなかったことにして……今までと何も変わらず、何ひとつ変われないまま、周囲を雑ざ魚こと見下すのだろう」

　自らの運命をそう語り、彼はオリバーの背後──涙で顔をぐしゃぐしゃにした少女へと視線を移す。

「皮肉なものだな、コーンウォリス。負けた後に泣けるお前を──今は心底、羨ましく思う」

　彼がそう口にした瞬間、低空に飛来した蜂たちがその姿を覆い隠した。天井近くに陣取ったオルブライトの姿はもはや地上から目に映らない。バリケードの周囲を飛び交う蜂たちを横目に、シェラが険しい表情で仲間たちに向き直る。

「虫よけはもって数分……！　まずい状況ですわ！　オリバー、あなたの意見は!?」

　問われたオリバーに全員の視線が集中する。数秒の沈黙の後、彼はこぶしを握り締めてうつむいた。

「……悔しいが、投降もひとつの手だ。オルブライトのほうにも、俺たちからメダルと記憶以外のものを奪う気はないだろう。この数の貫き蜂ステイングビーは今の俺たちの手に余る。全員の身の安全を第一に考えれば、降伏が最善の選択になる……」

　絞り出すように少年は告げた。その意見にうなずきつつ──しかしそこで、シェラは東方エイジアの少女へ視線を移す。

「……ナナオ。あなたはどう思いますか？」

　全員がナナオに視線を向けると、彼女は今なおまっすぐ上空を見つめていた。蜂たちの向こうに相手の姿を見透かすように。

「オリバーが決めたことならば異論はござらん。ただ──もし許されるなら。拙者は、あやつを負かしてやりたくござる」

　揺るぎない声で少女は言った。「勝ちたい」でも「負けたくない」でもなく、負かしてやりたい、と。

「勝利に執して歩み続けるは武人の常。されど──その長い道程にあっては、敗北もまた掛け替えのない財産。負けを受け入れ、己を降くだした相手を認め敬い──それを経て、人はようやく先へ進め申す。

　あやつにはそれが出来てござらん。どこにも足を踏み出せず、成長出来ぬ幼い心を抱えて、同じ場所にずっと留とどまり続つづけるばかり。それは──哀れにござる。余りにも」

　しん、と沈黙が下りる。怒りとも憤りとも違う感情を宿して、ナナオの横顔がそこにある。

「……わたしは、いいよ」

　やがて、巻き毛の少女がぽつりと応えた。震えを押し殺すように、両のこぶしを固く握りしめて。

「ナナオにも、オリバーにも、シェラにも、あんな奴やつに降参なんてして欲しくない。……入学したばかりの頃とはもう違う。今はわたしだって、理不尽と戦う覚悟ができてる」

　決して守られるだけの立場には甘んじない。迷宮の中に共有工房を持とうと提案した時から、カティは自分にそう誓っている。その決意を横目に、長身の少年が鼻を鳴らした。

「おれも同感だな。カティに先を越されちまったけどよ」

「──ガイ」

　葛藤の滲にじむオリバーの視線に、彼は口元をにっとつり上げて応える。

「あんだろ？　勝ち筋。さっきの言い方はそう感じたぜ。おれたちを気遣っての白旗なら、そいつは遠慮願いたいところだ」

　ガイは指摘する──本当に勝ち目がゼロの状況なら、「降伏もひとつの手」という表現をオリバーは使わないはずだと。図星を突かれた少年は、しかし険しい面持ちで首を横に振る。

「……気持ちはありがたく思う。けど、ダメだ。不確かな博打には巻き込めない。失敗すればどうなるか──」

　なおも慎重案を口にするオリバー。ふいに、横合いからその襟首が摑つかまれた。

「……おい。保護者気取りもいい加減にしろ」

「え？」

　眼鏡越しの瞳と視線が合う。この場でもっとも非力な立場から、それでもピートは告げる。

「まだ分からないのか？　──ボクも、ガイも、カティも！　ここまでオマエらの足を引っ張りに来たわけじゃないぞ！」

　その言葉が胸に突き刺さって、オリバーはぐっと顔を歪ゆがめた。

「……そうだな、すまない。ピート、君の言うとおりだ」

　そう口にして、彼は己の行いを悔いた。守る者と守られる者──その線引きを、自分だけで一方的に行っていたことを。ここまで共にやって来た仲間の覚悟を軽んじたことを。

　この場の誰ひとり、もう何も知らない新入生ではない。キンバリーここの恐ろしさも、迷宮に潜ることのリスクも、全員がそれぞれ受け入れて今この場所にいる。だから──その彼らが、危険を承知で戦うことを望むというのなら。

「──作戦を説明する。みんな、顔を寄せてくれ。そっちのふたりも」

　拒む理由などありはしない。そう受け入れて、コーンウォリスとフェイも巻き込み、オリバーは状況の打開策を話し始める。頭上から蜂たちのプレッシャーが押し寄せる中、三十秒ほどで説明は終わった。

「……けっこう派手な作戦だな。でも気に入った。おれは乗るぜ」

「わたしも。調合は絶対に間違えないから、そこは任せて……！」

　ガイとカティが気丈に請け合い、他の面々も次々とうなずく。話が固まりかけたところで、縦巻き髪ロールヘアの少女が口を開いた。

「……ひとつよろしいですか、オリバー」

「もちろんだ。異存があれば言ってくれ」

　オリバーがうなずいて向き直る。こと魔法戦の采配において、シェラの意見を軽視できるはずがない。彼に見つめられて、少女は軽く首を横に振ってみせた。

「異存はありません。その上で、勝算を上げる提案です。

　今回ばかりは──あたくしもとっておきを出しますわ」

　そう前置きして、彼女は静かに語り始める。続く内容を耳にして、仲間たちの目が続々と驚きに見開いていった。







　一方。蜂の群れを挟んだ上空では、オルブライトがじっと彼らの選択を待っていた。

「…………そろそろ、か」

　ぽつりと呟つぶやく。彼の眼下で、香炉から立ち昇る虫よけの煙が薄らぎつつあった。それさえ無くなれば、残る防備は成長促進呪文で設しつらえた木のバリケードだけ。貫き蜂ステイングビーの大群の前には薄紙も同然だ。

「──む!?」

　が、続く出来事は彼の予想を超えた。消えていく煙と入れ替わりで、また新たな煙がバリケードの中から立ち上り始める。最初はまだ虫よけが残っていたのかと思ったが、そうではない。今度の煙の作用はまったく逆──興奮の度合いを増した蜂たちが、我先にとバリケードへ押し寄せていく。

「馬鹿な──自ら蜂を寄せるだと。自殺する気か……？」







「オリバー、まだか!?　バリケードがもたねぇぞ！」

「まだだ！　ギリギリまで数を寄せろ！」

　嚙かみ砕くだかれた木片がばらばらと降り注ぐ中、焦りの滲にじむガイの声に、オリバーは頑としてそう応えた。蜂の大群に襲われている状況下で、逆に虫寄せの香を焚たく──恐ろしい真ま似ねだと分かっているが、もはや後に引く道はない。

「……フゥゥゥ……」

　全員がそれぞれの配置に付く中で、その中心に立った縦巻き髪ロールヘアの少女は深呼吸を繰り返している。体内の魔力循環を調整し、子宮の備蓄魔力を解放。以前ピートに体験させたのと同じ工程を踏んでいき──その終盤で、少年にはなかった変化が始まる。

「シェ、シェラ……！」

「──、うぉ──！」

　カティとガイが状況を忘れて目を奪われる。目に見えて充じゆう溢いつする魔力──総量の違いこそあれ、そこまでは基本的にピートの時と変わらない。だが、体内の魔力流の増強に伴って、少女の体のある場所が決定的に変化する。

　耳だ。仲間たちの見守る中で、艶あでやかに丸みを帯びたシェラの両耳が、長く鋭く形状を変えていく。人間とは明らかに異なった身体的特徴──だが、それが意味するところは、ナナオを除く全員にとって余りにも自明。
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「……驚くことはありませんわ。あなたたちの何人かは、この由来も聞き及んでいるでしょう？」

　静かな声でシェラが呟つぶやく。……そう、最初に会った時からオリバーにも分かっていた。濃い褐色の肌と輝くような金髪。この組み合わせを生来にもつ人間の民族など、連合ユニオン諸国のどこを探しても存在しないことは。

　噂うわさ、というよりはもはや公然の秘密として語られる話がある。曰いわく──今代のマクファーレンはエルフを嫁に迎えた、と。

　種族の純粋性を貴ぶエルフが、人との間に子を成すことは極めて少ない。その一方で、彼らが有する魔法適性の高さは枚まい挙きよに暇いとまがない。万難を排してその血を取り入れることが出来たなら、それは多くの魔法使いにとって大きな意味を持つ。

「家族以外の人間に見せるのはこれが初めてです。──少し気恥ずかしいですわね、さすがに」

　照れ隠しの微笑を浮かべて少女が呟つぶやく。準備を終えた彼女の目配せを受けて、オリバーが声を上げた。

「──頃合いだ！　皆、杖じよう剣けんを上に向けろ！　シェラ、君の詠唱が合図だ！」

「承りましたわ」

　八振りの杖じよう剣けんが一斉に掲げられる。バリケードの頂点、蜂たちの攻撃に晒さらされて食い破られる寸前の場所へ向けて。

「──嵐の中に轟きてマグヌス──」

　シェラの詠唱が先駆ける。巨大な力の流動を間近に感じて、他の面々がごくりと唾つばを吞のむ。

「──猛き白光は空を裂くトニトウルス！」

「「「「「「雷光疾りてトニトウルス！」」」」」」

　全員の視界が真っ白に塗り潰される。もはや敵の姿すら定さだかではないまま、オリバーが束ねた七人分の収束魔法がその後を追った。







　バリケードが崩壊する間際、その内部から迸ほとばしった目も眩くらむ雷光。それが蜂の群れの大半を吞のみ込こむ光景を上空から目にして、オルブライトは愕がく然ぜんと口を開けた。

「──な──！」

　蜂たちが黒焦げになって地に落ちる。バリケード直上に密集していたことが仇あだとなり、群れ全体の七割以上が雷撃に巻き込まれた。虫寄せの香はこのための布石だったと悟り──しかし、それ以上の驚きよう愕がくがオルブライトの口を突いて出る。

「二節呪文……!?　信じられん、一年生の段階で……！」

　彼の驚きも無理はなかった。通常、一年生の段階で二節呪文は使えない。効果が大きい分、未成熟な肉体にかかる負荷が限度を超えてしまうからだ。無理に使ったとしても形にはならず、最悪暴発して自分の体を傷付けるだけ。彼らがその行使に耐える体を得るのは、早くて二年生の後半から──というのが広く知られた常識だ。

　だが、それはあくまで人間の話。当然ながら、エルフの場合には当てはまらない。

「──いざ参る──！」

　呆ぼう然ぜんとしている暇すらありはしない。蜂たちの支配が綻ほころんだ空間に、半壊したバリケードの内側からひとつの人影が飛び出した。それを目にしたオルブライトの口元が引きつる。箒ほうきに跨またがった東方エイジアの少女が、彼を目指してまっすぐに飛んでくるのだ。

「は──蜂ども、叩たたき落おとせ！」

　見る間にぐんぐん距離を詰めてくるナナオ。その突撃を阻はばむべく、オルブライトは生き残りの使い魔へ迎撃を命じた。すぐさま近くの蜂たちが少女へ襲い掛かり──しかし、その牙きばと針はことごとく空を切って終わる。ナナオが握る箒ほうきの空中機動マニユーバが、いとも容易たやすく蜂たちを置き去りにする。

「──全て、避けるだと──!?」

「ハァァアアアッ！」

　蜂の迎撃を搔かい潜くぐれば、もはやナナオの行く手を阻はばむものは何もない。オルブライトが呪文で迎撃を試みる間もなく、彼の乗っていた蜂の胴体が真っ二つに斬り断たれる。

「……くっ……勢い減じよエルレタダウス！」

　足場を失って宙に放り出される体。呪文で落下の衝撃を和らげて着地し、オルブライトはすぐさま地上で杖じよう剣けんを構え直した。直後、その眼前に上空から少女が下りてくる。箒ほうきから降りて地に立つと、彼女は目の前の相手をじっと見据えた。

「やっと、同じ地面に降りてくれたでござるな」

「…………」

「貴殿を負かして差し上げる。──さぁ、剣を抜かれよ」

　正せい眼がんに刀を構えながら、ナナオは相手にそう促す。一方のオルブライトは、生き残りの蜂を呼び寄せようと上空を確認し──少女の一喝がそれを咎とがめる。

「上ではなく前を見られよ！　この立ち合いの場には、貴殿と拙者以外の誰もござらん！」

「……っ！」

「勝ち負けは我らだけのもの！　他の何者にも奪えぬ！　どのような家門の掟おきても、よしんば神仏であろうとも！」

　憚はばからずにナナオは言い切った。誰にも邪魔立てなど出来はしない。己と相手の戦い──それ以外の何物も、立ち合いの場には存在しないのだと。

　一切の不純なく澄み切った武人の瞳。その光を真っ向から受けて、オルブライトの中で何かが砕くだけた。彼を長く縛り付けてきたものが、胸の奥で音を立てて崩れ去っていく。

「……は、はは──」

　知らず笑いが零こぼれた。無意識に構えを取り直しながら、とりとめもなく彼は思う。──こんなにも愉快な気持ちはいつ以来だろうと。

　答えはすぐに出た。──ああ、そうだ。あいつとチェスを打った時は、いつもこうだった。

「──行くぞ、サムライッ！」

「応──！」

　吼ほえるように宣言し、両者は同時に地を蹴った。一いつ足そく一いち杖じようの間合いで尽くされる技と駆け引き。魔力を帯びたふたつの刃が、火花を散らしてぶつかり合う。

「オオオオオオオッ！」

「ハァァアアアアッ！」

　響き渡る剣けん戟げきの音色。──息を吞のむほどに苛か烈れつでありながら、それはどこか楽しげでもあり。

　互いに一歩も引かず打ち合った八合の末。一方の杖じよう剣けんが、音を立てて地に落ちた。

「──良い勝負でござったな」

　決着の一いつ閃せんを繰り出した姿勢のまま、東方エイジアの少女がそう告げる。袈け裟さ懸がけに斬られた痛みを鮮やかに感じながら、それさえもどこか心地よく、オルブライトはこくりとうなずく。

「──ああ」

　そう口にすると同時に全身の力を抜いて、彼は仰向けに倒れ込む。

「良い負けだ。──これでようやく、嚙かみしめられる」

　満ち足りた気持ちで目を閉じる。──まぶたの裏にチェス盤が映る。それを挟んだ向こう側で、懐なつかしい少女の顔が笑っていた。







　魔法使いたちの戦いが決着を迎え、生き残った蜂たちも巣に戻っていくと、広い空間を満たしていた緊張は久しぶりに薄らいだ。

「なんとか上う手まくいったな……。ヒヤヒヤしたぜ、まったく」

「怖かったぁ……！　ナナオ、ありがとう！　よく頑張ったね！」

　ガイが大きく息を吐いてトロールの横に座り込み、そこに戻ってきたナナオをカティが抱擁で迎える。と、そんな彼らの傍かたわらで、縦巻き髪ロールヘアの少女の体がぐらりと傾いた。

「……っ。負担が大きいですわね、やはり」

「おい、大丈夫か……!?」

　肩を支えようとピートが慌てて駆け寄る。心配して寄ってくる仲間たちに、彼女は安心させるように軽く微ほほ笑えんでみせた。

「ええ、心配ありません。この状態なら二節呪文までいけることは試してありましたから。突然大きな魔力を流したせいで、今は少し体が驚いているだけですの」

　そう言って、具合を確かめるように片手の指を開け閉めするシェラ。その様子をじっと見つめて、コーンウォリスがぽつりと口を開く。

「……手加減、してたの……？」

「え？」

「だって、そうじゃない。それ、私と戦う時にだって使えたでしょ。まさか二節呪文が撃てるなんて思ってなかったし……最初からそれで来られたら、私たちには何も出来なかったのに」

　拗すねた声でそう言って目をそむける少女。シェラの顔に苦笑が浮かんだ。

「そう思われても仕方ありませんが……一年生同士の決闘でこれを使う気は、あたくしには最初からありませんでした。生まれ持った体の性能に頼り切った戦いでは、勝利しても得るものがありませんから」

「……親戚なのに、今日まで知らなかった。あんたが可変型のハーフエルフだったなんて」

　どこか寂しげにコーンウォリスがぼやく。人間とエルフの混血──いわゆるハーフエルフには複数のタイプがあることが知られている。エルフの特徴を強く受け継ぐ顕在型、一見して人間と区別が付かない潜在型、そして条件に応じて両方の特徴を表す可変型。シェラの場合は三つ目に該当し、かつ、その変化を制御下に置いていた。

「それに──あなたとは、出来るだけ長く戦っていたかったのですわ。……十二歳の時以来、久しぶりのまともな交流ですもの」

「……え……」

　思いがけない言葉に眉を上げるコーンウォリス。その顔を見つめて、シェラは懐かしげに語り始めた。

「年に一度の顔合わせ、本当に楽しみにしていましたのよ。あなたは成長促進呪文を応用した花細工が昔から得意で、いつもあたくしたちを楽しませてくれましたわね。……ほら、これもあなたが作ってくれました」

　そう言って、彼女はローブのポケットから何かを取り出す。それは古い小さな花冠だった。花を摘んでから編んで拵こしらえたものではなく、種の段階から魔法をかけてこの形に成長させている。コーンウォリスがあんぐりと口を開けた。

「ま──まだ持ってたの、そんなの。わざわざ固定処理までして……」

「思い出の品ですもの。そう簡単に手放せるはずがありませんわ」

　硬直するコーンウォリスの前で、シェラは花冠をぎゅっと胸に抱きしめる。

「妹とは呼べずとも、あなたはあたくしにとって離れて暮らす家族でした。……たまにしか会えない分、前よりも大きく成長したあなたを見られるのが嬉うれしくて。だから──そんなあなたに恥じないよう、あたくしも自分の成長をあなたに見せていたつもりでした」

「────」

「でも、その行いがあなたを傷つけていましたのね。……ごめんなさい、気付いてあげられなくて。あなたの痛みをずっと汲くみ取とってあげられなくて」

　謝罪を口にしながら、彼女は相手の右手を両手に包み込む。伝わらなかった想おもいをそこに込めて、今度は決してすれ違わないように。

「でも、これだけは言わせてくださいませ。──あたくしは、ただの一度も、あなたを自分の予備だなどと思ったことはありませんのよ」

　相手の目をまっすぐに見つめて、彼女がそう告げた瞬間──コーンウォリスの両目から、大粒の涙がぽろぽろと零こぼれた。

「……うぇぇぇぇぇ……！」

　再び泣き出した少女の体を、シェラの両腕が優しく抱きすくめる。その光景を、オリバーとオルブライトは少し離れた位置から見つめていた。

「……メダルを持っていくだけでは気が済まんのだな、お前らは」

「耳が痛いな」

　地面に腰を下ろしたままでオルブライトが言い、その傍かたわらに立つオリバーが苦笑を浮かべる。特に用があったわけでもないが──ナナオとの立ち合いを経た今の彼とは、どうしてか言葉を交わしておきたかった。

「……いずれ、またやり合おう。互いに今日よりも強くなって」

　オリバーがぽつりと口にする。オルブライトの口元がにっとつり上がった。

「はは──後悔するなよ。きっと強いぞ、負けを知った俺は」

「想像するのも恐ろしいな。……だが、その時には俺も必ず強くなっているさ」

　負けじと言い返す。二年後、あるいは三年後──この相手が、今とは比べ物にならないほどの使い手になっていることは想像に難かたくない。再戦の機会があるとすれば、今回に輪を掛けた激戦を覚悟しなければならないだろう。

「鍛錬を怠るなよ、オリバー＝ホーン。俺はすぐに名前を忘れるぞ」

「憶おぼえていてもらうさ。この先もずっと」

　そのやり取りを最後に、オリバーは仲間たちに向かって歩き出した。

「よし、引き上げるぞ。全員、見落としている怪け我がはないか!?」

「こっちはいま治したとこ！　ごめんね、痛い目に遭わせちゃって……」

「ダいじょうブ。おレ、がンじょう。カティ、けガしてなイ。ヨかった」

　使い魔の治療を終えたカティがふぅと息をつく。内側からの魔法攻撃でバリケードが破れた後、マルコはその大きな体を盾にして、蜂の襲撃から彼女らを守っていたのだった。牙きばと針が突き立った跡が体中に残っていたが、そこはさすがの頑強さ、本人はさして堪こたえた風でもない。

「俺たちも途中まで同行させてくれ。……ほら、行くぞ。もう泣きやめ」

　コーンウォリスの手を引いてフェイが歩き始める。彼の求めを聞いて、オリバーは一瞬だけオルブライトにも同じ提案をするべきか迷ったが──本人がとっくに顔を背けているのを見て、どうやら無用の気遣いだと察する。彼は仲間たちの先頭に立って歩き始めた。

「よし、出発しよう。一層に戻っても油断せず──」

　帰り道の注意点を述べようとしたオリバーが、そこでぴたりと動きを止める。

「……？　どーした、オリバー。帰るんじゃねぇのか？」

「…………」

　無論そのつもりだった。広場の奥から、得体の知れない何かの気配さえ感じなかったのなら。

「──なん、だ？」

　オリバーが見つめる中──ズシリと地を踏み鳴らして、それは現れた。地を這はう大きな体、その全身に肉色の触手を蠢うごめかせて。

「──な──」

　ひとり離れた場所に座り込んでいたオルブライトが、真っ先にその脅威に直面する。驚きに目を見開きながらも、彼はすぐさま立ち上がって杖じよう剣けんを構えた。が、

「──っ、が──っ!?」

　呪文を唱える暇もなく、その体を触手が絡からめ取とる。とっさの反応で一本は切り落としたが、残る触手が有無を言わさず彼を本体へと引き寄せた。首へ巻きついた触手が詠唱を封じ、後は何の抵抗も許されず、オルブライトの体が肉の中へとずぶずぶと埋もれていく。

「────」

　その光景に戦慄しながらも。目に見えた命の危機が、オリバーに冷静な分析を強いる。

　おそらく、基本の形状は地を這はう六足の獣。二十フィート近い巨体だが、全身を密に覆う触手のために詳しい姿は窺うかがい知しれない。一部の触手は伸縮自在、伸ばしたそれで二十ヤード以上遠くの相手を捕縛する力と精度をもつ。知る限り全ての特徴が一致する魔獣はいない。可能性があるとすれば、複数の魔法生物を掛け合わせた合成獣キメラの類。

「──立ち向かうな、ナナオ！」

　オルブライトを救い出そうと刀を構えるナナオ。が、オリバーは頑とした声でそれを制止する。初見の魔獣に無策で近寄るのは自殺行為でしかないが、理由はそれだけではない。何よりも彼に抗戦を拒ませたのは──まったく同じ姿の魔獣が、後ろからさらに複数現れていたからだ。

　しかもそれは次々と増えていく。目に見える範囲ですでに四頭。さらに後ろから五頭、六頭、七頭──。

　勝ち目を考慮する段階はそこで終わった。全ての躊ちゆう躇ちよを捨て去り、オリバーは叫んだ。

「逃げろ！　全員走れぇッ！」

　呆ぼう然ぜんとしていた数人がその声で我に返り、そうして八人とトロール一頭が一斉に走り出す。広場を抜けて一層の通路に戻るが、魔獣は容赦なく追ってきた。地形が一本道の上り坂になったところで、シェラが身をひるがえして呪文を唱える。

「嵐の中に轟きてマグヌス──猛き白光は空を裂くトニトウルス！」

　耳を劈つんざく轟ごう音おん。ついさっき蜂の群れを一網打尽にした雷撃が、避けようのない地形で正体不明の魔獣へと襲い掛かった。感電した全身が焼け焦げ、炭化した触手がぼろぼろと床に落ちる。が──なおも本体は止まらない。数秒足を鈍らせただけで、それは再び獲物を追って走り始める。

「これでも仕留めきれない……！　雷に耐性がありますわ、あの魔獣！」

　効果の薄さを見て取ったシェラが歯は嚙がみして走り出す。いかにエルフの血を引く彼女でも、今の時点であの威力を連発は出来ない。やむなく一節呪文に切り替えて時間稼ぎを試みるが、

「──くっ!?」

「フェイっ!?」

　鋭く伸びてきた触手がフェイの足首を絡からめ取とる。即座に杖じよう剣けんで切り落とそうとするが──その右手に別の触手が絡からみ付ついた瞬間、彼の抵抗の手段は断たれた。

「──逃げろ、スー──」

　助けに入ろうとしたコーンウォリスが反対に突き飛ばされる。その目の前で、触手に捕われた相棒の体が通路の奥へと引きずられていった。残された少女が半狂乱になって叫ぶ。

「フェイっ、フェイっっ！　いやだぁ──！」

「いけません！　あなたまで──！」

　攫さらわれたフェイのもとへ走り出そうとするコーンウォリス。シェラがその手を摑つかんで止め、さらにナナオが間に割り込んだ。

「失礼致す！」

　泣き叫ぶ少女を、ナナオの両手が有無を言わさず担かつぎ上あげる。襲い掛かる触手を必死に切り払い、彼らは長い上り坂を駆け続けた。

「はぁっ、はぁっ……！」

「くそっ、どこまで追ってきやがる！」

「あの体で狭い通路には入って来られない！　みんな、諦めずに走れ！」

　それを唯一の希望として逃げ続け、永遠にも思える数分の後、ついに彼らは見覚えのある分岐点に差し掛かる。三つに分かれた通路を前に、カティの背後にいたトロールのマルコが、そこで無言でもっとも道幅の広い左側の一本へと身を投じた。

「あっ……!?」

「行かせるんだ！　彼とは後でも合流できる！」

　巻き毛の少女にそう言い含めながら、オリバーは心中でマルコに詫わびた。彼は知っているのだ──自分が一緒では、カティが狭い通路に逃げ込めないと。だから先手を打って別行動を取った。その思慮深さに敬意を払いながら、オリバーは残る仲間と共にもっとも細い通路を選んで飛び込んでいく。

「よし、いいぞ！　ここまで来れば……！」

　走り続けながら、オリバーがちらりと背後に視線をやる。逃げ切ったと思い、全員が安あん堵どを覚えかけたその一瞬。

「──え？」

　彼のすぐ後ろを走る眼鏡の少年の腕に、肉色の触手がしゅるりと絡からみついていた。

「────ッ！」

　とっさに左手を伸ばすオリバー。先を行く仲間たちが一瞬遅れて事態に気が付いた。ほぼ同時に、触手が少年の体を引き寄せる。

「──あ──」

「ピートォォォォォ！」

　わずかの差で伸ばした指先が空を切る。通路の奥に吸い込まれていく少年の体を、その光景を、オリバーは為なす術すべなく見届けた。

「──ッ、く──！」

「お止めなさい、オリバー！」

　衝動的に通路を逆戻りしようとする彼の腕を、シェラが渾こん身しんの力で引き止める。なおも腕を振りほどいて走り出そうとするオリバーへ、彼女は必死に言い募る。

「助けられません。見たでしょう、あの魔獣の強さを。戻ればあなたも捕えられるだけです！」

「だが──！」

「オリバー！」

　縦巻き髪ロールヘアの少女がかつてない剣幕で声を張り上げた。うつむいたその顔から、涙の粒がぽたぽたと零こぼれ落おちて床を打つ。

　それを目にした瞬間、オリバーは辛かろうじて冷静さを取り戻し、そして砕くだけるほどに奥歯を嚙かみしめた。──どうしようもなく分かってしまったのだ。この状況から自分たちに出来る最善は、ただ一刻も早く助けを呼ぶことだと。







　拠点近くの水盆から六人は校舎へと戻り、上級生の姿を求めてすぐさま廊下に飛び出す。幸いにも、その願いはすぐに叶かなった。

「──君たちか」

　聞き慣れた男の声が耳を打つ。カルロスと他数名の上級生を引き連れて、学生統括アルヴィン＝ゴッドフレイがそこに立っていた。オリバーはすぐさま状況を伝える。

「ゴッドフレイ統括、一層で異常に強大な魔獣が暴れ回っています！　一年のピート＝レストンと他二名が攫さらわれました！　お願いします、どうか救助を……！」

　焦あせる心を懸命に落ち着かせながら、オリバーは返ってくるだろう質問を予測してその答えを準備する。だが、その予想に反して、ゴッドフレイから反問はなかった。

「分かっている。……君たちの仲間もやられたか」

　落ち着き払った声で男は口にする。そこに違和感を見て取ったシェラが相手に詰め寄った。

「君たちの仲間も？　……ゴッドフレイ統括、それはどういう意味でして？」

　確認する彼女の隣で、オリバーの中では嫌な予感が天井知らずに高まっていく。それを裏付けるようにカルロスが口を開いた。

「あなたたちが最初じゃないってことよ。同じ報告がもう八件──一～二年生を中心に十七人以上が攫われているわ。……目撃された魔獣の姿から、もう原因も特定済み」

　そこで言葉を切るカルロス。彼に代わって、ゴッドフレイが決定的な言葉を紡つむぐ。




「オフィーリア＝サルヴァドーリが、魔に吞まれた」




　耳にした全員が硬直した。空気が凍りつき、校舎の廊下に重い沈黙が下りる。

「────」

　そんな中で、オリバーだけはひとつの記憶を思い出していた。鮮やかに蘇よみがえる声がある。とりとめのない雑談の後に、あの魔女が口にした言葉が。




　──冒険は程々に、校舎で真面目に勉強して過ごしなさい。──これから数か月は特に、ね。




「下級生は速やかに寮へ戻れ。以後、事態解決まで迷宮への立ち入りは禁止する。

　学生統括の権限において──当校は、これより厳戒態勢に入る」

　ゴッドフレイが口にする言葉が、その声の硬さが、否いや応おうなくオリバーに思い知らせた。──自分たちの予想を遙はるかに超えて、事態は深刻であるのだと。





〈了〉










あとがき






　こんにちは、宇う野の朴ぼく人とです。……いかがでしょう。少しは当校に馴な染じまれましたか。

　戸惑いながら、怯おびえながら、それでも一年生たちはキンバリーで生きる術すべを急速に身につけています。……それは同時に、死と隣り合わせの環境を受け入れること。魔法使いとしてもっとも基本的なスタンスを確立することでもあります。

　最初に冒険心がうずくのはこの時期です。……そして、それを発端とする事故が起こるのも。

　むろん、当校ではそうした行動を戒めることはいたしません。全ては入学時のガイダンスで説明した通りです。好きにやって好きに死ぬ。生徒たちには例外なくその権利がございます。




　……かくして、次は一年生編の締しめ括くくりとなります。

　迷宮の闇はいよいよ深い。出発前の準備はくれぐれも入念に行いますよう。

　慎重に、勇敢に、賢明に。──そして何よりも、覚悟をもってお進みください。




　冒険の果てに、彼らは知るでしょう。魔法使いとして生きて死ぬ──その意味と結末を。







[image: ]

















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「宇野朴人先生」係

「ミユキルリア先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。











[image: ]










七ななつの魔ま剣けんが支し配はいするⅡ








宇う野の朴ぼく人と





電撃文庫





2019年1月10日　発行





©Bokuto Uno 2019





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

電撃文庫『七つの魔剣が支配するⅡ』

2019年1月10日　初版発行





発行者　郡司 聡

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





カスタマーサポート（アスキー・メディアワークス ブランド）

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）










装丁者／荻窪裕司（META＋MANIERA）












本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。









[image: ]




item/image/p083.jpg
Moy g e
e T






item/image/gaiji-cid703.png





item/image/p285.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/kuchie-004-005.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/allcover-001.jpg
Eoonefinciiisan

FRINOTHE R L, —HIEP NS
HEL o teFF A LAY i— Lol
U, B & LT omliht

5 0 oucx

BT B0, BEFLIPCKE U Tz R
i ETOBIEARCON?  FO \ e l!ﬁ,”\ §
IR E T 7201s, BIVOAS Do a M b — k>R ZHE / rCicalt sty
NEGEGES ., 28 b4 X Lol \ % § g ; % z ; g % » EFIBEETSEL
BTSN B, FIARA ) =2 3 SYESERYELE SEDSIETOISS CHHTH
* . 2 B B % 3 <
G\ B LD E T ASLD, & P EE AR R
LT ORISR LA T S L — N ']J n o Jb: oS M OWOw
)i, ZOUEY AN & LI, B2 PN I A S
d 4 N » . ;
KEREAAE— b2 W . O "’? % % 1E v g 5 f:b. $ Lff
AW I, ZIEKE R N IR
BORAER S, o e e SRS 4FAMIZFNY T
4 ° ? O

BOTEORMFHIRMRTLESOTY
B T SRECHEVSHALYARE (KBYVY
2) TESWOTLESDHEIHETET.

INhVT 7y I—=2%

4 \\






item/image/p073.jpg





item/image/p101.jpg





item/image/p145.jpg





item/image/kuchie-002-003.jpg





item/image/gaiji-excl4.png
!





item/image/gaiji-excl3.png





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		CONTENTS



		第一章　箒術



		第二章　迷宮探索



		第三章　三対三



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/gaiji-cid7894.png





item/image/p211.jpg





item/image/p011.jpg





item/image/p059.jpg





item/image/p213.jpg
o

§

|

%

AV —eF e AT —

_—a —
e
—_a [—






item/image/kuchie-001.jpg
‘

A\‘) i

\

.
\ -






item/image/p306-307.jpg
KEHBRO W R 5
\ L[QE|NVY—L° " HESR
b KBTS L2 8 < ST
HWR<WIFEL RN
VORHAKBRKRONTD

e —has
TRLNAN Y
[ D RBHMCSHOKD
| BRHVERERCKERR
)| BOK hh NS

-

)4
I
H
#
)






item/image/kuchie-008.jpg
H %

CONTENTS

TV—=b74F
Al

—E 2y p011
ST T -
ko p083 4?&:\

- '
) E o
. A=AV AY— ©
B :}'(\j’: p213 7,

H

ik
e






item/image/p123.jpg





item/image/p089.jpg





item/image/gaiji-cid13803.png





item/image/kuchie-006-007.jpg
& N\ O,
.Té%OﬁU,é«z/ |
L ¥R LA R X

ST SRR
I w TN '






item/image/p009.jpg
Seven Swords
Dominate

pu 5%

Bokuto Uno

illustration

I3V T






